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平成２１年 

第３回宿毛市議会定例会会議録第１号 

 

１ 議事日程 

     第１日（平成２１年９月２日 水曜日） 

午前１０時 開議 

   第１ 会議録署名議員の指名 

   第２ 会期の決定 

    ○ 諸般の報告 

   第３ 議案第１号から議案第２９号まで 

      議案第 １号 専決処分した事件の承認について 

      議案第 ２号 平成２０年度宿毛市一般会計歳入歳出決算認定について 

      議案第 ３号 平成２０年度宿毛市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定につ 

             いて 

      議案第 ４号 平成２０年度宿毛市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定 

             について 

      議案第 ５号 平成２０年度宿毛市へき地診療事業特別会計歳入歳出決算認定に 

             ついて 

      議案第 ６号 平成２０年度宿毛市定期船事業特別会計歳入歳出決算認定につい 

             て 

      議案第 ７号 平成２０年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計歳入歳出決算認 

             定について 

      議案第 ８号 平成２０年度宿毛市老人保健特別会計歳入歳出決算認定について 

      議案第 ９号 平成２０年度宿毛市学校給食事業特別会計歳入歳出決算認定につ 

             いて 

      議案第１０号 平成２０年度宿毛市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定につい 

             て 

      議案第１１号 平成２０年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計歳入歳出決算認定 

             について 

      議案第１２号 平成２０年度幡多西部介護認定審査会特別会計歳入歳出決算認定 

             について 

      議案第１３号 平成２０年度宿毛市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定につ 

             いて 

      議案第１４号 平成２０年度宿毛市土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定 

             について 

      議案第１５号 平成２０年度宿毛市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定に 

             ついて 
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      議案第１６号 平成２０年度宿毛市水道事業会計決算認定について 

      議案第１７号 平成２１年度宿毛市一般会計補正予算について 

      議案第１８号 平成２１年度宿毛市国民健康保険事業特別会計補正予算について 

      議案第１９号 平成２１年度宿毛市へき地診療事業特別会計補正予算について 

      議案第２０号 平成２１年度宿毛市定期船事業特別会計補正予算について 

      議案第２１号 平成２１年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計補正予算につい 

             て 

      議案第２２号 平成２１年度宿毛市学校給食事業特別会計補正予算について 

      議案第２３号 平成２１年度宿毛市介護保険事業特別会計補正予算について 

      議案第２４号 平成２１年度宿毛市土地区画整理事業特別会計補正予算について 

      議案第２５号 平成２１年度宿毛市後期高齢者医療特別会計補正予算について 

      議案第２６号 宿毛市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条 

             例について 

      議案第２７号 宿毛市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 

      議案第２８号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 

      議案第２９号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

２ 本日の会議に付した事件 

   日程第１ 会議録署名議員の指名 

   日程第２ 会期の決定 

   日程第３ 議案第１号から議案第２９号まで 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

３ 出席議員（１６名） 

   １番 今 城 誠 司 君     ２番 岡 﨑 利 久 君 

   ３番 野々下 昌 文 君     ４番 松 浦 英 夫 君 

   ５番 浅 木   敏 君     ６番 中 平 富 宏 君 

   ７番 有 田 都 子 君     ８番 浦 尻 和 伸 君 

   ９番 寺 田 公 一 君    １０番 宮 本 有 二 君 

  １１番 濵 田 陸 紀 君    １２番 西 郷 典 生 君 

  １３番 山 本 幸 雄 君    １４番 中 川   貢 君 

  １５番 西 村 六 男 君    １６番 岡 崎   求 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

４ 欠席議員 

   な  し 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

５ 事務局職員出席者 

   事 務 局 長        岩 本 昌 彦 君 
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   次    長  小 島 美喜子 君 

   議 事 係 長        岩 村 研 治 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

６ 出席要求による出席者 

   市 長  中 西 清 二 君 
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午前１０時００分 開会 

○議長（寺田公一君） これより平成２１年第

３回宿毛市議会定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 日程第１「会議録署名議員の指名」を行いま

す。 

 会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定

により、議長において濵田陸紀君及び西郷典生

君を指名いたします。 

 日程第２「会期の決定」を議題といたします。 

 この際、議会運営委員長の報告を求めます。 

 議会運営委員長。 

○議会運営委員長（西村六男君） おはようご

ざいます。 

 ただいま議題となっております今期定例会の

会期につきましては、議長の要請により、去る

８月３１日、議会運営委員会を開きまして、今

期定例会に提案予定の案件等を勘案の上、慎重

に審査した結果、本日から９月１４日までの１

３日間とすることに、全会一致をもって決定い

たしました。 

 以上、報告いたします。 

○議長（寺田公一君） おはかりいたします。 

 今期定例会の会期は、委員長報告のとおり、

本日から９月１４日までの１３日間といたした

いと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、今期定例会の会期は、本日から９月

１４日までの１３日間と決定いたしました。 

 この際「諸般の報告」をいたします。 

 閉会中の議員の派遣については、お手元に文

書を配付いたしておりますので、これによりご

了承願います。 

 会議規則第６２条第２項の規定により、一般

質問の通告期限を、本日午後５時と定めますの

で、質問者は期間内にその要旨を文書で通告し

てください。 

 なお、事務的な報告につきましては、お手元

に配付いたしました「事務報告書」のとおりで

あります。 

 市長から、報告事項がありますので、発言を

許します。 

 市長。 

○市長（中西清二君） おはようございます。 

 本日は、平成２１年第３回宿毛市議会定例会

にご参集をいただきまして、まことにありがと

うございます。 

 きのうから新学期始まりまして、子どもたち

の元気な通学姿が見られております。 

 ８月は、衆議院議員選挙がありまして、政党

の皆様方にとっては、非常に熱い戦いの、熱い

熱い夏だったんじゃないかなと思います。結果

は報道でご存じのとおりでございますけど、今

後、我々地方にどういった影響が及ぶのか、い

ろんな報道には注目をしておりますが、結果を

やっぱり見なきゃいけないし、またいろいろな

予測も立てていかなきゃいけないのかなという

ふうなことも考えておるところでございます。 

 報告事項の説明に入ります前に、諸般の報告

とさせていただきますが、先週８月２７日でご

ざいますが、各区長さんの代表の方々と市政懇

談会をしまして、それぞれ地域で抱えた問題事

項につきまして、執行部と区長さん方との間で

意見交換をさせていただきました。 

 また、この件についても、議員の皆様にもご

相談しながら、区にとって、また市にとってい

い方向でもってまいりたいと、このように考え

ておるところでございます。 

 そしてまた、先般の臨時議会でご承認いただ

きました小筑紫小学校の工事の件でございます。

契約は終わりまして、今週の土曜日、９月５日
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の日に起工式の運びというふうになりましたこ

とも、報告をさせていただきます。 

 そしてまた、報道等でもご存じと思いますが、

昨日も、私、ＮＨＫを見ておりましたら、放送

されておりました。きょうから撮影に入ってお

りますが、高知市出身の漫画家 西原理恵子さ

んが原作をしたものでございまして、来年の５

月に公開予定であります「パーマネント野ば

ら」という映画の撮影が、きょうから約１カ月

間、小筑紫町の栄喜地区を中心にして行われる

というふうになりまして、宿毛が全国発信され

るまたとない機会であるというふうに、私ども

もとらえております。 

 また、撮影の会社の方からは、たくさんのエ

キストラが必要だというふうなことでございま

す。市の職員はもとより、協力してまいりたい

と思いますが、市民の皆様にも、どうかご支援、

ご協力を、この場をお借りしましてお願いを申

したいというふうに思います。 

 そしてまた、来月の話になりますが、１０月

には、いろいろな行事がございます。宿毛まつ

りが最大の市民祭としてありますし、また、ク

ルーズ船「飛鳥Ⅱ」が２度ほど宿毛湾港にも寄

港いたします。 

 この湾港では、倉庫と旅客ターミナルを兼用

しました交流拠点施設、これが今、工事中、建

築中でございまして、この完成が１０月になさ

れるというふうに聞いておりますので、今度の

「飛鳥Ⅱ」のお客を歓迎するには、この交流拠

点施設を使ってやってまいりたいというふうな

ことも思っております。 

 それから、非常に、今、切符を販売中でござ

います。１０月２９日には総合運動公園市民体

育館におきまして、大相撲の宿毛場所が開催さ

れることになりました。本興業は郷土出身の豊

ノ島関の活躍によりまして実現したものでござ

います。ぜひ、多くの皆様にご観覧いただきた

い。そしてまた、生の大相撲を満喫していただ

きたいというふうに思っております。 

 それでは、報告事項でございますが、ご説明

をいたします。 

 報告第１号及び報告第２号は、地方公共団体

の財政の健全化に関する法律、いわゆる財政健

全化法でございますが、これに基づく健全化判

断比率及び資金不足比率についての報告でござ

います。 

 平成１９年に成立いたしました財政健全化法

によりまして、平成１９年度決算から、財政状

況を見きわめる４つの健全化判断比率等を明ら

かにしまして、監査委員の意見を沿えて議会に

報告することが義務づけられておるものでござ

います。 

 本日、皆様のお手元に配付しております報告

書にありますように、実質赤字比率及び連結実

質赤字比率につきましては、赤字にはなってい

ませんので、数値は出ておりません。実質公債

費比率は２０．５パーセントで、早期健全化基

準の２５パーセントを下回っています。 

 また、将来負担比率も１８０．１パーセント

で、早期健全化基準の３５０パーセントを下回

っている状況でございます。 

 次に、公営企業の資金不足比率についてでご

ざいますが、いずれの特別会計も資金不足はあ

りませんので、数値は出ておりません。しかし

ながら、依然厳しい財政状況であることには変

わりがございません。引き続き、宿毛市行政改

革大綱集中改革プランに基づきまして、効率的

で、適正な行財政運営を推進していかなければ

ならないというふうに考えております。 

 議員の皆様方におかれましては、今後とも、

より一層のご支援、ご協力を賜りますようお願

いを申し上げまして、報告事項の説明といたし

ます。 

 ありがとうございます。 
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○議長（寺田公一君） 以上で、諸般の報告を

終わります。 

 日程第３「議案第１号から議案第２９号ま

で」の２９議案を一括議題といたします。 

 この際、提案理由の説明を求めます。 

 市長。 

○市長（中西清二君） 市長、提案申し上げま

した議案につきまして、提案理由の説明を申し

上げます。 

 議案第１号は、専決処分をした事件の承認に

ついてでございます。 

 緊急に学校給食配送業務の委託契約を締結す

る必要が生じましたので、地方自治法第１７９

条第１項の規定により、専決処分をしたもので

ございます。 

 議案第２号から議案第１６号までの１５議案

は、平成２０年度宿毛市一般会計及び各特別会

計並びに水道事業会計の決算認定をお願いする

ものでございます。 

 各会計の決算書とともに、監査委員の審査意

見書を提出しておりますので、説明は省略させ

ていただきます。 

 議案第１７号は、平成２１年度宿毛市一般会

計補正予算でございます。 

 総額で６億３，０３５万２，０００円を増額

するものでございます。 

 まず、歳出で増額する主なものは、人事異動

に伴う人件費の調整のほか、総務費でケーブル

テレビ事業経営安定化支援貸付金として２，０

８２万円、財政調整基金積立金として２億５，

３１３万２，０００円を計上しております。 

 民生費では、介護予防の強化及び認知症徘徊

高齢者の安全確保等を目的に、関係機関相互の

情報共有のためのネットワーク化や、介護に関

するノウハウ等を盛り込んだホームページの開

設等を行うため、宿毛高齢者支援ネットワーク

構築事業システム開発設計等委託料として、９，

７２０万円を計上しております。 

 また、国の経済危機対策として、平成２０年

度に創設された子育て応援特別手当でございま

すが、前回、３歳から５歳で第２子以降の子に

限定していた支給対象を、第１子まで拡充し、

平成２１年度においても実施することとなった

ため、このたび、子育て応援特別手当給付金と

して、２，０３４万円を計上しております。 

 農林水産業費では、国の経済危機対策として、

平成２１年度に創設されました農地有効利用支

援整備事業でございますが、平成２３年度まで

の間、単独事業での対応を予定している２００

万円未満の簡易な整備を、国庫補助事業として

実施することが可能となりましたので、山北、

福良地区を含む７地区で、農業用排水路ポンプ

等の整備を行うため、農地有効利用支援整備工

事費として９１０万円を計上しています。 

 また、宿毛市森林組合が実施する民有林６０

０ヘクタールの鳥獣や立ち枯れ等による山林被

害調査に、国の補助を受け、宿毛市森林整備地

域活動支援交付金として６００万円を計上して

います。 

 教育費では、大島小学校校舎耐震補強工事費

として、１億６，４００万円を計上しています。 

 歳入で増額する主なものは、地方交付税が３

億５，１２２万１，０００円、国庫支出金が２

億６，５２４万１，０００円でございます。減

額するものとしましては、繰入金が１億２６８

万４，０００円でございます。 

 議案第１８号から議案第２５号までの８議案

は、平成２１年度の各特別会計補正予算でござ

います。 

 議案第１９号から議案第２２号までは、いず

れも人事異動に伴う人件費の調整でございまし

て、必要最小限の経費を補正しています。 

 議案第１８号は、平成２１年度宿毛市国民健

康保険事業特別会計補正予算でございます。 
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 総額で１，８７２万９，０００円を減額しよ

うとするものでございます。 

 この内容につきましては、人事異動に伴う人

件費の調整、及び老人保健医療費拠出金の確定

等に伴うものでございます。 

 議案第２３号は、平成２１年度宿毛市介護保

険事業特別会計補正予算でございます。 

 総額で３３万４，０００円を減額しようとす

るものでございます。 

 内容につきましては、人事異動に伴う人件費

の調整、及び高額医療合算介護サービス費等の

支給開始等に伴うものでございます。 

 議案第２４号は、平成２１年度宿毛市土地区

画整理事業特別会計補正予算でございます。 

 総額で、７６９万７，０００円を増額しよう

とするものでございます。 

 内容につきましては、人事異動に伴う人件費

の調整、及び宿毛駅前の土地区画整理工事費の

追加等に伴うものでございます。 

 次に、議案第２５号は、平成２１年度宿毛市

後期高齢者医療特別会計補正予算でございます。 

 総額で２６９万９，０００円を減額しようと

するものでございます。 

 内容につきましては、人事異動に伴う人件費

の調整、及び保険料還付金の確定等に伴うもの

でございます。 

 議案第２６号は、宿毛市職員の勤務時間、休

暇等に関する条例の一部を改正する条例でござ

います。 

 この内容につきましては、平成２２年１月１

日より、職員の勤務時間を、現行の８時間から

１５分間短縮し、７時間４５分とすることにつ

いて、本条例の一部を改正しようとするもので

ございます。 

 本件につきましては、平成２０年、人事院勧

告に基づき、既に国家公務員は平成２１年４月

１日から実施をしていまして、高知県も平成２

２年１月１日からの実施が予定されていますの

で、本市としましても、窓口業務の状況とか、

諸事情を勘案して、県と同日付で実施しようと

するものでございます。 

 議案第２７号は、宿毛市国民健康保険条例の

一部を改正する条例でございます。 

 内容につきましては、国の緊急の少子化対策

として、平成２１年１０月１日から平成２３年

３月３１日までの間、出産育児一時金が、現行

の３５万円から４万円増額され、３９万円とな

ることになりましたので、本条例の一部を改正

しようとするものでございます。 

 議案第２８号は、辺地に係る公共的施設の総

合整備計画の策定でございます。 

 この内容につきましては、山北地区内の消防

施設整備として、消防団に小型動力ポンプ付積

載車を配備するに当たり、辺地対策事業債の申

請を行うため、計画を策定する必要があります

ので、議会の議決を求めるものでございます。 

 議案第２９号は、辺地に係る公共的施設の総

合整備計画の変更でございます。 

 沖の島地区内の水道施設の改良、消火施設の

設置等を実施するに当たりまして、辺地対策事

業債の変更を行うため、計画を変更する必要が

ありますので、議会の議決を求めるものでござ

います。 

 以上が、ご提案申し上げました議案の内容で

ございます。よろしくご審議の上、適切なご決

定を賜りますようお願いを申し上げまして、提

案理由の説明とさせていただきます。 

 ありがとうございました。 

○議長（寺田公一君） これにて、提案理由の

説明は終わりました。 

 おはかりいたします。 

 議事の都合により、９月３日及び９月４日は

休会いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 
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（「異議なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、９月３日及び９月４日は休会するこ

とに決しました。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 ９月３日から９月６日までの４日間休会し、

９月７日午前１０時より再開いたします。 

 本日は、これにて散会いたします。 

午前１０時２１分 散会 
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平成２１年 

第３回宿毛市議会定例会会議録第２号 

 

１ 議事日程 

    第６日（平成２１年９月７日 月曜日） 

午前１０時 開議 

   第１ 一般質問 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

２ 本日の会議に付した事件 

   日程第１ 一般質問 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

３ 出席議員（１６名） 

   １番 今 城 誠 司 君     ２番 岡 﨑 利 久 君 

   ３番 野々下 昌 文 君     ４番 松 浦 英 夫 君 

   ５番 浅 木   敏 君     ６番 中 平 富 宏 君 

   ７番 有 田 都 子 君     ８番 浦 尻 和 伸 君 

   ９番 寺 田 公 一 君    １０番 宮 本 有 二 君 

  １１番 濵 田 陸 紀 君    １２番 西 郷 典 生 君 

  １３番 山 本 幸 雄 君    １４番 中 川   貢 君 

  １５番 西 村 六 男 君    １６番 岡 崎   求 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

４ 欠席議員 

   な  し 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

５ 事務局職員出席者 

   事 務 局 長        岩 本 昌 彦 君 

   次    長  小 島 美喜子 君 

   議 事 係 長        岩 村 研 治 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

６ 出席要求による出席者 

   市 長  中 西 清 二 君 

   副 市 長  岡 本 公 文 君 

   企 画 課 長  岡 崎 匡 介 君 

   総 務 課 長        弘 瀬 徳 宏 君 

   市 民 課 長  滝 本   節 君 

   税 務 課 長  山 下 哲 郎 君 
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   会計管理者兼 

   会 計 課 長 
小 島 秀 夫 君 

   保健介護課長  三 本 義 男 君 

   環 境 課 長        岩 本 克 記 君 

   人権推進課長  乾     均 君 

   産業振興課長  頼 田 達 彦 君 

   商工観光課長  津 野 元 三 君 

   建 設 課 長  安 澤 伸 一 君 

   福祉事務所長  沢 田 清 隆 君 

   水 道 課 長  豊 島 裕 一 君 

   教 育 委 員 長  松 田 典 夫 君 

   教 育 長  岡 松   泰 君 

   教 育 次 長 兼       

   学校教育課長 
出 口 君 男 君 

   生涯学習課長 

   兼 宿 毛 文 教       

   センター所長 

有 田 修 大 君 

   学 校 給 食 

   センター所長 
岡 村 好 知 君 

   千 寿 園 長        村 中   純 君 

   農 業 委 員 会 

   事 務 局 長 
小 野 正 二 君 

   選挙管理委員 

   会 事 務 局 長 
土 居 利 充 君 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時３０分 開議 

○議長（寺田公一君） これより本日の会議を

開きます。 

 日程第１「一般質問」を行います。 

 順次発言を許します。 

 ４番松浦英夫君。 

○４番（松浦英夫君） 皆さん、おはようござ

います。４番、松浦でございます。 

 質問に入ります前に、２００９年８月３０日

は、日本の政治史上に残る記念すべき１日とな

りました。同日に投開票されました第４５回総

選挙におきまして、小泉構造改革がもたらした

格差の拡大、福祉の切り捨て、郵政事業の民営

化を初めとする経済至上主義や、弱いものいじ

めの政治、自民党内における政権のたらい回し

等、今日までの自民党政治、並びに自公政権に

対する国民の怒りが爆発しました。 

 全国各地で沸き上がった政権交代を実現して

政治を国民の手に取り戻そうとの声となり、結

果的に民主党の圧勝となり、自民党の歴史的な

惨敗と、１０年間続いた自公政権に終止符を打

たれるという国民の審判が下されました。 

 私たち社民党は、政権与党の一翼を担う立場

で、憲法の理念を生かし、国民本位の、国民が

主人公となる政治、命が大切にされる政治の実

現に向けて、全力をあげて取り組んでまいる決

意でございます。 

 それでは、通告いたしております内容につき

まして、一般質問を行います。 

 まず、初めは、保護者の皆さんを初めとして、

学校給食問題、並びに宿毛市立学校給食センタ

ー調理部門の民間委託化に関しては、非常に関

心がある課題でもあり、大変注目をいたしてい

る問題でありますので、その点に関して、私な

りにお伺いをいたします。 

 質問項目も多くありますが、明快な答弁をよ

ろしくお願いいたします。 

 まず、１点目は、宿毛市における学校給食の

あり方についてであります。 

 食習慣を基本的に養っていくというのは、子

どものころ、特に１４歳ぐらいまでにその人の

生涯の食習慣が決まってしまうともいわれてお

ります。１日３食のうち、その１食を学校給食

が担うわけでありますけれども、その役割は大

変大きく、まことに重要なものでないかという

ふうに思います。 

 そして、現状の日本における食料自給率は、

最近の新聞報道によりますと、約４１パーセン

ト程度でありまして、食材の多くは外国からの

輸入によるものであります。 

 外国から輸入されるものは、その生産や流通

の過程が見えてきません。そういった中で、産

地の偽装問題が起こり、食に対し、安心・安全

に対し、不安が生じておるところであります。 

 学校給食は、安心・安全で、おいしく、食生

活の基礎、基本を身につけた、次代を担う、心

身ともにたくましい知・徳・体の調和のとれた

子どもの育成を目指して実施しておりますこと

から、安心・安全な学校給食の提供、学校給食

を通した食育の推進が重要であるといわれてお

りまして、学校給食は、学校給食法の中で教育

の一環であると位置づけられております。 

 そこでお伺いいたしますが、教育長は、教育

の一環という意味をどのように考えておるのか、

お伺いいたします。 

 そして、学校給食は、食材を生産する農家、

栄養士が献立メニューをつくり、調理員がそれ

をもとに調理をするということで成り立ってお

りますけれども、調理はひとつ間違えれば、そ

れを食べる児童生徒に多大の被害をもたらすこ

ともあり、大変重要な要素であり、責任のある

仕事であります。 

 学校給食の調理は、衛生面を含めてリスクが
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非常に高いわけでありまして、児童生徒に対し

て、大量調理で一斉に食べさせるものでありま

すので、社会的な責務は非常に大きいというふ

うに思うところであります。 

 そして、学校給食の調理をだれでもできると

いうふうに考える人も多くて、そのことが多く

の誤解を招いておるのではないかと考えます。 

 今日、食の安心・安全、食育など、食につい

ての関心が高まる中で、学校給食への関心がさ

らに高まっております。 

 そこで、宿毛市の学校給食についての質問を

いたします。 

 学校給食は、学校給食法、平成１７年７月に

施行されました食育基本法、並びにそれに基づ

いて策定されました食育推進基本計画等により

行われておることと思いますが、本市における

学校給食はどうあるべきか、食育についての教

育長の基本的な考えをお伺いいたします。 

 あわせて、宿毛市における食育の推進体制は

どのようになっておるのか、お伺いをいたしま

す。 

 調理方式についてお伺いいたします。 

 現在、宿毛市は、センター方式を用いており

ますけれども、食育における学校給食の役割を

最重要視し、そのためには、自校方式が望まし

いのではないかと思います。 

 このことにつきましては、給食センターの開

所する際にも大変な論議がされたとお聞きいた

しております。 

 １９９７年９月、文部省の保健体育審議会の

答申にも明記をされておりますし、平成１７年

に食育基本法が施行されましたが、その国会審

議の中では、多くの議員から自校方式の方が、

より食育基本法の理念、趣旨に近いのではない

かとの論議がなされております。 

 国の食育推進基本計画の中でも、給食の充実

という項の中で、そのことがうたわれておりま

す。すなわち、学校給食については、コスト、

いわゆる経済主義を用いるべきではないとの考

えに立っておるということであります。 

 このことについて、教育長はどのように考え

ますか、お伺いいたします。 

 次に、中国産餃子の中毒事件や、汚染米の流

通問題等、枚挙にいとまがないほどの食品偽装、

産地偽装、ＢＳＥ問題など、食をめぐり安全が

脅かされております。このような食に対する不

安について、どのように受けとめ、それらに対

する対策はどのように行っておるのか、お伺い

いたします。 

 また、Ｏ１５７並びにノロウィルス等の食中

毒の発生も懸念されますが、その対策はどのよ

うにされているのかお伺いいたします。 

 次は、学校給食における地産地消の取り組み

についてお伺いいたします。 

 地産地消を生かした学校給食のよさをどのよ

うに受けとめ、全体に広げ、発展させようとし

ているのかということであります。 

 近年、生きる力をはぐくみ、健康教育を重視

するという観点から、学校給食などを通じた食

に関する指導が強化されてきており、その中で

地域で生産された食材を給食に活用していくと

いう地産地消の取り組みについても、重要視さ

れております。 

 教育長として、地産地消の重要性について、

どのように考えておるのか、あわせて本市の取

り組み状況についてお伺いいたします。 

 米飯給食についてお伺いいたします。 

 国は、食生活指針の中で、具体的に１０カ条

を打ち出しておりますが、基本的には、純日本

食、和食のすすめであります。 

 １食のメニューを洋食でつくる場合と、地域

の伝統的な食文化を基調とした日本食をつくる

場合とでは、その食材の自給率が随分違うとい

うふうにいわれております。 
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 洋食の場合は、どちらかというと肉や油脂が

主体となりますので、７割から８割が輸入食材

で賄われることが多く、和食の場合は、２割前

後で済むというデータもあります。 

 主食であるお米を基本にしながら、地場産品

の生鮮野菜や海草、魚を主体にたんぱく質を取

っていくことが理想的であるといわれておりま

す。 

 そして、大豆の加工品、豆腐や納豆、みそ、

しょうゆ等、調味料まで含めて大豆製品を添え

ていく、このような日本食が世界のトップレベ

ルの健康食として評価されております。 

 そこでお伺いいたします。 

 本市の学校給食における米飯給食の実態はど

のようになっておるのか、お伺いいたします。 

 食物アレルギー対策について、お伺いいたし

ます。 

 ０４年に文科省が実施した全国調査では、児

童生徒の有病率は２．６パーセント、全身のア

レルギー反応、アナフィラキシーを発症した割

合は０．１４パーセントであったということで

あります。 

 少数とはいえ、対処を誤れば死に至ることが

あります。唯一の予防は、その原因となる食物

アレルゲンを摂取しないことでありますが、家

庭ではできても、家庭外ではなかなかできませ

ん。 

 食物アレルギーによって、玉子や小麦など、

別メニューにすることも必要であり、時間もか

かりますが、命にかかわることでもあります。

宿毛市として、児童生徒にそのような対象者が

おるのかどうか。おるとすれば、その対策はど

のように行っているのかお伺いいたします。 

 次は、宿毛市立学校給食センターの民間委託

化に関して、何点かお伺いいたします。 

 平成１７年度に作成されました宿毛市行政改

革大綱プランによりますと、平成２１年度から

給食センターの調理部門を民間委託する計画を

掲げております。 

 私は、学校給食センターにおける調理部門に

おいては、直営を堅持すべきであり、民間委託

化計画については、反対であるとの考えであり

ます。 

 今日までに宿毛市立学校給食センター民営化

検討委員会を、３回程度開催してきましたが、

いかなる理由か承知をしませんが、現在も直営

で業務をいたしております。 

 同給食センターは、ご案内のとおり、昭和５

８年１０月に開所され、業務を開始して、この

１０月で２６年を経過し、施設や各種の器具類

も大変老朽化いたしておるのが現状であります。 

 これらのことを受けて、以下、何点か質問を

いたします。 

 まず、初めは、調理部門を委託しようとする

理由、財政面を含めてのメリット、デメリット

はどのように考えておるのか、お示しをいただ

きたいと思います。 

 本年度末で１名の方が退職を予定されており

ます。２２年度からは、正規職員は９名になる

とのことであり、しかも５０歳代の職員が半数

であります。 

 民営化に向けての今後のタイムスケジュール

が明確になっていなかったために、長年、学校

給食の調理部門一筋で働いてきた、そうした職

員にとって、民営化後の新たな配置先等につい

て、大変、不安を抱いておりまして、職員のモ

チベーションも下がっておるとお聞きいたしま

す。 

 タイムスケジュールについては、さきの議員

協議会での説明によりますと、２２年度４月か

らの実施予定のことでありますが、残された期

間は６カ月しかありません。新たな参入業者へ

の説明や、職員研修等を考えますと、果たして

間に合うのか心配するところでありますが、所
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見をお伺いいたします。 

 学校現場や保護者への事前説明でありますが、

ＰＴＡや保護者におかれましても、調理部門の

民営化につきましては、非常に関心が強いもの

と考えます。 

 この問題につきましても、一定の説明をいた

だきましたが、方法等について、なお詳しくお

示しをいただきたいと思います。 

 そして、民営化後の新たな配置先について、

どのように考えているのかお伺いいたします。 

 給食センター開設から２６年が経過しており

まして、先ほど申し上げましたように、施設面

や、調理施設やボイラー、給水施設等、各種の

機器類も大変老朽化いたしておるのが現状であ

ります。 

 そこでお伺いいたしますが、現在の給食セン

ターは、改正をされました学校給食衛生管理基

準を満たしておるのかどうか、心配をいたしま

すので、そのことについてお示しをいただきた

いと思います。 

 学校給食で、地域、学校、市民をつなぐ給食

調理員さんの役割について、お伺いいたします。 

 現在の給食調理員は、公務員労働者として長

年にわたっての経験と研修等、切磋琢磨しなが

ら食の安心・安全に細心の注意を払い、学校や

地域との連携を図りながら、食育の推進に努力

しておりましたが、民間委託となれば、与えら

れた調理をつくるという日常の業務をこなすだ

けとなりはしないか、そのように給食をつくる

人の基本的な考えに大きな違いが出てくるので

はないかと危惧をいたしますが、教育長はどの

ように考えておるのか、お伺いいたします。 

 民間委託をすることにより、食育の推進がお

ろそかになり、食育が担保されなくなるのでは

ないかと危惧しますが、食育の保障をどのよう

に行おうとしているのかお伺いいたします。 

 受託業者は、コスト削減を第一に考えてまい

りますので、職員の労働条件等において、安上

がりにされはしないか、大変不安であります。 

 学校給食においては、食の安心・安全性の確

保と、衛生面での徹底した管理が求められます。 

 並びに、調理員の労働条件等についても、し

っかりした契約が必要であります。 

 そこで、契約問題について何点かお伺いいた

します。 

 委託先の過失責任が生じるような事故が発生

した場合、委託業者の責任はもちろんでありま

すが、教育委員会としては、どのような行政責

任をとるのか、危機管理とそれに対応するマニ

ュアルは作成しているのか、お伺いいたします。 

 現在、宿毛市は各課任せの仕様書、並びに契

約内容となっておると思いますが、契約条件や

仕様書の起案に当たっては、食の安心・安全に

関することはもちろんのこと、留意すべき条件

を十分検討すべきであると思いますが、所見を

お願いいたします。 

 委託先の業者の選定に当たっては、庁内にお

ける業者選定委員会で検討の上、入札によるも

のと思いますが、契約期間はどれくらいを予定

しているのか、お伺いいたします。 

 いずれにせよ、契約の完全履行が求められま

す。契約についての管理、監視体制については、

どのように考えておるのかお伺いいたします。 

 次は、花へんろマラソンの開催に関してお伺

いいたします。 

 ３月２２日に、大雨の中で全国３６都道府県

から９８３人の選手が参加する中で、第１回花

へんろマラソンが盛大に開催されました。この

大会を成功さすべく、早くから実行委員会を立

ち上げ、準備に取り組んでまいりました。 

 その事務局の中心となった生涯学習課の皆さ

んの一方ならぬご努力、本当にお疲れさんであ

ったと存じます。心から敬意を表すところであ

ります。 
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 そして、大会の運営につきましては、約１，

２００人の市民の方々が、雨の降る１日であり

ましたが、ボランティアとして大会をサポート

していただきました。 

 このような市民の温かいご協力に対しても、

敬意を表するところであります。 

 特に、大会のコースとなります沿道の地区住

民の皆さんにおかれましては、大会前からの地

区の清掃活動や、雨にぬれながらの選手への声

援は、ランナーの皆さんに力強い勇気を与える

ことができました。 

 くしくも、沿道にあたります和田地区では、

ことし初めて開催されました菜の花まつりが、

マラソン大会に花を添えていただきました。 

 このように、全国から参加した選手の皆さん

に、強く宿毛市をピーアールできた大会であっ

たのではないでしょうか。 

 このように、大会本部、事務局、市民ボラン

ティアが一体となった取り組みにより、大きな

事故もなく、無事、大会が行われたことは市民

の１人としてうれしく思っております。 

 大会の準備の過程では、いろんな経過もあり

ました。本議会でも、私なりに質問をした経緯

もあります。 

 来年度も、引き続きマラソン大会を実施する

考えであり、既に本年度の当初予算において６

００万円が計上され、議会の承認を得ているこ

とはご案内のとおりであります。 

 私は、６月議会において、各種の計画をし、

実行する場合でも、ＰＤＣＡサイクルを用いて

の検証の必要性について、質問をした経緯があ

ります。 

 市長も、答弁の中でそのことについて、大変

理解を示しております。 

 何せ初めての取り組みであり、第１回の大会

を経験した中で、多くの反省点や改善すべき点、

また評価をすべき点もあったことと思います。

この大会を継続して取り組むためにも、それら

のことをあらゆる角度から検証する中で、以降

の大会運営に生かしていくことが重要であると

考えます。 

 花へんろマラソンにおけるＰＤＣＡサイクル

の取り組みについて、どのように行っておるの

かお伺いいたします。 

 費用対効果の観点から質問をいたします。 

 第１回の大会には、６３６万円もの経費を宿

毛市から援助いたしておりますが、その経済効

果については、数字であらわせない部分もある

と思いますが、宿毛市としてどのように把握を

しておるのか、お伺いいたします。 

 ボランティアの育成についてお伺いいたしま

す。 

 マラソン大会は、宿毛市におきましてはまさ

に一大イベントでありまして、今後、継続をし

て運営していくためには、コースの沿道の住民

のみならず、宿毛市民の方々のボランティアと

しての協力をしていただくことが必要不可欠で

あります。 

 初めてということで、約１，２００名の方々

が、ボランティアとして協力をいただきました

けれども、ボランティアの確保並びに育成がな

によりも急務であると考えますが、所見をお伺

いいたします。 

 １回目の質問を終わります。 

○議長（寺田公一君） 市長。 

○市長（中西清二君） 市長、松浦議員の一般

質問にお答えをいたします。 

 最初に、学校給食問題等々ありました。これ

は教育長の方から答弁をさせていただきますが、

行政改革の一環でもございました、学校給食セ

ンターの調理部門のみを、民間委託をして、ま

ずまいりたいということでございます。 

 これ、９月２日に議員協議会でも、議員の皆

様には説明をさせていただきましたが、きょう、
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またいろいろなご質問がありますので、これは

教育長の方から答弁をさせていただくことと、

また、私の方から、学校給食の調理部門の民間

委託につきましては、またご理解も、皆さんに

お願いしたいというふうなことを申し上げたい

と思います。 

 次に、宿毛花へんろマラソン大会でございま

すが、マラソン大会、初めてやったわけでござ

います。本年の３月２２日、２０年度事業とい

たしまして、第１回の宿毛花へんろマラソン。

これフルマラソンでございますので。 

 これ、悪天候の中でございました。松浦議員

もおっしゃいましたように、コース沿道の地域

住民の皆さん初め、多くのボランティア、宿毛

市民が一体となって取り組んでいただいたこと

に関しまして、改めて皆様に、ご協力を感謝申

し上げます。 

 おかげさまで、選手の皆さんからは、沿道の

応援とか、ボランティアの皆さんの感謝の言葉、

それから、また来たいというふうな、多くの声

が寄せられております。 

 第１回を、大会を経験したわけでございます

ので、これをどのように検証して、次回の大会

に生かそうとするのかということ、その取り組

みについてでございますが、まず、この検証に

つきましては、まず走る人、参加した人の話で

ございます。 

 ランナーの皆さんから、アンケートをいただ

きました。アンケートをとりまして、さまざま

なご意見を伺うということ。それから、あと、

いろいろな、各部会、班別の協力体制がありま

したから、この各部会とか班別の反省会を開催

しまして、ボランティアとか、スタッフの声も

お聞きしています。 

 さらにまた、コース沿いの地区長さんからの

ご意見もお伺いしておるわけでございます。 

 これらのアンケートとか、反省会の中で、多

くの反省点や、改善すべき点、また、評価すべ

き点等が出されておるわけでございます。 

 これを次回、来年は３月２１日に予定をして

おります。今、準備中でございますが、これを

次回大会に生かしていくよう、そういう取り組

みを進めているところでございます。 

 例えばで、事例的に申し上げますと、ランナ

ーの方から、車の通行が同時になされましたの

で、安全性について、身の危険を感じるところ

がありましたという声が寄せられております。 

 それで、先日、実行委員会がございまして、

ランナーの安全策についての議論もしていただ

いたということでございます。これは、警察の

方、交通安全の方のところから、皆さんにいい

知恵を出していただいたり、また、どうしても

そこのところは車をとめていくかとか、そうい

ったことも検討しなきゃいけないんではないだ

ろうかというふうなことでございます。 

 また、各部会とか各班との横の連携がとれて

いなかったこととか、コース沿いの地域の皆さ

んに、極端な負担を強いたということで、ボラ

ンティアは市内全域から要請すべきだというふ

うな声も聞いております。 

 次回大会は、先ほど申し上げました部会間の

打ち合わせとかの、打ち合わせの会の開催を徹

底しまして、いろんな、本当に細かいところま

でいろんな議論をしていただいて、ボランティ

アの皆さん、せっかく手伝ってくれるわけです

から、選手も、手伝う人も、協議役員関係も、

みんなが楽しんでもらえる大会にもっていかな

きゃいけない。後で本当によかったねという声

だけしか聞こえないというふうな大会に、これ

はもっていかなきゃいけないというふうに思っ

ておりますし、また、今回も、市内全域からボ

ランティアをお願いしたわけでございますけれ

ども、市内全域から、やっぱりもう少し、引き

続きボランティアをお願いしていかなきゃいけ
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ないと、こんなことも思っております。 

 今後、実行委員会とか部会、班の会とかを重

ねまして、よりよい大会にしていきたいと、こ

のように考えております。 

 それから、経済効果なんですが、こういった

イベントをやる場合には、どうしても経済効果

はどうだったんだというふうな話が必ず出ます。

また、税金を使ってやるわけですから、その効

果がどうだったかというのはあります。 

 ただ、我々、執行部関係におきまして、経済

効果は幾らということが、なかなか調査できな

い。ほかのところで、お金に余裕があるところ

は、ボランティアじゃないんですが、コンサル

とか委託して、調査して回っているというふう

なところもございますが、なかなか宿毛市の体

制では、それをお金に、例えば６００万出した

から、みんなが６００万もうけたぞという話に

は、なかなかちょっと、出てきにくいところが

ございます。そこのところはご容赦願いたいん

ですが。 

 宿泊に関してでございますけれども、事務局

へ宿泊あっせんを依頼された方が２３３名でご

ざいました。その中には、数日、宿泊された方

とか、応援の家族と一緒に宿泊した方などもお

られるわけでございます。 

 また、実数は把握できていませんが、市内の

宿泊先を自分で、ご自分で確保された方も多く

おられます。 

 選手の皆さんが、それから市内で食事をする。

それから、買い物をする。自動車で来られた方

には、給油関係も要りますというふうな経費。 

 それから、運営面におきましては、プログラ

ムや看板、それからプランターの製作、それか

らスタッフへのお弁当等が、地元業者に依頼を

しておりますので、こういった数字、なかなか、

幾らというふうな正確な数字出ませんので、ご

容赦願いたいんでございますが、私自身は、よ

く、サッカーの大会であるとか、ほかの大会も

ございます。何百人泊まっていただけるという

ふうなこともございますので、やはりそういっ

たイベントをやるについては、相当の経済効果

というものが高かったというふうな認識は持っ

ておりますし、また、宿毛を多く知っていただ

いたということの次の経済効果につながるもの

ではなかろうかというふうなことで、このボラ

ンティアの皆様、沿道の皆様の温かいおもてな

しの心に触れて、また次に来たいという、その

心の経済効果というものが大きかったんじゃな

かろうかというふうなことを思っているわけで

ございます。 

 それと、全国へのピーアール、もう１つなん

ですが、これ、全国版のマラソンの専門誌であ

ります「ランナーズ」という雑誌があります。

この「ランナーズ」の雑誌に、１ページの広告

を載せました。 

 それから、西日本を中心としました体育施設

とか、マラソン大会等へのポスターとかパンフ

レット、こういったものも配布いたしました。 

 それから、パンフレットには、宿毛を代表し

ますコナツとかキビナゴ、そういった特産物と

か観光施設、それからだるま夕日なんかも掲載

して、大きな効果があったもんじゃないかなと

いうふうなことは思っております。 

 それから、もう１点は、参加申し込みを事前

にいただいております、３６都道府県の選手の

皆さんには、事前に、参加していただける皆様

に、宿毛の観光パンフレットを送りまして、宿

毛のピーアールに努めていたと。 

 初めて来る方も多かったと思いますけれども、

やはり事前にそういった観光パンフレットがあ

れば、宿毛の、こんなとこだということがよく

わかるんじゃないかということで送らせていた

だきました。 

 それで、ことしの３月２２日は、ちょうど東
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京マラソンと一緒になりました。東京マラソン、

来年の３月、また一緒かなと思ったら、また日

程を変えるそうでございまして、東京マラソン、

来年は２月の末ぐらいになるというふうなこと

を聞いておりますが。 

 この東京マラソンの抽選に漏れた人が１８万

いるそうです。１８万人。この何パーセントの

人たちは、とにかく走ることに生きがいを持っ

ている方もおられるし、本当に楽しみで走ると

いうこと、参加することに意義がある、そうい

うふうな人たちが非常に多いものですから、漏

れた人は、どこかでやっぱり走りたいというふ

うなことを思っているわけですね。 

 そういった、代替の大会を探すために、この

「ランナーズ」という雑誌が生かされていると

思います。 

 恐らく、この「ランナーズ」の中で、宿毛花

へんろマラソンの名は目にしているんじゃない

かな、そういうふうなことを思っております。 

 ランナーへのアンケートの中にも、コース沿

いの菜の花とか、ボランティアがよかったとか、

そういった声も多くありますので、非常に感銘

を、ランナーの方は受けたんじゃなかろうかと

いうふうなことを思っております。 

 そういう声で、宿毛の良さ、グループの方が

いろいろおられますから、１人が代表してきた

場合には、恐らくそのグループの方々に、こう

だったよという話はいくと思いますから、そう

いったピーアールもあったんじゃないかなとい

うふうなことも思っております。 

 それから、ボランティアの確保とか育成とい

うことでございます。これ、実は、以前に、ち

ょっと日程を覚えていませんが、私もいろんな

大会、イベントがありますので、祭りであると

か、スポーツ大会であるとか、そういったとこ

ろにボランティアが毎回出ていただいておりま

す。そういったことで、宿毛市全体で、何とか

ボランティアとか、そういうボランティア登録

をしていただきたいという呼びかけを、広報等

でやったんですけど、なかなかこれが、事前の

登録、名前の登録がほとんどありませんでした。 

 こういったイベントごとには、ボランティア

が来ていただけるわけでございますけど、その

都度、募集をかけなきゃいけない。そんなこと

で、できれば募集を、その都度じゃなくて、１

年間とか２年間でも通して、ボランティアを登

録していただいてれば、この方に、この方は陸

上の方をやってくれるから、その方が中心にな

ってもらえるとか、そういうふうなことも思っ

てたわけですが、なかなか、その都度、ボラン

ティアになっております。 

 今回も、広報９月号にボランティアの一般公

募について掲載しました。 

 それから、実行委員会の構成団体とか、各種

団体、スポーツ団体、市内の中学校、高校等へ

の協力もお願いしていく予定でございます。 

 前段に申し上げましたように、次回大会は市

内全域からの支援をお願いしたいというふうに

考えておりますので、議員の、こちらにおられ

る議員各位におかれましても、積極的に、ひと

つ協力を願いたいというふうに思っております。 

 それから、育成でございますが、事前にボラ

ンティアの説明会の開催を、これは徹底しなき

ゃいけない。 

 それから、育成、そういうことで育成に努め

るとともに、ボランティアしてよかったねとい

うふうなことを思っていただけるような、運営

も本当は、反対にしていかなきゃいけない、こ

のように考えております。 

 それから、１回を経験しましたボランティア

の方々、それからスタッフの方々、そういった

方々に、要所要所に配置して、それでボランテ

ィアの育成にもつなげていかなきゃいけないか

なと、そんなことを思っているところでござい
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ます。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） 教育長。 

○教育長（岡松 泰君） 教育長、松浦議員の

一般質問にお答えをいたします。 

 学校給食問題につきまして、学校給食の意義

であるとか、行政の取り組みのありようなど、

基本的な事項や、調理部門の民間委託について、

関連して、いろいろな質問をいただきました。 

 まず、学校給食における基本的な認識と、調

理部門の民間委託についての教育委員会として

のお答えを、説明をいたします。 

 議員ご指摘のように、学校給食は、学校給食

法の中で、教育の一環として位置づけられてお

ります。 

 心身ともにたくましい知・徳・体、調和のと

れた子どもの育成を目指すものとして、大変、

重要な役割を担っておると考えております。議

員の話されたとおりでございます。 

 また、近年、偏った栄養の摂取であるだとか、

給食をとらないで学校に来る児童生徒がふえて

おるだとか、食生活の乱れの、ごめんなさい、

朝食でございました。朝食をとらないで学校へ

出てくる子どもが多いであるとか、などの食生

活の乱れであるとか、肥満であるとか、痩身傾

向であるとか、子どもたちの健康を取り巻く問

題が深刻化をしていると、そういう問題が社会

問題となっております。 

 子どものために、食に対する正しい知識と、

望ましい食生活を身につけることができますよ

うに、学校においても、積極的に、望ましい食

育に取り組んでまいることが、大変重要なこと

ではないかとは考えております。そういう認識

は持っております。 

 こういうような意味からも、学校給食の意義

は多いものでありますので、給食の実施におき

ましては、子どもたちの栄養のバランスを考え

た献立に心がけることはもとよりでありまして、

地元でとれる農林水産、農業水産物を給食の材

料として、可能な限り使用することによって、

安全・安心な給食の提供に努めてまいっており

ます。 

 米飯給食につきましては、週５回のうちで４

回を実施しております。 

 ちなみに、全国平均が３回、高知県は週４回

になっているようであります。 

 食物アレルギーにつきましては、食物アレル

ギーに苦しんでいる児童生徒の数は、現在、教

育委員会がつかんでおります人数は１１名とな

っております。 

 アレルギーの原因となる食品を取り除いたり

だとか、また、他の食物に代替するなど、専門

知識のある調理師の方が中心になって、取り除

く除去食等を行っております。 

 続きまして、学校給食センター調理部門の民

間委託につきまして、申し上げます。 

 この問題につきましては、平成１７年度策定

いたしました宿毛市行政改革大綱・集中改革プ

ランの中に位置づけまして、平成２１年度の実

施に向けまして、取り組みをしてまいりました。 

 ２１年度には、実施をできませんでしたので、

２２年度に向けまして、取り組みを始めたとこ

ろでございます。 

 去る９月１日付で、文書をもって、保護者や

市民の皆様に対して、周知をさせていただきま

した。 

 今回の民間委託につきましては、調理部門に

ついてのみの委託であり、学校給食センターの

管理運営につきましては、これまでどおり、市

の、市が直接行うものであります。 

 したがいまして、これまでどおり、市の職員

の配置をいたしまして、また、県からも派遣を

されております管理栄養士につきましても、従

来どおり勤務をいたしまして、食の安全や栄養
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指導、献立等、食育の推進に努めてまいります。 

 また、調理師の意識の高揚に、新規委託にな

りまして、調理師の意識がそのまま維持できる

かというお話がありましたけれども、このこと

につきましては、学校給食における調理師の意

欲、それから意識というのは、大変重要な問題

でありますので、そのことの対策につきまして

は、教育委員会としても、指導徹底を行ってま

いります。 

 今後は、委託業者の募集及び選定を年内に行

いまして、２２年の４月から、スムーズに民間

委託にできますように、取り組んでまいります。 

 民間委託にすることによるメリットにつきま

しては、調理する方の人件費の差を活用できる

のではないかということです。人件費を、約５

０パーセントの経費の節減が可能ではないかと

考えております。 

 そのことが、また、どういう形で実施するか

わかりませんけれども、基金を設置するなどし

て、新しい給食センターをつくるであるだとか、

衛生管理をしっかりした施設にするだとか、そ

ういうことも対応できるのが可能であると、ま

た考えております。 

 それから、調理員の雇用につきましては、今

までもずっと、保育園であるとか、千寿園とい

ろいろ交換をして、調理員さんは異動をしてま

いりました。人事の異動をしておりますので、

調理員さんについては、今、市の職員の調理師

さんについては、そういうことでありますので、

問題ないかと思いますけれども、臨時雇用の調

理師さんにつきましても、民間委託になった会

社の方に、その調理師さんを雇っていただくよ

うにお願いをするとか、いろいろ対応はできる

と思いますし、そのことも、市としてもかかわ

っていけるのではないかと、こういうふうに考

えております。 

 それから、現在の給食センターの施設の安全

基準についてのお尋ねでありますけれども、建

設後２６年を経過して、基準を十分、満たして

いるとは言えない状態であるとは承知をしてお

りますけれども、できる限り、清掃活動をする

などをして、衛生管理に努めてまいっておりま

す。 

 また、衛生管理についてのマニュアルにつき

ましても、安全・安心の給食を実施するために、

委託先の業者や、調理の方と作成をしなければ

いけないと考えております。 

 また、民間委託の期限につきましては、３年

間を予定をしております。 

 以上です。 

○議長（寺田公一君） ４番松浦英夫君。 

○４番（松浦英夫君） 若干、再質問をさせて

いただきたいと思います。 

 まず、最初に、冒頭の一般質問での発言、ロ

ウコウカ言いますか、いう発言をしたそうです

ので、訂正をお願いをいたします。 

 答弁の中で、１点、基本的な考え方としての

自校方式とセンター方式との質問をさせてもら

ったと思いますけれども、現在、センター方式

をやっておるのは事実でございますけれども、

自校方式についての教育長の考え方があったら、

示していただきたい。 

 この食中毒の関係についての対策も、抜けて

おります。 

 それでは、質問させてもらいますが、今、教

育長の方から、現在、正規の職員については、

それぞれのところと。それで、臨時職員につい

ても、新たに契約されるであろう職場にという

ことでございますけれども、この問題について

は、受託先は受託先のご意見もあろうかと思い

まして、現時点では、白紙の状態ではないかと

いうふうに思います。 

 そういった面で、この本市も経済緊急雇用創

出事業ということで、雇用の促進に努めており
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ますので、こういった臨時の職員についての対

策も、十分、対応されなければならないという

ふうに考えますので、いま一度、答弁をお願い

いたします。 

 安全衛生基準、満たされてないというような

部分もあろうかということでございましたが、

何点か質問を、具体的にさせてもらいたいと思

います。 

 安全衛生基準の中にあります給食施設に関し

ますと、早急に整備を図ることが必要な事項と

いたしまして、１３項目あるはずでございます。 

 その１つに、調理場内は汚染作業区域と、非

汚染作業区域は、部屋単位で区分し、作業動線

が明確となるようにすることがあげられており

ますが、宿毛市の給食センターはどのようにな

っているのか、お示しをいただきたい。 

 そして、現在の宿毛市給食センターは、ウエ

ットシステムでありますが、早急に計画を策定

し、改善を図ることが必要な事項の中では、ド

ライシステムを導入してない調理場においても、

ドライシステムを図ることとなっておりますが、

その計画はあるのかどうか。 

 そして、ドライシステムを導入するとすれば、

どれくらいの費用が見込まれるのか、お伺いい

たします。 

 ちなみに、四万十市に２つあります給食セン

ターは、ドライシステムを採用しておるとのこ

とでございます。 

 学校給食施設・設備の清潔、衛生に関する事

項の中では、学校給食施設・設備の清潔、衛生

の保持に努めることがあげられておりまして、

調理場は十分な換気を行い、湿度は８０パーセ

ント以下、温度は２５度以下に保つことが望ま

しいといわれておりますが、宿毛市給食センタ

ーの実態はどのようになっているのか、お示し

をいただきたい。 

 それと、食物アレルギーの対策ですけれども、

私、一番心配するのは、民間委託された場合、

一般質問の中でも述べましたように、ただ調理

員さんは２，１００食ですか、予定されている、

をただつくるだけで、ここらあたりまで目がい

くかどうか、そこらあたりの対策が十分とれる

かどうか。 

 今、１１名いいましたか、ある中で、給食セ

ンターの中では、専門の調理師さん、並びに栄

養士さん、学校現場と連携をして、この対策を

いたしておるようですけれども、民間委託にな

ったときに、ただその食をつくるという部分に

ウエートが置かれて、こういった部分がおろそ

かにされるんじゃないかなという危惧もいたし

ますので、考えがあればお示しをいただきたい

と思います。 

 そして、保護者への説明の部分でありますけ

れども、今、るる、９月２日も説明がありまし

た。そうした面で、ただ紙切れ１枚で、よろし

くお願いしますという分だけで、本当に市民の

皆さんの中に周知がはかれるかどうか、心配も

いたすところでございます。 

 地区においては、回覧だけで、１回しか目を

通さないという部分がございますので。それと、

給食を今、受けているのは、小学生と中学生で

すけれども、保育園、幼稚園に通う皆さん方に

ついても、それは地区の回覧で回すかもわかり

ませんけれども、回覧は１回しか見ませんので、

やっぱり、これから利用するであろう、そうい

った子どもさん、保育園を通じて、周知につい

ては徹底すべきでないかなという思いがいたし

ます。 

 それと、もしこれ、９月１日ですか、１日か

ら市内各地にそういう学校を通じ、地区を通じ

て説明、お願いの文書いいますか、出しておる

わけですけれども、今日まで、いろいろ議会の

対応の中で、市民皆さんの方から反対が起きれ

ば、一定、計画案が後退をされた部分が幾多に
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経験をいたしております。 

 そういった面で、市民からのそういう強い反

対が起きた場合に、どういう対応をするのか、

お考えを示していただきたい。 

 それと、経費の関係でありますけれども、経

費は半分になるというお話をいただきました。 

 私も、いろいろ調べてみたんですけれども、

学校給食センターの経費は、人件費は半分にな

るでしょう。けれども、そこの正規の職員９名

は、宿毛市のそれぞれのポジションにいくわけ

ですので、正規の職員の給与は変わらんわけで

すね。 

 宿毛市全体から見れば、委託料、仮に５，０

００万なら５，０００万としますか。委託料５，

０００万、新たに発生をしますけれども、その

中で、そこに雇われておる臨時職員が退職をす

るということで、委託料から臨時職員を引いた

分が、宿毛市全体では経費増になるんではない

か、という考えでありますが、その経費の関係

について、ご説明をお願いいたします。 

 それと、メンテナンスの関係でも、現在は給

食センターの職員、大変努力をしながら、修理

とか、軽微なものについては、一定の整備をい

たしておりますけれども、話を聞きますと、こ

のメンテナンス料については別であるというこ

とならば、この部分についての経費の増もつな

がるんではないかなという思いがいたします。 

 これも一般質問させてもらったんですけれど

も、やはりこういったところに経済主義を導入

するのはいかがなものかなという思いがいたし

ております。本当に食の安心・安全、責任持っ

てその職務に遂行できる皆さん方にお願いする

のが一番じゃないかなという思いがいたします

ので、再度、答弁をお願いいたします。 

 それと、マラソンの関係については、いろい

ろと詳しくご説明いただきました。ＰＤＣＡサ

イクルも用いて、いろんな反省なり、また評価

する部分を検討しながら、万全を期したいとい

う答弁でありましたので、この花へんろマラソ

ンについての再質問はいたしません。 

 ２回目の質問を終わります。 

○議長（寺田公一君） 教育長。 

○教育長（岡松 泰君） 教育長、松浦議員の

再質問にお答えをいたします。 

 まず、Ｏ１５７等の食中毒に対する対応につ

きましては、民間委託する前も、その後も同様

に、子どもたちに与える食事でございますので、

今同様、慎重に取り扱いをしていただくという

ことをお願いをすると。 

 それから、責任につきましては、特別な場合

を除いては、市で責任を負っていかなくてはな

らないのではないかと思っております。 

 先ほど申しましたように、調理部門だけを、

民間委託するということでございますので、明

らかな、例えばその調理人が過失があるという

ような場合を除いては、市の方で対応してまい

らなければならないと、そんなふうに考えてお

ります。責任ですね。 

 それから、自校方式につきましては、いろい

ろな地区で取り組みをされていると思いますけ

れども、だんだんと、やはり子どもが少なくな

っていくということもあるせいでしょうか、だ

んだん少なくなっていると思います。実施をし

ているところがですね。 

 確かに自校方式でやれば、温かいものを子ど

もたちに、地域の食材を使って、近くのおばさ

んが調理をしたものを、心を込めて、調理人が

大量につくっても、心を込めてつくらなくては

なりませんけれども、家庭的な雰囲気の中で給

食活動ができる、食育指導ができるという点で、

大事なことでありますけれども、本市では、今

は自校方式については、議論はなされておりま

せん。 

 今後、皆さんの中でそういう必要性があり、



 

－ 23 － 

話が進めば別でありますけれども、今現在は、

センター方式で取り組みを続けていくという考

えであります。 

 それから、調理する人、民間でやる場合に、

人数で対応できるかどうか、今までの意欲があ

る人が対応できるかどうかについては、先ほど

申しましたように、専門の調理師の免許を持っ

ている方で対応していくわけです。民間委託に

なっても。 

 ですから、しっかりした対応ができると思っ

ておりますので、その点につきましては、民間

委託しても、十分、対応できると、こういうふ

うに思っております。 

 それから、１３項目、細かいことについては、

所長の方からお答えいたします。 

 それから、反対した場合に、今の計画に、地

域、保護者、市民が反対した場合には、どうい

うふうな方法を講じるかということであります

けれども、今は民間委託で子どもたちの食育、

それから栄養管理なんかをしっかりしていくと

いうことを、理解を求めるように説明をしてま

いりたいと思っております。 

 そのことによって、サービス、それから栄養、

それから安心・安全な給食が守れないというこ

とはないと、我々は信じておりますので、でき

るだけ今のところは、反対が起こった場合にで

も、説明を熱心にしていきたいと、こんなふう

に思っております。 

 それから、経費につきましてのメンテナンス

につきましては、確かに、今は長期にわたって

雇用された方で、その給食センターの施設その

ものの機械についても、慣れた方がおりますの

で、いろいろな小さなことについては、修繕を

しながら対応しているということで、その点が、

随分と抜けているのではないか。そのことも含

めたら、経費の節減にならないのではないかと

いうご指摘でありますけれども、先ほど申しま

したように、その周りの者も、その機械に慣れ

ている人がかかわってくれると思いますので、

大変、難しい問題については、業者に入っても

らわなくてはならないと思いますけれども、メ

ンテナンスのことで経費が、５０パーセントで

あるので、５０パーセントそのままではないか

もしれませんけれども、大幅にそれがずれ込む

ということはないと、こんなふうに考えており

ます。 

 そんなことでしょうか。 

 そのほかのことについては、所長の方からお

答えをいたします。 

○議長（寺田公一君） ４番松浦英夫君。 

○４番（松浦英夫君） 経費の関係で、メンテ

ナンスの部分だけ発言をされましたけれども、

給食センターの部分と、全体の、宿毛市全体の

経費の部分についての説明がなかったというふ

うに思います。 

 給食センター、僕の言いたいのは給食センタ

ーとしての経費は削減される、それは５０パー

セントになるということですね、今までの人件

費が。 

 けど、宿毛市全体の総予算から見ると、経費

増につながるんじゃないかということでありま

す。 

 それと、施設に関する、いろいろな部分で、

ドライシステムの問題とか、何点かしたと思い

ますけれども、そのあたりについてご説明を求

めます。 

○議長（寺田公一君） 教育長。 

○教育長（岡松 泰君） 教育長、経費の節減

につきましては、退職される方と、それから臨

時で雇用している方の、今、正規の職員につい

ては、先ほど申しましたように、千寿園である

とか、保育園の場に移ります。 

 それで、臨時で雇用されている方については、

できるだけ、我々が新しいに民間委託された会
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社に使っていただけるようにお願いするという

形で、１年か２年当たりはダブる、余分になる

ことがある思いますけれども、退職しますので、

すぐに。だから、議員がおっしゃるように、経

費の節減にならないのではないかというような

ことにはならないと思っております。 

 それから、もう１点の給食センターの衛生基

準であるとかいうことにつきましては、確かに、

今の施設では、なかなか新しい基準には、基準

を満たすことができない。けれども、それは違

法であるということにはなっていないのであり

ます。 

 新しに施設をつくる場合には、ウエット方式、

水で流して、調理場をきれいに流して対応する

と。衛生管理をするというのが、新しい基準で

ありますけれども、今度、新しい。 

 今はそうやっております。今はウエット方式

で、水で流して調理場をきれいにするという方

式をやっておりますけれども、新しに施設をつ

くる場合については、ドライ方式でやってくだ

さいということでありますので、望ましいとい

うことでありますけれども、今現在、宿毛の給

食センターの方式が違法であるということには

なっておりません。 

 新しにつくる場合については、望ましいとい

うことでありますので、そのように対応してい

きたい。 

 それから、細かいことにつきましては、所長

の方から、ちょっとお答えをいたします。 

 以上です。 

○議長（寺田公一君） 学校給食センター所

長。 

○学校給食センター所長（岡村好知君） …… 

……………………………………………………… 

…………………… 

 …………………………………………………… 

……………………………………………………… 

……………………………………………………… 

……………………………………………………… 

…………… 

 …………………………………………………… 

……………………………………………………… 

……………… 

 …………………………………………………… 

……………………………………………………… 

……………………………………………………… 

……………………………………………………… 

……………………………………………………… 

……………………………………………………… 

……………………………………………………… 

………………………………… 

 …………………………………………………… 

……………………………………………………… 

……………（発言全部取り消し）……………… 

……………………………………………………… 

……………………………………………………… 

……………………………………………………… 

……………………………………………………… 

……………………………………………………… 

……………………………………………………… 

……………………………………………………… 

……………………………………………………… 

……………………………………………………… 

……………………………………………………… 

……………………………………………………… 

……………………………………………………… 

……………………………………………………… 

…… 

 …………………………………………………… 

……………………………………………………… 

……………………………………………………… 

………………………………………… 

 …………… 

○議長（寺田公一君） 学校給食センター所
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長。 

○学校給食センター所長（岡村好知君） 学校

給食センター所長、４番、松浦議員の再質問に

お答えをいたします。 

 先ほど、再質問でありました汚染区域、非汚

染区域の部屋のことについてのお話ですが、汚

染作業区域、非汚染作業区域は、部屋の単位で

区分し、作業動線が明確となることを提起され

ているが、学校給食センターの、どのようにな

っているかの質問ですが、部分的に区分されて

いる部屋もありますが、建設の構造上、汚染作

業区域と非作業区域を行き来しなくてはならな

い作業もあります。 

 今後の施設の新築の際に、改善してまいりた

いと考えております。 

 続いて、ドライシステムの件ですが、ドライ

システムの導入計画については、現在、明確な

ものはありません。 

 ドライシステムを導入しようとすれば、どの

くらいの費用を見込まれるかとの質問ですが、

ドライ方式による施設に新築した場合の建設費

は、食数にもよりますが、約７億円程度が必要

かと思われます。 

 続きまして、学校衛生基準における湿度８０

パーセント以下、温度２５度以下に保つことが

望ましいこととなっておりますが、衛生基準に

沿うように、機械、冷風機等を購入いたしまし

て、今のところ、そういうようなことで対応し

ております。 

 以上で、再質問に終わります。 

○議長（寺田公一君） 教育長。 

○教育長（岡松 泰君） 教育長、松浦議員の

再質問にお答えをいたします。 

 先ほど、保育園、幼稚園への徹底はどうする

のかというご質問でありますけれども、そのこ

とにつきましては、保護者、それから地域に周

知徹底をする文書で対応すると考えております

けれども、再度、話し合いをさせていただきた

いと考えております。 

 それから、先ほど、私の方でちょっと説明が

足らなかったところがありますので、補足して

話をさせていただきたいと思います。 

 経費でございますけれども、今、給食センタ

ーの調理員が退職するであろう職員は、２名の

予定です。今現在、２名の予定であります。 

 それから、千寿園に６名、それから、保育園

に２名の臨時雇用の調理師さんがおります。 

 それで、今、市で給食の対応の職員が１０名

でありますので、その分がそのまま移行できる

と、こういうことでございます。 

 それで、経費は５０パーセントそのままで、

人件費については、そのままではないかと。 

 それから、メンテナンスにつきましては、い

ろいろ問題が出ると思いますけれども、今の段

階で計算することは、ちょっと難しいのではな

いかと考えております。 

 以上です。 

○議長（寺田公一君） この際、松浦英夫君の

質問に対する答弁保留のまま、午後１時まで休

憩をいたします。 

午前１１時４８分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後 １時１０分 再開 

○議長（寺田公一君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 学校給食センター所長。 

○学校給食センター所長（岡村好知君） 学校

給食センター所長、４番、松浦議員の再質問の

中で、私の１回目の答弁全文を取り消していた

だきますよう、お願いいたします。 

 以上です。 

○議長（寺田公一君） おはかりいたします。 

 学校給食センター所長から、先ほどの４番、

松浦英夫君の再質問に対する１回目の答弁を全
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部取り消ししたい旨の申し出がありました。こ

の申し出を許可することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、学校給食センター所長からの発言取

り消しの申し出を許可することに決しました。 

 ４番松浦英夫君。 

○４番（松浦英夫君） だんだんとご答弁もい

ただきましてありがとうございます。 

 それで、１点について、教育長に伺いますが、

答弁漏れではないかというふうに思いますけれ

ども。 

 私、自校方式とセンター方式が、学校給食セ

ンターの運営の中で、調理方法としてあると。 

 自校方式の点について、何点か、国会の審議

の問題とか、何点か掲げてお尋ねをしたのは、

現在、宿毛市はご案内のとおり、センター方式

でやっているのは、これは事実なんです。 

 けれども、自校方式について、だんだんとご

意見もありますよと。だから、自校方式につい

ての、ええか悪いかの問題を、教育長の判断で

すけれども、この自校方式に対する教育長とし

ての考え方、それを早急に、あしたから自校方

式にかえなさいとか言うんじゃなしに、自校方

式のよい点もあるんじゃないかという中で、基

本的な考え方が抜けておったかなという思いが

いたしますので、答弁をお願いします。 

 それともう１点、受託業者へは、今、坂ノ下

にあります給食センターでの施設等で業務を行

う予定でございますけれども、実は、昭和５６

年に土佐山田の給食センターが開設をされてお

ります。うちより２年ほど早いわけですけれど

も、現在、移転新築検討委員会等が立ち上がっ

て、そういう方向で動いておるようでございま

す。 

 先ほども質問の中で言いました、やっぱり安

全基準の問題とか等を含めて、この新築等につ

いて、所長の方、チラッと触れたかと思います

けれども、こういう老朽化しておる現在、土佐

山田の方では、既にそういうことを察知をして、

取り組みをいたしておるようですけれども、宿

毛市としては、そういう計画いうか、構想いう

か、現時点ではどういう思いなのか、ご答弁い

ただきたいと思います。 

 この２点。 

○議長（寺田公一君） 教育長。 

○教育長（岡松 泰君） 教育長、松浦議員の

再質問にお答えいたします。 

 まず、第１点目の自校方式の件につきまして

は、先ほど、家庭的な雰囲気の中で、食育教育

ができるであるだとか、いろいろな点でお話を

しました。 

 今現在、宿毛市では、そのことについて取り

組むことにはなってない。 

 教育長といたしましては、大変、財政的にそ

れが可能であれば、みんなで話し合って取り組

んだらいいと思いますけれども、今現在は、そ

んな考えはないということです。 

 それから、もう１点、先ほど、僕は答弁した

中で、再度、つけ加えてご答弁をさせていただ

きたい点が２点ほどありますので、その点、よ

ろしくお願いします。 

 第１点目は、私の発言の中で、衛生的に基準

を満たしていないところもあるけれどもという

ような答弁をしたと思います。あれは、今、現

在、宿毛市の給食センターで行っているシステ

ムが、ウエット方式であるということで、現在

はドライ方式が主であるというので、その基準

には達していないというふうに、訂正をさせて

いただきたいと思います。 

 再度、新しい施設で運営をする場合には、ド

ライ方式が望ましいということですので、その

ときには、ドライ方式で対応したいと、こうい

うことであります。 
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 それから、もう１点は、新築につきましては、

今現在、学校の統合もありますし、消防の統合

もありますので、老朽化はしておりますけれど

も、衛生管理に気を配ってもらって、対応して

おります。 

 大変苦労をかけておりますけれども、市長部

局とも、財政当局ともよく話し合いながら、で

き得るならば、近い将来に対応したらというふ

うに思ってます。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） ４番松浦英夫君。 

○４番（松浦英夫君） いろいろ食い違う部分

もあるわけですけれども、この辺で質問を終わ

りたいと思いますけれども。 

 本当に、私自身、教育長の答弁の中にもあり

ましたように、まさに、給食は教育の一環であ

ろうというふうに思います。そして、食育の重

要性という観点から、何よりも子どもたちに安

心・安全な給食を提供していくという考えに基

づくならば、この給食行政に経済主義を持ち込

むのではなく、やはり行政の責任において取り

組んでいかなければならないというふうに、私

は考えております。 

 そして、コンプライアンスの遵守であります

けれども、ご案内のとおり、給食の実施に関し

ましては、学校給食法、食育基本法、食育推進

基本計画、学校給食衛生管理の基準等々、多く

の法律や計画がありますが、これらの法律や基

準の遵守、並びに計画の推進は、行政の責務で

あろうと考えております。 

 本議会でも、同僚の中川議員の方からも、公

契約のあり方についても問題提起をする中で、

質問をした経過があるわけでございます。衛生

管理、食育の推進等、契約内容につきましても、

十分精査をする中で、対応するよう求めておき

たいと思います。 

 最後になりますけれども、たとえ調理部門だ

けとはいえ、民間委託をすることは、やはり私

としては、行政の責任放棄じゃないかなという

考えを持っておりますので、そういった中で、

直営を堅持すべきであるという私の考えを申し

上げまして、一般質問を終わります。 

 ありがとうございました。 

○議長（寺田公一君） ３番野々下昌文君。 

○３番（野々下昌文君） ３番、野々下昌文で

ございます。ただいま、議長のお許しがありま

したので、通告順に従って、私の一般質問をさ

せていただきます。 

 まず、初めに、西南地域ネットワーク株式会

社、通称ＳＷＡＮテレビについてであります。 

 ＳＷＡＮテレビは、平成１５年１月１日に本

放送を開始し、テレビ環境の充実と、インター

ネットのブロードバンド化を図るという、宿毛

市における情報化の促進を目的に出発をしてお

ります。 

 当時の市議会においても、研究と議論を重ね

た上で、全会一致で事業採択をしたと聞いてお

りますが、７年目になる本年も、ケーブルテレ

ビ事業経営安定化支援貸付金として２，０８２

万円が予算計上をされております。 

 どのような経緯で、今日の状況があるのか、

また、本市として、今後のＳＷＡＮテレビの経

営について、どのように考えておられるのか、

お伺いをいたします。 

 続きまして、新型インフルエンザと宿毛市の

取り組みについてであります。 

 国内の新型インフルエンザの感染が広がり、

８月１９日、舛添厚生労働大臣は、本格的な流

行が始まったと宣言をしております。沖縄を初

め、神戸、名古屋など、９月１日には、高知市

内でも県内初の死者が発生し、死亡者が計１０

人となり、厚生労働省は８月２８日、国内にお

ける新型インフルエンザの予想される患者数の

推計を発表をしております。 
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 それによると、罹患率２０パーセント、例年

のインフルエンザの２倍程度とした場合、最高

で１日当たり約７６万人の患者が発生し、ピー

ク時の入院患者は４万６，０００人にのぼると

試算をしております。 

 流行のピークは、起算日から９週目に訪れ、

それ以降は減少に転じ、１９週目で一たん終息

するとされております。 

 ピークの具体的な時期は明示されておりませ

んが、現状を当てはめると、９月下旬から１０

月上旬と見られ、患者総数は罹患率２０パーセ

ントで、約２，５００万人となる計算で、無症

状の人を含めれば、国民の半数が感染する可能

性もあるといわれております。 

 全国的に感染は広がっており、糖尿病などの

持病を持つ死亡例や、重症例の報告が相次ぎ、

一方で、入院例では、健康な人や未成年などの

患者が大半を占めることが、改めて確認され、

厚生労働省は、だれもが重症化のリスクを持つ

と警戒を呼びかけております。 

 新学期も始まり、これから冬にかけて集団感

染の拡大が懸念され、学校現場での対応も急が

れるところだと思います。本格的な流行が、予

想よりも早く始まった新型インフルエンザに、

甘い見方はしない方がいいのではないかと思わ

れます。 

 感染の早期発見や、急拡大の防止に、自治体

はどのように取り組むのか。想定外をなくし、

冷静な対応が求められます。 

 そこでお伺いをいたします。 

 宿毛市における国、県や医療機関と連携した

情報共有や、機動的連携体制について、どのよ

うな連携をとられているのかお伺いいたします。 

 ２点目として、重症化しやすい高齢者や妊婦、

乳幼児ら、高リスク者に対する対策について、

どう取り組まれているのかお伺いいたします。 

 ３点目として、高齢者の多い介護、福祉施設

での集団感染を防ぐ対応策について、お伺いを

いたします。 

 ４点目に、学校現場における新型インフルエ

ンザ対策について、予防策と発症時の対応、及

び集団感染による学級閉鎖等における授業時間

の確保はどのように考えているのか、お伺いを

いたします。 

 続いて、宿毛市の防災行政についてお伺いを

いたします。 

 ７月の中国・九州北部豪雨、そして台風９号

に伴う豪雨は、兵庫県佐用町を初め、日本の各

地を襲いました。 

 この台風が東に向かった８月１１日未明、進

路に当たる東海地方で、駿河湾沖を震源地とす

るマグニチュード６．５の強い地震が発生をい

たしました。 

 当初、懸念されていた巨大地震、東海地震と

の関連はないと判断されましたが、どちらも被

害は深刻であり、毎日、テレビで放映されてい

たのは、記憶に新しいところであります。 

 台風シーズンはこれからが本番であり、特に

東南海・南海地震の起きる確率は、３０年以内

に５０パーセントから６０パーセントと、政府

の地震調査委員会は発表をしております。 

 ９月１日は防災の日、そして９月は防災月間、

この夏の地震と台風被害の教訓を生かして、再

度、点検と対応策を急ぎ、備えあれば憂いなし

を徹底したいと思った次第であります。 

 そこでお伺いをいたします。 

 ７月の山口県などで豪雨被害、８月の台風９

号がもたらした豪雨被害と合わせた死者は３９

人、その７割以上は、６５歳以上の高齢者が占

めております。 

 雨の音があって、防災無線が聞こえなかった。

老夫婦だけで、思うように避難移動できなかっ

た。深夜に避難所へ移動中に被害に遭ってしま

ったなど、要援護者の避難対策や、その計画、
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ハザードマップなどが用意されていても、生き

た防災活動にはつながっていなかったことが浮

き彫りになっているように思います。 

 本市にも、災害危険箇所が数多くあり、災害

の発生が懸念されます。要援護者対策をどのよ

うに考えておられるのか、お伺いをいたします。 

 また、宿毛市防災情報として、宿毛湾津波ハ

ザードマップや、宿毛市防災講演会「南海地震

で生き残るために」が、インターネットで配信

されていますが、津波ハザードマップについて

は、拡大ができず位置が確認できない上、避難

場所が示されておりません。もっと内容の充実

を図る必要があるように思います。 

 例えば、洪水ハザードマップとして、松田川、

中筋川流域の洪水避難地図や、浸水予測地図、

危険箇所マップとして、急傾斜地崩壊危険箇所

や、土石流危険渓流の場所、また防災無線の屋

外拡声器の場所等々を考えられますが、大事な

ことは、いざというときに備えて、市内外のど

こからでも、ハザードマップを見れば、宿毛市

の安全な避難場所が確認できることが必要と思

われますが、市長のご所見をお伺いいたしまし

て、私の１回目の質問を終わります。 

○議長（寺田公一君） 市長。 

○市長（中西清二君） 市長、野々下議員の一

般質問にお答えをいたします。 

 まず、最初に西南地域ネットワーク株式会社

の件でございますが、この経緯、現状でござい

ます。簡単にご説明をさせていただきたいと思

います。 

 以降、ＳＷＡＮテレビと、ちょっと言わさせ

ていただきますが、ＳＷＡＮテレビは、都市部

と比べ、情報通信基盤のおくれた当市の状況を

改善すべく、行政、民間企業等が出資しまして、

平成１５年から営業開始しているところは、も

う十分ご承知のとおりでございます。 

 設立当時でございますが、これは来るべき地

上デジタル放送の未視聴地域の解消、それから

多チャンネルの映像の再送信、映像による市議

会中継などの行政情報の提供、高速インターネ

ットが使用できる環境を目標として、整備をし

たところでございます。 

 加えまして、当時としましては最先端の情報

通信環境を目指して、市内各小中学校に高速イ

ンターネットが接続できる環境を整備していま

す。 

 そのため、中山間部など、民間企業としまし

ては、採算性の悪い箇所に長距離の光ファイバ

ーケーブルを延伸する必要がありまして、その

採算性を危惧した日本政策投資銀行から、３億

４，０００万円、当市に対して３億４，０００

万円の債務保証を求められました。 

 当時の執行部の提案によりまして、議会にお

いて債務保証の議決をしていただき、事業を実

施した経過があるところでございます。 

 日本政策投資銀行と宿毛市との間の契約につ

きましては、ＳＷＡＮテレビから日本政策投資

銀行への貸付金の支払いがおくれることがあれ

ば、その支払いがおくれた貸付金に１４．５パ

ーセントの損害金を加えたものを、市が支払わ

なくてはならない契約となっています。 

 万が一、ＳＷＡＮテレビが支払えなくなると、

ＳＷＡＮテレビが借り入れている金額のすべて

を、宿毛市が支払わなくてはならないこととな

っておりまして、現在のＳＷＡＮテレビの経営

状況をかんがみて、年間４回の償還金の３回分

の貸し付けを、ＳＷＡＮテレビに対して当市が

行っている、そういう状況でございます。 

 ＳＷＡＮテレビ営業開始後、情報通信分野の

進歩は著しいものがございまして、現在では、

市内の大部分において、テレビ等の地上デジタ

ル放送受信機器を個人が購入することによりま

して、デジタル放送が受信可能となっている状

況でございます。 
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 また、インターネット事業も、市中心部にお

けますＮＴＴ等による高速インターネットサー

ビスの提供など、ＳＷＡＮテレビ設立当時と比

べ、当市の情報通信環境が大きく進歩している

ところでございます。 

 現在のところ、ＮＴＴ等による高速なインタ

ーネットサービスが提供できる場所は、市内中

心部に限られておりまして、市中心部以外の人

口の少ない地区におきましては、ＳＷＡＮテレ

ビによるインターネットサービスがないと、高

速なインターネットサービスが受けられない状

況は変わっておりません。 

 最近では、テレビや家庭用ゲーム機で気軽に

インターネット接続できる環境となってきてい

ますので、高速のインターネットサービスを受

けられるＳＷＡＮテレビの優位性は、当市にお

きましては必要不可欠であるというふうに考え

ております。 

 さて、現在のＳＷＡＮテレビの経営状況でご

ざいますが、約５，０００世帯の加入エリアを

設定しております。これに対しまして、ことし

８月末の加入世帯数が、宿毛市で３，２１９世

帯となっています。 

 平成２０年度のＳＷＡＮテレビ会社の決算で

ございますが、これは当社の経費の削減等の企

業努力もありまして、約２，２００万円の単年

度黒字となってはおりますが、これは市からの

貸付金であるとか、補助金等を支出しています

ので、経営状況は決してよくはありません。 

 今後のＳＷＡＮテレビの経営につきましては、

四万十市西土佐地区でのケーブルテレビ事業の

受託によりまして、経営収入増が見込まれるの

ではないかというふうに、期待もしているとこ

ろでございます。 

 次に、新型インフルエンザの本格流行という

ことでご質問がございました。 

 去る９月１日に、高知市内の医療機関で新型

インフルエンザに感染したと思われる７０代の

男性の死亡が確認されたところでございます。 

 原因は、基礎疾患が悪化したことによる呼吸

不全によるものといわれております。 

 新型インフルエンザ対策について、国、県、

医療機関との連携ということでございますが、

国におきましては、報道等にもございますよう

に、現時点で新型インフルエンザが弱毒性であ

ることから、季節型のインフルエンザと同様に

取り扱うこととしまして、これは、ずっと、皆

さんご存じだと思いますが、うがい、手洗いの

励行、そして、せきエチケットとしてのマスク

の着用、それから、なるべく人ごみを避けるな

どの対応を奨励しているところでございます。 

 国は、医療機関に対しましても、基礎疾患を

有する方については、早期から抗インフルエン

ザウイルス薬の投与であると。特に、重症化す

るおそれがある患者については、優先的に新型

インフルエンザ検査を実施し、入院措置を実施

する等の対応をとるなど、対策を講じていると

ころでございます。 

 高知県も、国の方針を受けまして、平成２１

年７月１１日、高知県新型インフルエンザ危機

管理対策本部より、新型インフルエンザにかか

る対策方針を出しまして、国と同様の対策方針

を出しているところでございます。 

 また、９月３日には、県の新型インフルエン

ザ対策行動計画の改定を行うために、各市町村

の関係者に対しまして、説明会を開催していま

す。 

 それぞれの関係機関が十分に連携を図られる

ように、取り組んでいるところでございます。 

 宿毛市におきましても、平成２１年の５月、

副市長を本部長としまして、宿毛市新型インフ

ルエンザ危機管理本部を設置しております。各

課の役割を、ここで定め、全庁体制を整備する

ことによりまして、新型インフルエンザ対策に
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取り組んでいるところでございます。 

 次に、妊婦、幼児、高齢者等、慢性の呼吸疾

患等の基礎疾患を有する方に対しての今後の取

り組みについてでございますが、この方々は、

感染症に対する抵抗力が弱いということで、感

染症にかかりやすく、重症化する可能性が高い

ことから、３８度以上の高熱とか、インフルエ

ンザのような症状があれば、病院へ直接訪れる

のではなくて、あらかじめ電話をしまして、病

院の指示を受けて、早期に受診するように、広

報とかケーブルテレビを通じて、注意を喚起し

てまいりたいと思っております。 

 次に、高齢者福祉介護施設での感染予防対策

でございますが、県の管轄する施設につきまし

ては、感染の状況に応じまして、県から直接、

新型インフルエンザの対応について等の文書で、

事業所が感染防止対策として取り組まなきゃな

らない事項等、詳細に予防対策を指導している

ところでございます。 

 市が管轄します５つの地域密着型サービス施

設につきましては、管理者に対しまして、県と

同様の文書を配付しまして、新型インフルエン

ザに対する感染の予防策、集団発生した場合の

対応、発生した場合の保健所への報告、相談体

制等について、指導を行っています。 

 次に、今、この場をひとつお借りをしまして、

市民の皆様にお願いしたいことでございますが、

先ほど申しました新型インフルエンザの感染予

防策としましては、日ごろからの手洗い、うが

いが最善の感染防止につながっていくと思いま

すので、どうか日々の心がけによっては、拡大

するであろうインフルエンザを最小限に抑える

ことができます。どうか、手洗いであるとか、

うがいを励行していただきますよう、野々下議

員の一般質問の場を借りてまことに申しわけご

ざいませんが、市民の方々に注意を喚起したい

と思います。どうぞよろしくお願い申し上げま

す。 

 次に、防災行政の関係で、要援護者対策につ

いてでございます。 

 山林が多くを占めている本市でございます。

土砂災害警戒区域が多く存在しておりまして、

土砂災害であるとか、洪水による浸水の被害が

想定されるわけでございます。 

 また、海岸部では、南海地震による津波被害

も想定されています。 

 こういった災害から、要援護者を守るため、

現在、市役所庁舎の中、そして消防署、社会福

祉協議会、県幡多福祉保健所で構成しました組

織で、要援護者対策について協議を進めている

ところでございます。 

 作業内容でございますが、今年度中に避難支

援プラン全体計画を策定をするとともに、全体

計画に沿った要援護者リストの作成に取りかか

る予定となっています。 

 また、来年度以降は、要援護者個々に対する

避難支援者、避難経路などを含む支援プランの

作成を行うために、各区長、地区長、自主防災

組織民生委員を中心に、ご協力をいただきなが

ら、災害時の個別支援プランを作成して、災害

時にすばやく避難できる体制づくりを進めてま

いりたいと思っております。 

 大規模災害からの被災を少なくするためには、

自助、共助の取り組みが大変重要でございます。 

 また、消防団等の組織率も非常に高い当市で

ございます。先月、８月３０日にも、各、この

暑い中に皆さん、消防団の皆さんが集まってい

ただいて、操法大会を、消防の、消火の操法大

会が実施されました。 

 それぞれの消防団の皆さんは、お仕事の終わ

った後、毎夕方、訓練をされた中で、８月３０

日に集まっていただいて、大会を開いたと。非

常に暑い日でございましたが、消防服を着まし

て、訓練に励んでおられる。やっぱり、こうい
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う姿も、皆さんにもぜひ見ていただきたいなと

いうことを、私も感じたわけでございます。 

 また、昨日、実施いたしました県下一斉の震

災対策訓練には、当市では、過去最高の２４地

区が参加をしていただきまして、避難訓練など

を行ったわけでございます。 

 行政の取り組みも重要ではございますが、こ

のように、地域全体で支え合う機運、それから

防災意識の向上が、災害時要援護者対策におき

ましては、非常に重要なことであるというふう

に考えております。 

 どうか、議員各位におかれましても、それぞ

れの地域におかれまして、今後ともご協力も賜

りますよう、お願いを申し上げたいと思います。 

 次に、各種ハザードマップの整備と改善でご

ざいます。ホームページの充実につきましては、

現在、ホームページの見直し作業も行っており

ます。ご質問がありました津波ハザードマップ

が拡大できにくいと、地域がわかりにくいとい

うご指摘でございます。これにつきましては、

改善を図ってまいりたいというふうに思ってお

ります。 

 どうか、またいろいろ気づいたことがござい

ましたら、またその時々にでも指示していただ

ければ、大変ありがたいというふうに思います。 

 各種ハザードマップでございますが、現在、

高知県が作成しております急傾斜地崩壊危険箇

所、それから土石流危険渓流区域、地すべり危

険箇所などを掲載したハザードマップが作成さ

れておりまして、県のホームページ上で掲載さ

れておりますが、今後、このハザードマップに

要援護者施設など、情報を追加していきまして、

本市のホームページ上で公開していくように、

対応してまいりたいと、このように考えており

ます。 

 また、松田川が氾濫したことを想定したハザ

ードマップの作成も予定しておりまして、今後、

災害に関する情報を、より多く発信することで、

災害の減少につなげてまいりたいと、このよう

に考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） 教育長。 

○教育長（岡松 泰君） 教育長、野々下議員

の一般質問、学校における新型インフルエンザ

対策について、お答えをいたします。 

 新型インフルエンザは、現在のところ、市内

の学校においては、集団感染しているという状

況ではありません。 

 ただし、全国的な発症感染の例を見ますと、

近々、本市においても集団感染のおそれは、非

常に高いのではないかと予想をしております。 

 新型インフルエンザ集団感染の防止対策につ

きましては、市長の方からもいろいろお話もあ

りましたけれども、やはり基本的には学校、家

庭での対応が最も大切になろうと思っておりま

す。 

 ８月に開催をいたしました教育委員会、校長

会合同の研修会におきましても、重ねて感染を

しないための防止策としては、手洗い、うがい、

マスクの着用等の実施について、徹底をするよ

うにお願いをしました。 

 教育委員会としましても、新学期からの感染

予防の一環として、各学校にジェル状の消毒用

アルコールを配置をしております。そして、一

層、予防意識の高揚を図るように努めておりま

す。 

 また、学校での生活のみならず、家庭におい

ても同様に、手洗い、うがいを励行をしていた

だくように、お願いもしているところでござい

ます。 

 発症事例が出た場合の取り扱いにつきまして

は、その発生した児童生徒につきましては、出

席の停止を、それから教職員につきましては、

出勤停止の措置の取り扱いをお願いをしており
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ます。 

 停止期間につきましては、発症から７日間、

もしくは解熱をしました、熱が下がった日から

以降２日間の、どちらかの長い出席停止として

いただくように、学校現場にお願いをしており

ます。 

 続きまして、集団感染による学級閉鎖、学校、

学年閉鎖につきましては、県の教育委員会から

も基準が示されております。 

 １週間以内に、学級において１割を超えて感

染した場合には、学級を閉鎖するようにとし、

１学年に複数の学級が閉鎖した場合には、学年

閉鎖、複数の学年が閉鎖した場合には、学校を

閉鎖する、実施をするようにとの指導がありま

すけれども、これにつきましては、各学校の状

況等も十分に考慮して、取り扱いが必要であろ

うと考えております。 

 県教委の意見も参考にしながら、学校や学校

医と協議をし、閉鎖するかどうかについての判

断をしてまいりたいと思っております。 

 また、学級閉鎖等の措置をとった場合の授業

時数の確保については、文科省からの指示があ

りますけれども、まず、学校における教育課程

は、文部科学省が示した学習指導要領に基づい

て、教科等の標準時間時数と、学校の自由裁量

の可能な、学校裁量等の時間で構成をされてお

ります。 

 学級閉鎖により、学習指導要領に定められま

す教科等の基準の、標準の授業時数の確保が難

しい状況になりますと、学校裁量で組んでいま

す授業時数を、教科の授業に充当するなどの調

整を図りながら、授業時数の確保を行ってまい

ります。 

 次に、それでも標準授業時数が確保できない

場合には、７時間目を設置するとか、放課後で

の授業実施だとか、それから長期休業中、冬休

みであるとか春休みであるとかの休業中に、授

業の実施によって標準授業時数の確保ができる

ように、学校現場と調整をさせていただきたい

と考えております。 

 以上です。 

○議長（寺田公一君） ３番野々下昌文君。 

○３番（野々下昌文君） るる答弁をいただき

ました。 

 何点か再質問をさせていただきます。 

 まず、情報化施策についてでありますが、Ｓ

ＷＡＮテレビ、四万十市からも事業委託より、

収入が見込まれるということでありますが、１

日でも早く、安定経営のできるように、努力を

お願いしたいと思います。 

 そして、今後の情報化施策について、１つだ

け確認をしておきたいと思います。 

 さきの平成２１年度の補正予算により、経済

危機対策公共投資臨時交付金事業で、地域情報

基盤整備事業として、ブロードバンドゼロ地域

の解消を目指した事業費が計上され、本年度は、

かなり有利な条件で事業が実施可能と聞いてお

りますが、ＳＷＡＮテレビによる情報インフラ

が、一定整っている本市においても、これら支

援メニューの積極的な活用により、基盤整備を

図っていくべきと考えますが、市長のご所見を

お伺いいたします。 

 続いて、インフルエンザ対策ですが、それぞ

れ、いろいろな対策をとっていただいているよ

うでありますが、感染のピークは９月下旬から

１０月上旬とされますが、宿毛市においても、

人が多く集まる文化行事や、宿毛まつりと重な

る時期になりますので、開催に当たっては、慎

重な検討の上での取り組みをお願いいたします。 

 また、先ほど、市長も、日ごろから手洗い、

うがいが最善の感染防止になると言われました

けれども、この基本予防のために、市民、地域、

事業所等へのさらなる啓発活動もお願いをして

おきたいと思います。 
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 そして、学校における予防策ですけれども、

１点、確認をしたいと思います。 

 予防策と、発症時の対策については、よくわ

かりましたが、学校現場、特に授業中等に発症

した場合の医療機関との連携体制はどうなって

いるのか。また、その場合、感染を広げないた

めに、マスク等の予備は、それぞれの学校に準

備してあるのか、これをお伺いしたいと思いま

す。 

 続いて、最後に防災行政について、お尋ねを

いたします。 

 災害時に、最も被害者になりやすい要援護者

への避難対策、生きた対策となるようにお願い

をしたいと思います。 

 そこで、１つだけ確認をしておきたいと思い

ます。 

 国は、２００５年に避難に関するガイドライ

ンを、全国の市町村に体制整備を要請をしてお

ります。 

 これは、増水や土砂崩れにより、被害が及び

そうな地域の地図化、河川の水位や降雨量をも

とに、住民に避難を呼びかける基準を定めると

いう内容ですが、本市の体制はどうなっている

のかお伺いをいたしまして、２回目の質問を終

わります。 

○議長（寺田公一君） 市長。 

○市長（中西清二君） 市長、野々下議員の再

質問にお答えをいたします。 

 最初に、情報化関係でございますが、ＳＷＡ

Ｎテレビの経営安定化は、もう我々も、本当の、

喫緊の課題でございます。 

 これには、ＳＷＡＮテレビに加入していただ

かないと、なかなかこれ、安定化に向かってい

かないということでございます。 

 加入すること、それから経営体制につきまし

ても、社長の、去年、交代もございまして、給

料も非常にダウンさせながら、それなりの企業

努力はしていただいているところでございます。 

 当面、加入していただくことが、非常に大切

でございますので、また、この場を借りまして、

市民の皆様に、できるところは入っていただけ

ればありがたいというふうに、お願いをしたい

と思います。 

 それから、国の経済対策に関する情報化整備

についてでございますが、ブロードバンドゼロ

地域の解消を目指しまして、事業を前倒しに実

施すべく、国において予算措置をされていると

ころでございます。 

 通常の国からの交付金の率は、事業費の３分

の１でございますが、これに加え、本年度に限

りまして、自治体負担分の９０パーセント程度

が公共投資臨時交付金を活用できる制度となっ

ております。 

 本年度事業を実施すれば、市の負担が少額で

済む、非常に有利な制度ができてございます。 

 この事業は、これまで民間事業者が採算面で

参入しなかった条件不利地域の情報通信環境の

改善を目的としているために、民設民営ではな

く、公設民営、もしくは公設公営により実施が

可能となります。 

 公設公営の場合には、建設、それから管理、

その運営を自治体が直接行う。そして、公設民

営の場合は、運営を民間事業者が行いまして、

施設の建設管理は行政が行うというふうになり

ます。 

 いずれの場合とも、民設民営の場合と違いま

して、後年度には一定、市からの財政負担が生

じてまいるということになります。 

 当市におきましても、光ケーブル設置等によ

りまして、情報基盤整備及び携帯電話用設備に

ついて、要望しておりまして、このほど、総務

省四国通信局から内示がございました。 

 補助金交付申請の期日の指定まで示されてお

りまして、事業の詳細は決定していませんが、



 

－ 35 － 

概算による申請をしたいと、このように考えて

おります。 

 しかし、事業の実施に当たりましては、その

条件が不利な住民の方々が、どのようなサービ

スを望んでいるかが最重要項目と考えておりま

して、住民ニーズを把握しながら、事業実施を

検討したいと、このように考えております。 

 衆議院選挙の結果を踏まえて、国の補正予算

の執行については、不透明な状況のものもござ

いますが、加えて、また時間的な制約がある事

業でございます。長期的に、当市の情報化施策

はどうあるべきかを、慎重に検討してまいりた

いと、このように考えております。 

 また、今回の事業につきましても、初期投資

の大部分は、国が負担しまして、市からの負担

が少ないということでございますけれども、こ

れは国策で実施する事業でございますので、

我々としましては、後年度の施設の維持管理に

ついても、これは国において負担してもらえる

ように、市長会等を通じて、国に要望してまい

りたいと、このように考えております。 

 それから、インフルエンザの予防でございま

す。９月末から１０月がピークではなかろうか

というご指摘でございます。 

 特に、１０月には、いろんな行事、人の集ま

る、市民祭宿毛まつりもございますし、また、

大相撲も宿毛市で開催されます。 

 そういった行事がたくさんあって、人がたく

さん集まるところ、場面が予想されております

ので、ぜひ、こういったところにおきましても、

帰ったら手洗い、うがいを励行していただきた

い。そしてまた、基礎疾患のある方々には、マ

スクもぜひしていただきたいと、このように考

えているわけでございます。 

 それから、防災関係でございます。国から避

難に関するガイドラインの通知ということでご

ざいます。ありまして、避難勧告等の判断、伝

達マニュアルの作成につきましては、県と全市

町村で構成しました南海地震対策等に関する市

町村課題検討会におきまして、避難基準づくり

ワーキンググループ検討会を、平成１７年８月

に立ち上げまして、災害を水害、土砂災害、そ

して高波災害の３つに分類をしまして、それぞ

れの災害において、代表的と思われる市町村を

選定して、避難勧告等の基準づくりを重点に作

成しているわけでございます。 

 宿毛市は、高波災害グループに所属しまして、

大島地区をモデル地区と定めまして、避難勧告

等の判断、伝達マニュアルを作成しております。 

 このマニュアルづくりは、全市町村で共有す

ることを目的に実施したものでございまして、

水害、土砂災害のマニュアルにつきましては、

それぞれのグループが作成したものを参照して

おります。 

 その後、ワーキンググループでは、避難所運

営のための手引きとか、自主防災組織の運営な

どについても、取り組んでおりまして、今後も

さまざまなテーマについて、マニュアル作成の

必要性が求められています。 

 マニュアルばっかりになっても困るわけでご

ざいますけれども、そういった基本的、標準的

なものが、やっぱりあった方がいいだろうとい

うことでございます。 

 今後とも、南海地震対策等に関する市町村課

題検討会におきまして、他市町村や関係機関と

ともに、テーマごとの標準、いわゆるマニュア

ル作成に努めてまいりたいと、このように考え

ております。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） 教育長。 

○教育長（岡松 泰君） 教育長、野々下議員

の再質問にお答えをいたします。 

 まず、学校で子どもが発熱した場合の対応の

仕方についてでありますけれども、学校では、
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今、マスクは備えておりません。県教委の方か

ら、先生一人一人に１枚ずつ配布をされており

ます。今現在。 

 それで、熱が出た場合には、そのマスクを着

用させて対応する。それから、その子について

は、まず家庭の方に連絡をとる。それから、養

護の先生に、学校医と相談して、状況を連絡を

するようにして、保健所か、けんみん病院の方

へ連絡をとるようにしたいと思っております。 

 今現在は、１人で発熱した場合に、保健所と

か、けんみん病院に行った場合には、詳しい検

査はしてもらえません。その学校で関係の深い、

いつも一緒に遊んでいる子どもが２人以上感染

した場合には、集団感染の疑いがありというこ

とで、公の機関で詳しい検査をしてもらいます

けれども、１人の場合には、詳しい検査をして

くれることができませんので、校医等と連絡を

しながら、相談をして、対応してまいりたいと

思っております。 

 それから、学校には、先ほど申しましたよう

に、アルコールとアルコール容器を置いて、子

どもたちに消毒を励行するようにいたしており

ます。 

 それから、今後、マスクの備えつけにつきま

しては、子どもの分につきましては、家庭の方

にお願いするのが筋で、これは私の今の考えで

ありますけれども、筋ではないかと思っており

ます。教職員については、教育委員会の方で相

談をして、備えるようにする方がいいのではな

いだろうかと、今現在は考えております。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） ３番野々下昌文君。 

○３番（野々下昌文君） るるご答弁、詳しい

答弁をいただきまして、ありがとうございます。 

 これからも、宿毛市民が安心して暮らせるま

ちを目指して、議員はもとより、劣らぬ努力を

お願いいたしまして、私の質問を終わります。 

○議長（寺田公一君） １番今城誠司君。 

○１番（今城誠司君） １番、一般質問を行い

ます。 

 初めに、今年３月議会において、景気対策と

して公共事業を、上半期６０パーセント以上の

目標とするという答弁をいただいておりました

が、聞いてみますと、実績が６７パーセントを

超えているそうであります。 

 職員が一丸となって、取り組んでいただきま

してこの結果となり、大変ありがたく思ってお

ります。 

 しかしながら、先日の総選挙の結果により、

政権が交代し、新政権の景気対策の方針がよく

見えてきてない不安がありますが、残りの予算

執行については、ぜひ１２月の年末までの目標

値を再度設定して、引き続き取り組んでいただ

きたいと思います。 

 質問に入りますが、７月２７日より４日間、

私の所属する総務文教常任委員会は、秋田県大

館市に学力向上並びに学校再編への取り組みに

ついて。同じく、秋田県能代市に総合計画策定

並びにリサイクルポート指定の能代港の行政視

察をすることができました。 

 両市と比較して、当市の取り組みが少しおく

れている点について、質問したいと思います。 

 初めに、宿毛市振興計画について、市長にお

聞きいたします。 

 能代市では、総合計画として、目指すまちづ

くりの方向性とその実現に向けた考え方や、取

り組みを示す計画として、策定に２年間をかけ

て、従来の審議会形式をとらず、市民参画を重

点として、ワークショップ形式の市民共同会議、

パブリックコメントの募集、まちかどミーティ

ング、市民の意識調査を毎年実施するなど、社

会経済情勢の変化や、地域を取り巻く現状と課

題、市民のニーズを踏まえた策定がなされてお

ります。 
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 通常の計画は、この策定で終わってしまいま

すが、能代市では、１０年の基本構想に基づい

て、３点の基本目標を定めて、２５の施策を展

開し、すべてに目指す５年後、１０年後の目標

指標を設定し、基本計画を策定しています。 

 さらに、実施計画として、３年間の政策転換

計画を行い、財政見通しとの整合を図り、予算

編成に根拠になっております。 

 そして、この計画は、市民共同会議により、

基本計画で目指す目標指標に対する進捗度合い

をもとに評価を行い、次の事業展開に改善内容

を反映させる行政評価システムになっている点

が、先進的でありました。 

 宿毛市の振興計画を見てみますと、この計画

は、平成１３年２月１９日に答申された５カ年

計画と、平成１８年３月２２日に答申された平

成２２年度までの５カ年計画が、宿毛市振興計

画として策定されておりますが、この計画の問

題点として、ＰＤＣＡのうちで、プランだけで

終わっており、実施する計画としての取り組み

や、政策展開があやふやな記述であり、明確で

ない。 

 そのチェックと改善が、計画期間中には行わ

れた形跡がない。目指す目標指標がほとんどな

いために、達成度を図ることができない点があ

げられます。 

 いろいろな計画を、当市でも作成しておりま

すが、一番大切な点検評価して、処置改善され

たものがあるのでしょうか、疑問ですが、この

振興計画と行政改革集中プランは、本年度、点

検評価して、また新しい計画に着手されると思

いますが、その実施計画の工程と手法について、

現在の取組状況について、また策定に当たって

の本市の考えている工夫について、お聞かせ願

いたいと思います。 

 次に、学力向上について、教育長にお伺いい

たします。 

 つい先日、平成２１年度の全国学力学習状況

調査の結果が発表されておりますが、この総合

結果が３年連続で秋田県が１位となっておりま

す。 

 今回の行政視察は、このトップクラスを維持

した秋田県は、なぜ学力が高いのかをテーマに、

大館市を訪問いたしました。 

 この大館市は、平成元年度の調査では、全国

レベルに届いていない教科がたくさんあり、そ

の対応策として、平成２年に教科学習推進委員

会を設立し、教育委員会より諮問を受け、３年

ごとに学力向上に関する提言を作成し、現在、

第６次の提言を行っております。 

 全国学力学習状況調査の状況を分析して、課

題を見つけて、子どもたちに確かな学力を、具

体的な提言として、各教育機関に期待すること

を細かく書かれております。 

 そして、学力の定着と向上の具体的な施策を、

「子どもと教職員の力を１割アップしよう」を

合言葉に、市内の各校の重点施策が掲載されて

おります。 

 最もすぐれた点は、この提言に基づき実施さ

れた３年間の成果と課題を、その提言の政策ご

とに検証して、次の提言に生かされている、し

っかりとしたＰＤＣＡサイクルが確立されてい

ることにあると思います。 

 秋田の教育は、この継続的な改善により、そ

の水準が維持されると考えられます。 

 政権も変わり、この全国学力テストも見直し

が行われるかもしれませんが、今年度の高知県

の結果については、先日、知事が、中学校につ

いては引き続き厳しいが、少し希望が見えた。

小学校が悪くなったのは、非常に残念。早急な

対策が必要とコメントされておりましたが、宿

毛市の調査結果について、お聞かせ願いたいと

思います。 

 ３月議会でも、この学力向上に対する取り組
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みの教育長の答弁をいただきましたが、この視

察をいたしまして、先進地との取り組みに余り

にも差があると感じます。 

 教育研究所の昨年度の業務報告によりますと、

宿毛市の学力の傾向として、４項目を列記、基

礎学力の向上と課題として、同じく４項目を列

記しているに過ぎず、具体的な展開が見えてな

く、取り組む姿勢が弱いと感じますが、今の取

り組みで十分なのか、問題点はないのかをお聞

かせ願いたい。 

 最後に、大館市内の城南小学校を学校訪問い

たしましたが、ここでは学校支援地域本部事業

として、夏休みの補充授業を、小学１年生が学

習しておりましたが、担任教師の補佐として、

地域のボランティアによる赤ペン先生がついて

おりました。 

 この授業の内容を十分理解し、地域との連携

が見える取り組みとなっており、地域の方が、

実際、教室に入っていることに感心いたしまし

た。 

 この議会でも、何回もこの授業について説明

を受けておりますが、大島小学校でも行われて

いるこの授業の実施状況について、その取り組

みの努力事項、現在での問題点について、お聞

かせ願いたい。 

 以上、１回目の質問を終わります。 

○議長（寺田公一君） 市長。 

○市長（中西清二君） 市長、今城議員の一般

質問にお答えをいたします。 

 まず、最初に、冒頭で申していただきました

景気対策について、本当にこれ、前政権で、景

気対策としていろいろな交付金がおりたりして

おりましたので、これはやっぱり、通常の業務

を含めまして、やはり景気対策として、市とし

ても通常の、自分のところの事業についても、

早く発注して、景気対策に少しでもなるように

ということで、目標値を半分以上ということで

立てました。 

 その結果で、６０数パーセントが上半期いっ

たわけでございますが、なお、１２月まで、来

年の３月まであるんではないよという形で、で

きるだけ早めの執行をしてまいりたいと、この

ように考えております。 

 目標値につきましても、１つ目標を、これか

らきちんと立てまして、１２月までにはどれだ

けいくかということを推定をいたしまして、立

てて、公表したいと思います。 

 それから、能代市との比較の中で、おくれて

いるというふうなことを言われました。 

 ちょっと、おくれているということについて

は、私もちょっと引っ掛かりがありますが。お

くれているかどうか、これは比較検討しなきゃ

いけないわけですが、私も他の自治体と、各市

長会での文書とかも結構勉強させていただきま

して、よいところは学んでいこうという姿勢で

はおります。 

 それぞれ地域によって、その地域の人間性で

あるとか、地域の実情であるとか、行政、役所

の人口であるとか、取り組みの人数配分である

とか、いろいろな体制が違うと思うんですね。 

 だから、能代市がいい事例を見てきましたと

いうことで、今、今城議員から教えていただき

ました。こういうことについて、私どもで考え

直して、できるものについては、それで取り組

んでいくということの形でやっていきたいなと

いうことを思いました。 

 １３年に、宿毛市ではこの宿毛市振興計画が

できておるわけでございますけれども、その１

３年から、いわゆる１０年間の振興計画は、計

画立てになっております。そういったことで、

今、１３年の計画が今に全部当てはまるかとい

ったら、なかなか去年からのリーマンショック

の景気対策であるとか、非常に世の中の流動性

というのは、非常に高いものがあります。 
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 そういったもので、振興計画そのものが、今、

このままやっていける、いけないというふうな

判断もしなきゃいけない。そこにチェックの機

能がないんじゃないかということでございます

けれども、私どもの方としましては、一応の計

画はありますが、これはやっぱりチェックして、

その計画に対して、どういうふうな効果があっ

たかということは、やっぱりチェックしなきゃ

いけない。 

 そのご指摘の部分については、反省はしてま

いりたいと、このように考えております。 

 宿毛市での計画策定につきましては、これは

自治法でこういう計画をつくりなさいというこ

とになっておりますが、聞きましたら、限られ

た人員と予算の中で、比較的短時間、少人数で

運営可能な審議会方式にしたというふうなこと

で、宿毛市振興計画はでき上がっておるわけで

ございます。 

 ２２年まででございますので、この次の計画

を立てていかなきゃいけない。そういうことに

つきましては、いろんな方からご意見もやっぱ

りいただきながら、各方面からいただかなきゃ

いけないというふうなことは考えております。 

 今、チェック機能というふうな、チェック、

いわゆるシートというものもございません。そ

ういったもので、チェック機能を持たせまして、

次のアクションへつなげるシステム、これをや

っぱり構築していかなきゃいけないというふう

なことは考えております。 

 その実現のためには、目標となる指標なんか

も検討しまして、計画をつくってそのままじゃ、

何ともなりませんので、やっぱり実行できる計

画をつくっていかなきゃいけない。市民にとっ

ても、わかりやすい内容であり、それから、周

知方法等も幅広く、わかりやすくしていかなき

ゃいけないかな。 

 それから、行政と市民の皆様方との情報の共

有の拡大にも、これは取り組んでいかなきゃい

けない。議会でもいろいろご指摘も、今までも

していただいておりますので、そういったもの

については、取り入れて、取り組んでまいりた

いと、このように考えております。 

 それから、行政改革大綱の集中改革プランで

ございますが、これは平成１７年度に策定をし

たわけでございまして、５カ年の計画になって

おります。 

 今年度が最終年度でございまして、この行革

プランにつきましては、総務省からの、いわゆ

る地方公共団体における行政改革の推進のため

の新たな指針という通達が出てまして、これに

おいて、プランを策定しなさいということがう

たわれたわけでございます。 

 その結果で策定したものでございまして、こ

のプランの策定につきましては、各課から提案

された項目をもとにしまして、素案を作成して、

宿毛市行政改革推進本部で２つの専門部会をつ

くりました。ここで修正を加えた後に、推進本

部で最終的な協議を行いまして、宿毛市行政改

革推進委員会で審議された内容を、集中改革プ

ランとして策定したわけでございます。 

 これにも、全部が全部載ってない部分もござ

いますし、その間に執行させていただいた部分

もございます。 

 プランに盛り込まれてない事業についても、

見直し事業があったら、計画途中でもプランに

盛り込んでいかなきゃいけないというふうなこ

とも考えております。 

 今回の集中改革プランの中の結果と言います

か、それをちょっとご報告させていただきます

と、職員数の削減計画におきましては、この５

カ年に間に３２名の削減を目標としておったわ

けでございますが、４年目で目標値を上回る４

３名の削減ということになりました。 

 それから、民間委託等の推進計画におきまし
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ては、６つの施設を指定管理者に指定しまして、

図書館の窓口業務をＮＰＯ宿毛雇用サポートセ

ンターに委託しました。そういった形での行政

のスリム化に努めてまいったわけでございます。 

 計画の取り組み状況でございますが、これは

毎年度、宿毛市行政改革推進委員会に報告して、

ご指摘、ご提言をいただいております。その中

で、より効率的、効果的な行財政運営に取り組

んでおりまして、市民の皆様に対しましても、

広報とかホームページで公開をさせていただい

ておるところでございます。 

 新計画策定の工程と手法及び本市の考えてい

る工夫でございますが、現在のところ、これ、

先ほど申しました総務省からの通達に基づいた

形があります。指針はまだ示されておりません

が、項目等詳細について、まだこの部分につい

てのお示しができません。 

 現計画を検証する中で、知恵を出し、工夫を

しまして、来年度から新たな行政改革をスター

トをさせるべく、今年度中に公募などによりま

して、新たな委員を委嘱しまして、新計画の策

定に取り組んでまいりたい、このように考えて

おります。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） 教育長。 

○教育長（岡松 泰君） 教育長、今城議員の

一般質問にお答えをいたします。 

 まず、平成２１年度の学力テストの本市の結

果についてでありますけれども、中学生につい

ては、ほぼ全国並みというところであります。

数学については、やや全国を少し下回っており

ます。小学校につきましては、国語については、

やや全国を下回り、算数については、全国をか

なり下回っているという点で、高知県の様子そ

のものではないかと思っております。 

 中学校については、国語については、かなり

高いと。数学についても、高知県の中では、そ

んなに低い方ではありません。そういう状況で

あります。 

 この学力テストの結果につきまして、教育研

究所で細かな分析を進めております。各学校で

も分析結果をしまして、研究所が主体となりま

して、研究主任会を開催して、指導主事と協力

して、学校ごとの課題を抱える。どんな課題を

抱えているかについて、意見交換や研修をして、

各学校の学力向上の取り組みにつなげていきた

いと考えております。 

 昨年につきましても、すべての学校ではあり

ませんでしたけれども、校内研修に私が参加を

させてもらって、教職員に現状を訴えて、学力

向上、特に学力保障という点で、取り組みの要

請をしてまいりました。 

 今年度につきましては、すべての学校に出か

けて、すべての教職員に共通の認識の上で、改

善のための手立てを真剣に考えていただくよう

に取り組んでまいりたいと考えております。 

 次に、教育研究所の活動が弱いんではないか

というご指摘であります。 

 教育研究所は、平成１０年度に設置をされて

以来、基礎学力の向上を第一としまして、不登

校、いじめ問題にかかわる教育相談であるとか、

情報教育の推進等に取り組んでまいりました。 

 宿毛市小中学校の研究会の充実を図るために、

不登校、いじめ問題の取り組みを始めまして、

学力向上のための研究主任会の開催、教科別の

研修会を充実するための取り組みを、市教職員

の資質向上の取り組みを進めております。 

 そして、学力向上の対策にも取り組んでおり

ます。 

 今年度から、新たな取り組みといたしまして、

不登校、いじめ対策小中連携事業、これは県の

事業でありますけれども、中１ギャップ解消事

業と別名申しておりますが、その指定を受けま

して、小学校から中学校において、環境の変化
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や授業形態の変化によって、不登校や学力不振

となる傾向があることから、いわゆる中１ギャ

ップでありますけれども、その対策として、小

学校と中学校の交流を促進をいたしまして、小

中の教職員が協働して、小中学校における連続

性のある生徒指導であるとか、学力不振傾向が

見られる生徒に対する学習支援を進めてまいっ

ております。 

 子どもたちが中学校に入って、ソフトランニ

ングできるように、授業の展開のつなぎをいか

にするかであるだとか、それから、生活指導の

連携活動を図るように、努力をしております。 

 しかしながら、現状において、本市の児童生

徒の学力は、全国平均にも達しておりませんの

で、まず、先ほど申しましたように、学力テス

トや到達度テストなどの分析を的確に行って、

学校ごとに課題を明らかにする中で、その分析

をもとに、各学校の先生方と協力しながら、そ

の課題や学習面で弱いと思われる箇所を改善す

るための取り組みをしてまいりたいと、こんな

ふうに考えております。 

 教育委員会としましても、先ほど、議員が説

明の中にもありましたけれども、学校地域支援

本部事業、これは大島小学校で行っているわけ

でありますけれども、その中で取り組む内容と

いたしましては、登下校の安全の確保であるだ

とか、それから、環境整備であるとか、授業等

の学校支援、それから学校行事への支援、これ

は先生の多忙化解消につながる、子どもたちと

向かえる、子どもたちと向き合える授業を確保

するということでありますけれども、その中の、

議員のご指摘にもありましたけれども、４点あ

る中の３点、授業等への学校支援というところ

が、反省としてどのような点が足らないのかと、

質問がありましたけれども、この点が、地域の

人がかかわっていく中で、文化、芸能の伝達で

あるとか、そういうことはうまくいっているけ

れども、学力推進、学力保障の面でかかわって

いくことが弱いという反省が、今、なされてお

ります。 

 そのことにつきまして、教育委員会としても、

地域の力をどのように活用したらいいのかとい

うことを、今、考え中であります。 

 それから、教育委員会の取り組みといたしま

しても、学力向上のための学校重点支援といた

しまして、片島中学校で取り組みをしておりま

す。これは、エキスパートに山本敦子さんとい

う、前々の東中学校の校長先生に来てもらって、

授業を見てもらって、きょうの授業については、

こんなとこが足らなかったのではないだろうか。

子どもの発問をこんなに生かして取り組むので

はないだろうかというような反省をする中で、

先生の授業力改善、資質向上、そんな面に取り

組みをしております。 

 それから、大島小学校におきましては、小学

校、文科省の指定を受けまして、小学校外国語

活動推進事業というのを行っております。 

 いろいろ取り組みはしておりますけれども、

一番大事なことは、やはり、私が学校の中で当

事者意識と言いますか、先生に危機感を持たす

工夫が足りないのではないか。もう少し、先生

が宿毛の学力については、こういうふうな対応

をしていかなくてはならないのではないだろう

かという取り組みが、教育研究所も含めて、私

も含めまして、どういうふうにして先生に危機

感を持ってもらうようにするかという点が、今

後の課題であると。そういうことについて、ど

ういうふうに取り組んでいかないかんかと、今、

考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） １番今城誠司君。 

○１番（今城誠司君） 丁寧な答弁をいただき

ましたが、若干、再質問をさせていただきます。 

 発注率については、また数値を設定するとい
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うか、質問項目じゃないんですけれども。 

 前回、６０とうたって６７、ちょっと甘いん

じゃないか。たやすい、設定できる目標じゃな

しに、ちょっと上を目指した目標を立てるべき

じゃないかと思います。 

 総合計画については、今までは予算編成や施

策方針に注目が集まったわけですが、これから

は、その結果として、住民生活がどう変わった

のか、どう生活が向上したのか、その成果につ

いて検証されるようになると思います。 

 これは、ニュー・パブリック・マネジメント

といわれる行政手法なんですが、効率性と収益

性を重視して、戦略政策の策定と、個々の重点

政策の目的に見合った数値目標を設定し、その

達成を基準として、政策が評価されることだそ

うです。 

 やはり、数値目標は、非常に大事なもので、

この総合計画は、一番上位の計画になりますの

で、トップとして、マニフェストの１つになる

んじゃないか。 

 これから、市長は、この総合計画策定に際し

て、どんな関与をしていくか。事務方にまかせ

っきりじゃなしに、自分は、目標設定はこれと

これをするとか、そういう関与の方法について、

再質問させていただきたいと思います。 

 いろいろ執行部の点検評価ばっかり言われる

んですけれども、この議会も点検評価されるこ

とは必要じゃないでしょうか。４年に１回の選

挙が評価かもしれませんが、議会議員の活動評

価、改善も、市民の満足度の向上のために必要

になるかもしれません。点検評価されるという

ことは、非常に怖いんですけれども、これから

は絶対に必要性を感じます。 

 それから、行政改革プランについてですが、

いつもカットばかり議論をする。カットばっか

りじゃなしに、これは必要だという、増額だと

いう議論も必要じゃないでしょうか。総務省の

シートがこうだからじゃなしに、当市としての

取り組みとして、マイナスばかりじゃない、プ

ラスも議論していただきたい。 

 今までにないような報告も出していただきた

いと思います。 

 それから、教育行政、学力向上についてです

が、危機感は持っているけど、今から考えると

いうことで、大館市との一番の差は、教育研究

所のいろんな施策、立案をする所長さんが、校

長籍の方で招聘されたというか、そこの大館市

の方へ、県の職員から移籍して、学校教育課長

と兼務して取り組んでいる。 

 それで、経験もあり、いろんな施策の展開が

スムーズにできる、そういうメリットを感じま

した。 

 宿毛市を見てみますと、条例によりまして、

教育研究所の所長は、非常勤の特別職となって

おります。 

 そういう非常勤で十分なマネジメントができ

るのか。少し問題があれば、フォローするよう

な職員もつけるべきじゃないか、少し、ちょっ

と活性化も必要じゃないかと思って、再質問さ

せていただきます。 

 今でも現状、変えていく必要ないのか、それ

とも変えるに当たり、いろんな施策を考えるに

当たり、大館市はこんな分厚い提言をされてい

るんですね。細かく。 

 やっぱり、掛け声だけでは進まない。しっか

りとした計画を立てていかないかん。そして、

できたかできんか、上がるのか、上がったのか

を検証して、また変えていかないかん。そうい

うことが、これから必要だと思いますが、その

点について再質問、よろしくお願いします。 

 再答弁お願いします。 

○議長（寺田公一君） 市長。 

○市長（中西清二君） 市長、今城議員の再質

問にお答えをいたします。 
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 振興計画の関係でございます。私も思ってい

ることは同じでございまして、これからやっぱ

り数値目標たるものが、非常に大切になってく

ると思います。 

 どこまで、その数値目標が出せるかというの

は、非常に大変な、神経使わなきゃいけないと

いうふうに、私自身も思っております。 

 今ある振興計画には、残念ながら、私、その

とき関与できていなかったということがござい

ますが、今のところは、まだ任期がございます

ので、次の振興計画には、必ず自分の、やっぱ

り思いたるもの、やっぱり市民の代表たるもの

の思いを、この計画にやっぱり反映していかな

きゃいけない、このように思っておりますので、

余り口出しすぎてもいけないし、あんまり口出

さなさすぎてもいけない、そこら辺の、何とか

調整というものを考えながら、そういった数値

目標が出していけるような、そんなことに努め

てまいりたいと、このように考えます。 

 それから、まさに行革の話が出まして、カッ

トばっかりじゃいけないよと。これは、実は私、

おととい、実は日本商工会議所青年部の四国ブ

ロック大会、これ全国から来られてました。 

 その日にあいさつを、歓迎のあいさつの中で

言わせていただいたんですが、我々も、やっぱ

り行革をたくさんやってます。いろんなカット、

カット、カットばっかりでは、やっぱりもうい

けないんじゃないか。やっぱり、これにつけ加

えていくような、プラス面がなきゃいけないん

じゃないかということを、知事も横におりまし

た。そこで言わせていただいたわけでございま

すけど。 

 やはり、今城議員のご指摘のとおりのこと、

本当に先ほどのことを、私、大勢の前で、４５

０人ぐらい来ておりましたけど、そこで言わさ

せていただいたわけでございます。 

 行革というのは、行政をよくしていくという

こと、それから、市民のために、何が必要であ

るか、その市民のためになることをしていくの

が、行政改革でもありますから、何かこう、一

般的に言うと、行政改革言うと、何かをなくす。

給料をカットするだとか、人員カットするだと

か、施設をカットするだとか、そんなことばっ

かりが出ております。そうじゃなくて、やっぱ

り前向きに、市民のために、行政のシステムに

しろ、組織にしろ、そういったものがよくなる

ことを考えていくのが、行政改革でもあるとい

うふうに、私自身は考えております。 

 そういった観点で進めてまいりたいと、この

ように考えます。 

 以上です。 

○議長（寺田公一君） 教育長。 

○教育長（岡松 泰君） 教育長、今城議員の

再質問にお答えをいたします。 

 今城議員の提案の中で、研究所の役割が、も

っと、研究所の充実化を図るべきではないかと

いう指摘がありました。 

 実は、教育委員会の随行していたものが課長

補佐でありましたけれども、彼が帰って来たと

きに、大館市の話も聞きました。 

 研究所の所長の、どんな地位であるかという

話も聞きまして、随分と参考になりましたし、

今城議員の話を聞く中で、研究所のあり方につ

いても、なるほどなと思うところもありました。 

 ２点ほど、学力向上について取り組みが、今

の宿毛市では大事ではないかと考えております。 

 １点目は、今城議員のご指摘のように、研究

所の所長の身分と言いますか、権限はどのよう

に扱うかということも、大変重要な問題だと思

っております。 

 年度当初に、例えば学力向上について、それ

から不登校対応については、研究所の所長の考

えは、教育委員会の、教育長を代行するである

だとかいうようなことを、学校現場が理解をし
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ておいてもらって、話をすると、現場の職員に

も徹底するということはあろうかと思っており

ます。 

 そのことにつきましては、今、今城議員の話

がありまして、実は、県の事業が、宿毛市が特

別な事業を行う場合には、活性化に向けての取

り組みを行う場合には、県が半分、２分の１出

しても、補助してもいいんですよという話が、

この前、説明がありました。課長が来て。 

 だから、例えば、今の３日半来ているのを、

こんな取り組みをするのでいうことで、県から

半分出してもろて、市から半分出してもろて、

５日間来てもらって、それが権限も、課長、い

ろいろな予算だとか、一般的な権限は課長、次

長がありますけれども、学校の学力向上である

とか、不登校対応については、教育長の代行と

して、研究所の所長が対応するだとかいう方法

もありはしないかと。 

 市長にも全然相談してない、今、私が考えた

ことですから、そういう方法もあるんではない

かと思われること。 

 それから、何と言っても大事なことは、保護

者、先生も含めて、危機感が、僕はないのが一

番残念であると思っております。 

 異動の何かでも、保護者も、みんなが要求す

る場合に、数学の指導者のうまい人をよこして

くださいというようなことは、ほとんど聞きま

せん。野球の指導者のいい先生をよこしてくだ

さいであるだとか、バレーの上手な、指導が上

手な先生をよこしてくださいとかいう、そうい

うことですので。学校の先生も、学力の調査は、

１つの資料ですね、みたいなことを平気で言う

ので、そういうことではだめだということを言

うんですけれども、やっぱり、学力保障につい

ては、ある程度、危機感があると思うがですけ

れども、推進、そういうことについては、割と

先生は危機感がないと。保護者もないのではな

いかと。 

 そういう点を、いかに変革をしていくかいう

ことも、宿毛の、高知の学力を向上するのに、

大きに寄与するのではないかと、こんな２点を、

ちょっと今、今城議員の意見を伺いながら、ち

ょっと考えたところでした。 

 その後段の部分は、ずっと考えておったとこ

ろです。 

 以上です。 

○議長（寺田公一君） １番今城誠司君。 

○１番（今城誠司君） いろいろ前向きな答弁、

ありがとうございました。 

 実現していけるような方法で、しっかりと、

よろしくお願いします。 

 以上で質問を終わります。 

○議長（寺田公一君） この際、１５分間休憩

いたします。 

午後 ２時４０分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後 ２時５７分 再開 

○議長（寺田公一君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 ２番岡﨑利久君。 

○２番（岡﨑利久君） ２番、通告に従いまし

て、一般質問をいたします。 

 初めに、健康診査の実施について、お伺いを

いたします。 

 市民の皆様の健康づくりのためと、療養給付

の軽減の観点から、健康診査の拡大、充実の問

題について、質問をいたします。 

 平成２０年度から７５歳以上の方の医療費に

ついては、後期高齢者医療制度へ、老人保健事

業については、健康増進法に移行し、新たに４

０歳以上の方については、高齢者の医療の確保

に関する法律に基づき、いわゆるメタボリック

シンドロームに対応するための特定健康診査、

特定保健指導を実施する制度に移行したわけで
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あります。 

 ところが、このメタボリック対象の健診は、

脳卒中や心筋梗塞を減らして、将来の医療費を

削減させていこうということで、悪いことでは

ないと思いますが、この健診が市町村など、医

療保険者に義務づけられたのに対して、がん検

診は努力義務にとどまっていることから、どう

しても特定保健診査に重点が置かれ、以前から

行われていたがん検診がおざなりにされるので

はないかとの懸念もあります。 

 特定健康診査とがん検診の受診率をともに上

げていくことが、疾病の未然の防止ということ

に重要だと思いますので、現在のそれぞれの受

信率の実態と、今後の受診率向上策についてお

伺いをいたします。 

 次に、ヒブワクチンについてお伺いをいたし

ます。 

 ヒブとは、ヘモフィルスインフルエンザ菌Ｂ

型という細菌のことです。最初に発見されたと

きに、インフルエンザ感染者から発見されたた

めに、このインフルエンザ菌という名前がつき

ましたが、皆様の知っているインフルエンザウ

ィルスとは全く違います。 

 このヒブという細菌が、人から人へ飛沫感染

し、鼻咽腔に保菌され、これが病原菌となり、

肺炎や喉頭蓋炎、敗血症などの重篤な全身性疾

患を引き起こします。 

 中でも髄膜炎に感染するヒブ髄膜炎は、最も

頻度が高く、予後が悪い病気です。 

 ヒブ髄膜炎は、多くの場合は、生後３カ月か

ら５歳になるまでの子どもたちがかかります。

特に、２歳未満のお子さんに最も多いので、注

意が必要です。 

 毎年、全国で約６００人の乳幼児がヒブ髄膜

炎にかかっています。ヒブ髄膜炎にかかると、

発熱、頭痛、嘔吐、けいれんなどの風邪のよう

な症状が見られ、そのうちの約５パーセントは

死亡し、約２５パーセントに後遺症、聴覚障害、

発達遅延、神経学的障害などが見られます。 

 ヒブ髄膜炎は、初期症状が風邪症状と区別が

つきにくく、簡単な検査では診断がつきません。 

 また、早期診断がついても、現在では耐性菌

がふえているため、治療が難しくなっています。 

 このため、ワクチンの研究が開発され、１９

８７年にアメリカで使用開始されたのがヒブワ

クチンです。 

 世界保健機構（ＷＨＯ）では、１９９８年に

ヒブワクチンを乳幼児への定期接種ワクチンに

推奨をし、現在までに世界１２０カ国以上で導

入されており、それらの国では、ヒブ髄膜炎は

既に過去の病気となっています。 

 平成２０年１２月１９日、乳幼児の細菌性髄

膜炎予防となるヒブワクチンが国内で販売、供

給開始されました。国内での販売開始となった

ヒブワクチンは、任意接種のため、予防接種を

受けるかどうかは各家庭の判断となり、標準的

な費用は、１回当たり７，０００円から８，０

００円で、接種回数は、乳幼児の月齢によって

変わってきます。 

 接種年齢は、生後２カ月以上になれば受けら

れます。望ましい接種スケジュールは、初回免

疫として生後２カ月から７カ月になるまでに接

種を開始し、４週間から８週間の間隔で３回、

追加免疫として、３回目の接種から約１年後に

１回の計４回接種をします。 

 生後７カ月から１２カ月未満までに接種を開

始する場合は、４週間から８週間の間隔で２回、

追加免疫として２回目の接種から約１年後に１

回の計３回接種します。 

 生後１歳以上５歳未満の場合は、通常接種は

１回です。 

 費用が高額なため、接種費用に対する公的助

成を行う自治体がふえてきております。子ども

たちの命を守るために、早急な対応を必要とす
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ることから、本市としての考えを市長にお伺い

をいたします。 

 １点目。まだまだお母さんの間でも、乳幼児

の細菌性髄膜炎の正しい理解や認識、そしてヒ

ブワクチン接種のことを知るお母さんが少なく、

情報として知り得る手段としては、インターネ

ットの子育てサイトや、育児雑誌、新聞、テレ

ビなどで情報を得るしかありません。 

 本市として、ヒブワクチンに対する情報提供

をどのようにされているのか、お聞かせいただ

きたいと思います。 

 また、情報提供をしていなければ、今後、ど

のように情報提供をしていくのか、あわせてお

伺いをいたします。 

 ２点目、先ほど申し上げましたとおり、任意

接種であり、各家庭の判断になりますが、現状

は、高額な費用になるため、全国さまざまな市

町村で、費用の全部、一部を助成する制度が始

まっております。幼い子どもを持つ家庭の負担

軽減として、何とか公費負担、助成ができない

ものかと考えますが、市長のご所見をお伺いい

たします。 

 以上で１回目の質問を終わります。 

○議長（寺田公一君） 市長。 

○市長（中西清二君） 市長、岡﨑利久議員の

一般質問にお答えをいたします。 

 まず、健康診査でございますが、受診率、双

方の受診率を引き上げていくことが、疾病の未

然防止につながるということは、非常に重要な

ことでございまして、岡﨑議員のおっしゃると

おりでございます。 

 平成２０年度から始まりました特定健診の受

診率でございますが、数字をちょっと申し上げ

ますと、国保の対象者数が２０年４月１日現在

で５，８５７人、その中で、受診者が１，３５

３人で、実施率はわずか２３．１パーセントと

いうことになっておりまして、当市が目標とし

ております平成２４年度の受診率６５パーセン

ト達成には、非常に厳しいものがございます。 

 これは、やはり市民の皆様が自分の病気予防

というふうなことで、ぜひ、みずから出かけて

行ってやっていただきたいというふうに思って

おります。 

 市では、広報、ケーブルテレビ、そしてまた、

地区長さんにもお願いしまして、会報を回して

いただいたりして、市民の皆様によりわかりや

すく、より理解していただくような工夫をこら

す中で、受診勧奨のピーアールをしてきたわけ

でございます。 

 なお、こういったことで、もっとこういった

方法でピーアールすればいいじゃないかという

ことがございましたら、また知恵も貸していた

だきたいというふうに思います。 

 それから、平成２０年度のがん検診の受診率

でございますが、胃がん、大腸がん、子宮がん、

乳がんと、それから肺がん胸部レントゲンとい

うふうな形で分けてございますが、それぞれ対

象者に対する受診者を申し上げますと、胃がん

が９．６パーセント、それから大腸がんが１１．

１パーセント、子宮がんが７．３パーセント、

それから乳がんが１０．９パーセント、それか

ら肺がん胸部レントゲン検診が４３．９パーセ

ントというふうな数字が出ております。 

 非常に低い数字となっておりまして、これは

やっぱり住民の多くの方々が、自分の健康に、

まず元気な方は自信を持っているんですね。仕

事が忙しくて検診にも行けないというふうな方

もおられます。まさか、自分はがんにはかかっ

てないだろうというのが、ご自分の思いだろう

と思いますし、そういったことで、健康を過信

してしまっていることが、原因ではなかろうか

なというふうに分析はしているわけでございま

す。 

 こういった低い数字で、受診結果を見ますと、
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要精密検査と、受診した方の中で要精密検査と

診断された方が、胃がんでは９．３パーセント

もあります。それから、大腸がんでは４．０パ

ーセント、それから子宮がんで０．２パーセン

トという方々が、要精密検査という数字が出て

おります。 

 これは、がんにつながる結果というふうにご

認識いただければありがたいと思っております

が、がん以外の疾患も見つけることができます。 

 がん検診は、病気が進行しないうちに見つけ

ることが大切でございます。どうか、市民の皆

様にも、ぜひ、対象の方々は、検診を受けてい

ただきたいと、このように考えております。 

 今議会にも、女性特有のがん検診という事業

を予算計上しておりまして、この事業は、一定

年齢に達した女性に対して、子宮頸がん及び乳

がんの検診料の自己負担分を免除することによ

りまして、女性特有のがん対策を推進すること

を目的とする、全額国庫補助の事業でございま

す。 

 対象者は、子宮がん検診につきましては、２

０歳から４０歳までの５歳間隔。それから、乳

がん検診は、４０歳から６０歳までの５歳間隔

でございまして、無料クーポン券及び検診手帳

を個別配布することによりまして、検診受診率

の向上を図ってまいりたいと、このように考え

ております。 

 検診方法でございますが、集団検診を基本と

しまして、受診可能な日程表を同封しまして、

受診希望に添えるよう、調整してまいりたいと、

このように考えております。 

 これも景気対策で行う事業でございまして、

補助は今年度、単年度の予定ですが、この事業

をきっかけにして、市民の皆様に健康への意識

を持っていただきたいというふうに考えており

ます。 

 また、相乗効果の上がる受診率向上策につき

ましては、従来どおり、各種がん検診と特定健

診をセットで行いまして、未受診者に対しまし

ては、双方の健診を合わせて、電話とか自宅訪

問による受診勧奨を行ってまいります。 

 いずれにしましても、自分の健康は自分で守

るという意識を市民の皆様に持っていただくこ

とが大切でございます。 

 今後とも、その意識が定着するよう、市とし

ても、積極的に取り組んでまいりたい、このよ

うに思います。 

 続いて、ヒブワクチンでございますが、私も

実は、この質問通告があって初めてヒブワクチ

ンというものを知り得ました。 

 現在、宿毛市が実施しています予防接種の情

報提供は、主に広報と乳幼児健診時に行ってお

るわけでございます。ご質問にあった乳幼児の

細菌性髄膜炎の知識提供とか、ヒブワクチンに

つきましては、これは保護者から電話や来所、

それから健診などで問い合わせがあったときに、

予防接種担当及び保健師が対応している状況で

ございます。 

 また、今後の情報提供の方法としましては、

ヒブによる細菌性髄膜炎に関する予防を含めた

情報を、広報で周知させるとともに、乳幼児健

診においても、予防接種担当が直接、保護者に、

いわゆる定期接種、ポリオ、三種混合、二種混

合とか、いろいろな定期接種がございますが、

それの有無の確認、それから受診勧奨をしてい

ることから、今後も定期接種の受診勧奨もあわ

せて、問い合わせに対応してまいりたいと、こ

のように考えております。 

 現在、宿毛市でヒブワクチンの接種を実施し

ている医療機関は、小児外来を持つ２機関でご

ざいます。保護者から予防接種の要望があった

ときに、ワクチンを取り寄せて接種をするとい

う状況でございまして、接種までに約１カ月近

くかかるという状況です。 
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 また、ワクチンが非常に手に入りにくいこと

から、希望者全員に接種できる状況が、現在、

ございません。国や県も、公費負担助成につい

ては、今のところ、市町村の裁量に任せている

というふうな現状でございます。 

 今後、国内におけるヒブワクチンの予防接種

の有用性、またワクチン入手の確実性が、国に

おいて認められ、定期予防接種と同様に実施す

る必要があるというふうに、私自身は思ってお

りますので、またこの公費助成についても、国、

県へも要望してまいりたいと、このようなこと

も考えております。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） ２番岡﨑利久君。 

○２番（岡﨑利久君） それでは、２番、再質

問をいたします。 

 まず、健康診査の実施についてですけれども、

今、説明を受けました。 

 平成２０年度の健康診査の受診率が２３．１

パーセントだとお聞きをいたしました。平成２

４年度の目標数値が６５パーセントということ

で、まだまだ受診率を上げる必要性があるとい

うことでお答えいただきましたので、ことし、

平成２１年度はこの２３．１パーセントの受診

率が、それ以上、３０パーセント、もしくは４

０パーセントになるような努力をしていただき

たい、そのように思っております。 

 次に、がん検診についてですけれども、本市

では、先ほど説明がありました胃がん、大腸が

ん、子宮がん、乳がん、肺がんの５つのがん検

診を実施しております。平成１９年度と２０年

度とを比較すると、大腸がんのみの受診率がふ

え、その他の胃がん、子宮がん、乳がん、肺が

んについては、受診率が減っておりますが、そ

の理由がわかればお教え願いたいと思います。 

 次に、平成２１年４月１日より、女性特有の

がん検診推進事業が実施されると、先ほど、市

長の方からご説明がありましたが、本市として

も、９月以降に実施をされる予定であるとは思

いますけれども、本市において、乳がん検診対

象者人数と、子宮頸がん検診対象人数者をお伺

いいたします。 

 また、目標の受診率について、あわせて、わ

かればですけれども、お教え願いたいと思って

おります。 

 次に、ヒブワクチンについてですけれども、

まず、情報提供については、順次、広報紙もし

くは乳幼児健診などでしていくということです

ので、できれば早急にお願いをしていって、広

報もできるだけ早い段階で、ヒブワクチンにつ

いて説明をしていただきたいと、そのように思

っております。 

 このヒブワクチンは、先ほど、一般質問でも

述べましたけれども、平成２０年度１２月１９

日から、国内で販売が再開されてもおります。 

 本市において、今現在、何人の方がこのヒブ

ワクチンを接種されているのか、ご存じでしょ

うか。 

 ８月末日に、市内の病院に２カ所お電話した

ところ、延べ人数が２８名の方々が接種された

とお聞きをいたしました。本市において、接種

すべき乳幼児の人数は、平成２１年８月１日現

在で８１１人いるそうですので、これにしては、

任意接種にしても少ない人数ではないだろうか

と思います。 

 多分、知らない方が多いんだと、私自身認識

をしておりますので、この現状をも含めて、早

めに対応をしていただきたい、そのように思っ

ております。 

 あと１つ提案ですけれども、本市では、乳児

家庭全戸訪問事業として、生後４カ月までの乳

児のいるすべての家庭を、担当の保健師さんが

訪問をしてくれます。その訪問の機会に、ヒブ

ワクチンに関する情報を提供できるかと思いま
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すが、市長のお考えをお伺いいたします。 

 次に、ヒブワクチンの公費負担、助成につい

てですけれども、現在、全国２カ所で全額助成

をしている自治体がございます。 

 １つ目は、北海道の幌加内町です。 

 幌加内町では、ゼロ歳から５歳未満までを対

象に、全額助成をしております。 

 ２つ目は、鹿児島県の伊佐市です。 

 伊佐市では、対象年齢を生後３カ月から３歳

未満で、三種混合と同時接種したときのみ、全

額助成をしております。 

 また、一部助成をしている自治体もあります。 

 それで、いろいろな自治体の取り組みを聞い

ていただいて、そしてまた担当課と検討してい

ただく中で、本市の独自の助成制度を構築して

いただきたいと思いますが、再度、市長にお伺

いをいたしたいと思います。 

 以上で２回目の質問を終わります。 

○議長（寺田公一君） 市長。 

○市長（中西清二君） 市長、岡﨑利久議員の

再質問にお答えをいたします。 

 健診の受診率でございます。これ、本当に広

報を皆さんに意識を持ってもらわなきゃいけな

い、これが一番でございます。 

 我々も受診率を高めるための努力は、今後と

も引き続いてやってまいりたいというふうに思

います。 

 それから、がんの検診の数値の関係でござい

ますが、それは後で保健介護課長の方から説明

をさせます。 

 それから、ヒブワクチンの関係の再質問でご

ざいますが、当市の保健師が生後４カ月までに、

全出生児を対象に、訪問活動は実施しておるわ

けでございますが、保健師が実施する乳児訪問

では、母子の健康、安全を第一に考えまして、

子育て支援に関する情報提供等を行うとともに、

親子の心身の状況とか、養育環境等の把握や助

言を行いまして、支援が必要な家庭に対しては、

適切なサービス提供につなげることを目的に実

施しておるわけでございます。 

 保健師が自宅へ訪問することによって、直接、

保護者と会ってお話をできることから、今後、

情報提供の手段の１つとして、活用してまいる

ことにいたします。 

 そしてまた、公費助成でございます。お話を

伺ってまして、私自身も、これは、先ほど国や

県へという話もしたわけでございますが、やは

り病気予防、それから命を助けるということの

観点からすれば、財政的なことばっかり言って

もいられないだろうというふうなことで、この

公費投資での助成ということにつきましては、

このヒブワクチンに関する知識も、我々もさら

に高めて、その上で、早いうちに、前向きに検

討させていただければありがたいというふうに

思います。 

 財政的なことを余り言いたくはないんですが、

その辺も加味しながら、できればこの公費助成、

宿毛市としての公費助成を前向きにやっていき

たいというふうに考えます。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） 保健介護課長。 

○保健介護課長（三本義男君） 保健介護課長、

２番、岡﨑利久議員の再質問にお答えいたしま

す。 

 女性特有のがん検診の事業における対象者で

ございますが、乳がん検診の対象者は８４６名、

子宮がん検診対象者は５５６名となっておりま

す。 

 対象者全員に無料クーポン券及び健康手帳を、

１０月上旬に個別送付いたしますので、これか

らお手元に届いた際には、ぜひこの機会に受診

していただきますよう、お願いいたします。 

 これの目標受診率につきましては、国はがん

対策推進基本計画において受診率を５０パーセ
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ント以上とする、非常に高い目標値を掲げてお

ります。 

 宿毛市におきましても、その目標値に向けて、

１人でも多くの方に受診していただきますよう、

取り組んでまいりますので、よろしくお願いい

たします。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） ２番岡﨑利久君。 

○２番（岡﨑利久君） 今、担当課長から詳し

い説明をいただきました。 

 乳がん検診、子宮がん検診、女性特有のがん

検診事業でございますけれども、国の目標値が

５０パーセントということで、なかなか高いハ

ードルではございますが、いろいろな工夫をし

ていただきまして、少しでも多くの方々が無料

で受けれる機会ですので、受けていただくよう

に努力をしていただきたい、そのように思って

おります。 

 また、市長からは、ヒブワクチンに関しては、

大変前向きな発言をいただきましたので、よろ

しくお願いをいたしまして、私の一般質問を終

わりたいと思います。 

 ありがとうございました。 

○議長（寺田公一君） おはかりいたします。 

 本日の会議はこの程度にとどめ、延会したい

と思います。 

 これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本日はこれにて延会することに決し

ました。 

 本日は、これにて延会いたします。 

午後 ３時２４分 延会 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時００分 開議 

○議長（寺田公一君） これより本日の会議を

開きます。 

 日程第１「一般質問」を行います。 

 順次発言を許します。 

 ５番浅木 敏君。 

○５番（浅木 敏君） おはようございます。

５番議員の浅木です。これから一般質問をいた

します。 

 中身に入ります前に、多くの国民が待ち望ん

でいた衆議院選挙は、やっと先月３０日に実施

されました。結果、政府与党が歴史的な大敗を

喫し、今月１６日に開会される特別国会では、

民主党を中心とする政府になることが濃厚であ

ります。 

 我が党は、これまでの政府が進めてきた大企

業やアメリカ政府言いなりで、国民に犠牲を強

いる構造改革路線に対して、国会や地方議会で

論戦し、私も日本共産党の議員として、市民生

活を守る立場から、この議会で質問を重ねてき

ました。 

 日本共産党の自公政権を退場させ、政治の中

身を変えようとの訴えは、ある程度、国民に支

持されたと判断しております。 

 私は、国民が下したこの審判結果を、日本の

政治が前向きに進む一歩として歓迎するもので

あります。歴史の歯車が大きく動き始めた中で、

新政権に対しては、よい政策には積極的に協力

し、悪い政策には反対し、国民の暮らしを守る

防波堤として、建設的野党の立場で国会や地方

政治に取り組む決意を明らかにし、質問通告に

従い、質問の中身に入っていきます。 

 まず、１番目、市長の政治姿勢について、次

の２点を質問いたします。 

 １、インフルエンザ対策について。 

 きのうも議論されましたが、今、新型インフ

ルエンザが世界的に大流行を初め、ＷＨＯ世界

保健機構は警戒レベルを最高のフェーズ６に引

き上げ、今月後半には各国に第２波への備えを

講じるよう、勧告を出しました。 

 国内でも感染が広がり始め、既に１０人を超

える人が犠牲となり、高知でも今月２日、初め

て死者が出ました。 

 カナダやメキシコなどで新型インフルエンザ

が多発し始めた情報を得ながらも、我が国では

簡単に感染が拡大してしまいました。これは、

外国からの入国者の検査をする検疫官をわずか

３５８人に減らし、検疫が十分でなくなってい

ることが大きな要因と思います。 

 ２００３年のＳＡＲＳの流行のときに、我が

党の求めで２０人ふやしたものの、また減らし

たため、検疫業務が人手不足となっています。

検疫官の確保と万全な検疫は、水際でウイルス

を食いとめるためには、どうしても必要なこと

であります。 

 また、インフルエンザなど感染症に対して、

地域の最前線で対策や活動をするのが保健所で

ありますが、これも１９９６年には、全国で８

４５カ所あったものを、３３５カ所も減らして

しまいました。 

 このため、地域住民の健康診断や衛生検査等

の住民サービスは切り下げられました。そして、

今度の新型インフルエンザに対する発熱相談セ

ンターも、保健師不足で相談電話がつながらず、

機能しない事態も生まれています。保健師を確

保し、地域住民の健康を守るとりでの保健所を

充実することは、新政権の重要な任務と言えま

す。 

 今、流行中の新型インフルエンザの致死率は

０．５パーセントと推定されていますが、これ

は通常の季節性インフルエンザの５倍に当たり

ます。 

 先月２８日、厚生労働省が発表した試算では、
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最高で１日７６万人の患者が発生し、入院者も

４万６，４００人になるとしています。 

 しかし、これまでの政府が医療改革と称して、

一般の入院病床とともに、感染症の入院病床も

４年前の１万３，９６７から約３，４００も減

らしたため、患者が入院できないことにもなり

かねません。 

 こうしたことから、これまでの国の政治が、

感染症の危機管理対策がほとんどできていなか

ったことが明らかになりました。今後、早急に

国民の健康と命を守ることを優先する政治体制

が必要となります。 

 こうした状況のもと、まず、宿毛市長にお尋

ねします。 

 まず、１番目に、国、県、市の対策の概要、

これはどうなっているか。 

 そしてまた、市民の周知徹底についての効果

的対策、これについてお尋ねいたします。 

 ２番目に、医療機関の診療体制が、市民要望

にこたえられるものになっているかどうか。 

 その１番目として、都道府県の流行状況で、

高知県は６番目に高い数字となっており、特別

な警戒が必要と思われます。 

 宿毛市で感染が広がり出した場合に、病院の

診療体制の維持、医師や看護師など医療スタッ

フの確保はできるのか。特に、一般患者とイン

フルエンザ被疑者の診察室を分ける、トリアー

ジ外来を始めると、受付も含めて七、八人の医

療スタッフが必要となるようであります。行政

としての支援をどのように考えているのか、お

示しください。 

 ２番目に、感染の拡大防止のためには、医療

機関が迅速で丁寧な対応をする必要があります。

インフルエンザの疑いがある患者には、すぐに

検査をし、陽性反応があれば入院など、感染を

拡大させないようにしなくてはなりません。 

 この点で、先月２７日の午後、幡多けんみん

病院がインフルエンザの疑いがあり、検査を要

すと記した開業医の紹介状を持参した高熱の患

者に対して、外来の受付時間外を理由に診察を

断る不適切と思われる対応がありました。 

 その患者は、すぐ愛媛県立南宇和病院に行き、

診察と検査をしてもらいました。結果は陰性で、

感染拡大などの心配はありませんでしたが、市

民の中で、幡多けんみん病院の対応に疑問の声

があがっています。 

 宿毛市としても、市民の要望にこたえる病院

経営を求めるべきではないか、お尋ねします。 

 ２番目に、予防と治療に必要なワクチンやサ

ージマスク、検査のためのインフルエンザ迅速

簡易キットや医薬品、人工呼吸器など、医療機

材が不足する可能性が報道されております。 

 宿毛市において、今後の非常事態に不足する

おそれはないのかについて、お尋ねします。 

 ３番目に、今、国民健康保険料の滞納者に対

して、国民健康保険証を取り上げ、資格証明書

を発行しています。 

 宿毛市は、県下でも国保証取り上げが高率と

なっています。 

 国保料滞納者の多くは、生活困難者であり、

病気になっても医療費が払えないため、病院に

行かない傾向が統計上明らかになっています。 

 こうした生活困難者がインフルエンザになり、

我慢しているうちに病状はさらに悪化、生命の

危険にもさらされます。 

 また、家族や患者の行動範囲に、感染を拡大

することにもなります。 

 日本共産党は、これまで保険証の取り上げが

不当である、改善することを国会や県議会、そ

して宿毛市議会でも求めてきたところでありま

す。 

 もはや払えない人の自己責任ではなく、すべ

ての国民が安心して医療を受けることができる

ようにすることが、社会を守る上でも重要であ
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ることも明らかとなりました。 

 直ちに国保証を取り上げられている人に、国

保証を渡すよう求めるものであります。 

 また、５月１８日付で厚生労働省が出した新

型インフルエンザにかかわる発熱外来患者の受

診時における被保険者資格証明書の取り扱いに

ついてを、市民に周知徹底することについて、

市長のお考えをお聞きします。 

 次に、大きな２番目として、県道宿毛城辺線

の冠水対策について、お尋ねします。 

 この１番目で、この対策の進捗状況はどうな

っているのか、お聞きします。 

 この道路は、もとの県立宿毛病院から貝塚橋

を経由して西地域に延びる県道７号線でありま

す。沿線には、昔から住んでいる人々に加え、

港南台、西町、自由ヶ丘、四季の丘など、住宅

団地がつくられ、ますますこの道路の利用者が

増大しております。 

 ところが、この道路は、台風等による大雨の

たびごとに、何カ所も路面に水があがり、深い

ところでは７０ないし８０センチも水没し、通

行が危険なため、通行どめが繰り返されている

ことはご承知のとおりであります。 

 今年も８月に台風９号の影響で冠水した道路

を通行中の車が、橋から転落しそうになりまし

た。かろうじて転落を免れましたが、増水、氾

濫した与市明川に転落し、水没すれば死亡事故

になっていたと、そういう可能性があります。 

 この道路の冠水対策については、私が１５年

の９月議会と１６年の６月議会で改善を求め、

また、中平議員も一般質問をしております。 

 私の質問に対して、市長から、宿毛市の重点

事業として、緊急かつ重大課題として、県に要

望する。早期完成に向けて、取り組みを県に働

きかけるという趣旨の答弁をいただきました。 

 あれから丸５年が経過し、県知事も橋本県政

から尾崎県政にかわりました。宿毛市民の暮ら

しと命にかかわる問題が、長期に改善されない

ままになっています。宿毛市としての考え方と、

県のその後の対応がどうなっているのかお尋ね

します。 

 ２番目に、この問題での抜本的対策について、

再度お尋ねします。 

 １、与市明川の河川改修は、平成１７年度か

ら中止されたままとなっています。平成１５年

の私の質問に対して、当時の市長は、与市明川

の水を自然に海に流す改良工事が完全に終わっ

た後で、内水、排水ポンプをどうするかだと、

河川改修工事が順調に進むような答弁でした。 

 また、１６年の議会では、中西市長から、県

が河口を含めた、改修計画の見直しを行ってい

ると答弁がありました。 

 しかし、この改修計画の見直しはどうなった

のでしょう。今後、与市明川が改修される展望

があるのかないのか、見通しをお示し願いたい。 

 ２番目に、満潮時には海水面が河口より高く

なるので、与市明川河口に強力な排水ポンプを

設置することを求める声も多くあります。 

 平成１５年の市議会で、増水時の与市明川の

流量が毎秒７０トンとみなすと、これをすべて

排水するには２００億円のポンプが必要だとの

答弁もありました。 

 しかし、１８年の市議会では、毎秒３０トン

の排水能力のポンプであれば３０億円くらいで

設置できるとの答弁もされています。 

 私は、まず、３０トンのポンプを設置してみ

て、それでも排水できないようであれば、３０

トンをもう１台増設というのも考えられると思

います。 

 排水ポンプの一日も早い設置に、どう取り組

むのか、市長のお考えをお聞きします。 

 ３番目に、緊急の安全対策についてお尋ねし

ます。 

 道路冠水時の安全管理の対応に、心配な面が
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あり、お聞きします。 

 ８月９日の早朝に、道路が冠水しているとの

情報を受け、私も現地へ行きました。もう大変

な水かさの中を、大きな車が通過すると、あお

られた泥水が民家へ押し寄せていました。 

 また、既に先ほど紹介した車の事故も発生し

ていました。 

 こんな状態のときには、通行どめにするべき

だとの意見も聞きます。 

 通行どめなど、安全対策がどうなっているの

か、お尋ねします。 

 また、増水時に、人や車が、川や側溝へ転落

しないよう、転落防止柵の設置を求めるべきで

はないか、お聞きします。 

 深い泥水で路面が見えない中を、人や車が通

行しています。路肩の目印として、また転落防

止策として、路面冠水し、転落のおそれのある

ところには、柵が必要だと思いますが、市長の

お考えをお聞きします。 

 大きな２番目で、選挙管理業務について、選

挙管理委員長にお尋ねします。 

 選挙管理委員会の皆様には、今年の大仕事、

衆議院選挙の取り組み、お疲れさまでした。い

つ解散があるかわからない緊張した日々が続き

ましたが、去る８月３０日に投開票が終了しま

した。 

 この業務の中で、残念ながらマスコミにも報

道されたように、宿毛市選管のミスが発生しま

した。 

 外国では、選挙の執行をめぐって不正問題が

たびたび報道されています。しかし、民主主義

が一定成熟した我が国では、そんな大問題は発

生しておりませんが、これから民主主義をさら

に発展させる基本としても、基本ともなる選挙

の進め方について提起させていただきます。 

 まず１番目に、今回の選挙における不在者投

票事務のミスと、開票所への投票箱を搬入して

いなかったことについて、その原因と今後の防

止策についてご説明願いたい。 

 ２番目に、公設掲示板への番号表示について、

お聞きをします。 

 今回の選挙区選挙における公設掲示板は３０

０カ所で、選管からいただいた資料には、掲示

板の設置場所と市内地図が添付されていました。 

 私が、今回提起したいのは、設置場所に記し

た３００番までの資料に合わせて、掲示板の片

隅にも番号を書くことはできないかということ

であります。 

 これまでの選挙では、大風で掲示板が倒れた

り、掲示ポスターがはがされたりする事件や、

事故が発生しています。 

 こうしたときの通報や、公示日のポスター掲

示作業には、番号表示があれば非常にスムーズ

に進められます。ぜひともご検討願いたい。 

 ３番目に、選挙公報の配布について、お尋ね

します。 

 各戸に配られる選挙公報は、有権者が投票先

を決める参考資料、政治選択の判断材料として、

その役割を発揮しています。 

 この公報は、選管の責任において、全戸にく

まなく配布されているものと思っていました。 

 しかし、時々、選挙公報が届いていないとい

う訴えを聞くことがあります。その地区の区に

加入できていない人。借りた家や部屋に住んで

いる人に届いていない傾向があるようです。 

 選挙管理委員会として、全戸へ配布する意義

と、対策をどのように考えているのか、お尋ね

します。 

 次に、教育行政について、教育長にお尋ねし

ます。 

 １、学校給食センター調理部門の民間委託に

ついて、お尋ねします。 

 その１番目に、宿毛市教育委員会は、学校給

食センターの調理部門を民間委託にしようとし
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ていますが、これは学校給食法第２条に定める

学校給食の目標と、これまでの政府通達に反す

るものであり、委託の強行には、日本共産党は

断固反対するものであります。 

 仮にもこれを実施するものであれば、市民の

中で十分な議論を尽くし、市民の大多数の賛同

を得る必要があります。 

 今、宿毛市民の多くは、民間委託になった場

合のメリットもデメリットも知らされていない

状態だと思います。 

 私は、市民の中で、十分議論を尽くすべきだ

と思いますが、まずこの点について、教育長の

お考えをお尋ねします。 

 次に、委託で実施する内容の問題について、

お尋ねします。 

 その１番目として、今、学校給食調理部門の

委託について、偽装請負の指摘を受け、また労

働局から職安法に照らして違反の疑いがあると

指摘されたところもあります。 

 市が食材を提供し、市の調理施設で県の栄養

士が調理人に直接指示や命令する委託は、偽装

請負に該当するようであります。 

 宿毛市が進めようとしている委託が、法令違

反になるのかならないのか、委託内容の詳細を、

この場で明らかにしていただきたい。 

 ２番目に、きのうの質問で、調理した給食で

食中毒などの事故が発生した場合の責任は、教

育委員会にあると答弁をされましたが、調理室

内で事故が発生した場合の責任は、どうなるか

明らかにしていただきたい。 

 最後に、今、官製ワーキングプアという言葉

を多く聞くようになりました。国や地方自治体

が公務員を減らし、公の仕事を臨時職員や請け

負い、あるいは委託等にして、公の仕事であり

ながら、低賃金、低労働条件で働かすことであ

ります。 

 こうした事態を避けるために、自治体は、委

託などを契約する場合に、公の施設で働く労働

者の労働条件や、保険などを定めた関係法規を

守る義務を明確にし、業者に遵守させる必要が

あります。 

 既に各地の自治体で取り組まれていますが、

今、進められようとしている調理の委託は、こ

の点がどうなるのかお尋ねして、１回目の質問

を終わります。 

○議長（寺田公一君） 市長。 

○市長（中西清二君） 市長、浅木議員の一般

質問にお答えをいたします。 

 まず、１つ目は、新型インフルエンザ対策で

ございますが、先日も野々下議員の質問にもお

答えしているわけでございます。 

 現時点、国の現時点での新型インフルエンザ

に対する方策、それを受けての県の対応。そし

てまた、市としてということでございます。 

 重複はちょっと避けたいと思いますが、市と

しましても、対策本部を設置する中で、県等の

関係機関と連携を図りながら、感染対応に取り

組んでいるところでございます。 

 市民等への周知でございますけど、これ、厚

生労働大臣が緊急に記者会見をしたり、選挙後

もいろいろ会見したりしておられますが、国民

に感染防止策の徹底を訴えておるところでござ

います。 

 それから、これがテレビとか新聞等でも、連

日、報道されております。各地の感染状況、そ

れから感染に対する予防策なんかも報道されて

おりまして、やはり市民の方々も新聞を見る、

そしてまたテレビを見るといったことで、目に

も耳にも入っているんではないかなというふう

なことは思っております。 

 心構えと言いますか、きのうも申しましたよ

うに、やはりうがい、手洗いをする。そしてま

た、エチケットとしてマスクをしていくという

ふうなことを、まず基本的にやってほしいとい
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うことでございますので、我々も市の広報等で、

これからも周知に努めてまいらなきゃいけない

というふうに思っております。 

 それから、あと、市の医療体制の関係でござ

いますが、これ、医療機関における物品等、治

療に必要な物品等が不足しないようなこと。ま

た、今、ワクチンが、報道もされてますように、

今、足りないんじゃないかというふうな報道も

されております。これは、我々にとっても、何

ともならない問題でございまして、製造が市で

やるわけにいきませんので、これだけは製薬会

社に任せなきゃいけない。 

 先日も、報道で、だれを先に、だれから先に

ワクチンを投与していくかというふうな報道も

なされておりました。 

 そんなことで、我々としては、国とか、いわ

ゆる国というよりも県ですね。県と協議をしな

がら、この体制をつくっていかなきゃいけない

かなと。遺漏があってはなりませんので、病気

になって、インフルエンザにかかって、そのワ

クチンの投与もできないというふうなことじゃ

困りますので、そういったものについては、や

はり国や県と協議をしながら、この予防対策、

感染対策に努めていかなければならない。 

 ベッドの問題もありますが、これ医療機関で

ございますから、市内のどれだけのベッドが使

えるか。これはまだ空きベッド、いろいろ既往

症の病気の方もございますので、この人を出て

行けというわけにいきません。そういった問題

で、たくさんの方が感染されたらどうしていく

かということについても、これ、対策は練って

おかなきゃいけない。 

 県との、こういうことは、協議についてもし

ていきたいというふうなことは思っております。 

 それから、幡多けんみん病院で不都合があっ

たということでございまして、お聞きしました。

これ、県に対して申し入れろというふうなこと

だろうと思いますけれども、この不都合があっ

た、紹介状を持って行っても、あしたに回され

たとかいうふうなことがあって、このことで県

の方に、私どもも聞きましたら、今回の事案を

受けまして、受付時間外に来院しまして、紹介

状を持っている人については、医師または看護

婦がすべてそこの、事前にきちんと検証した上

で、ちゃんと診療を受けられるようにするとい

うふうな、けんみん病院としてのマニュアルを

改正したということでございます。 

 医療機関でございますから、患者にとってみ

れば、やっぱりこれ、本当に急いで診てもらい

たいという切実な気持ちがあってのことでござ

いますから、それにやっぱりこたえていくのが

病院の、また余計、その公立の病院でございま

すから、そういったところにこたえていただか

なきゃいけないというのは当然でございます。 

 そういったことで、県の方に確認しましたら、

そういう改善を図りましたということでござい

ます。 

 それから、次に、浅木さんから、前からもず

っと資格証明書のことでは、いろいろと質問も

受けているわけでございます。 

 これは、我々としても、どうしても法律にの

っとった形で物事を進めていかなきゃいけない

ということがございますから、共産党さんの言

っていることと、我々行政のやっていることで

の違いはあるかもしれませんけれども、これは

決められた、我々、規則に従ってやっていかざ

るを得ない状況なんで、これはご理解も、一定、

願いたいと思いますが。 

 今回、資格証明書を交付されている被保険者

の方が、新型インフルエンザの発症の疑いで病

院を受診する場合について、市民の健康を守る、

それから、感染拡大の防止等の見地から、この

資格証明書を、通常の被保険者証とみなして受

診できるような措置と、その対象者の方々への
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周知についてでございますが、この件につきま

しては、本年５月に新型インフルエンザが猛威

を振るった際に、国民健康保険被保険者証、保

険者資格証明書が交付されている被保険者につ

いて、そういう先ほどの観点から、市役所を経

由せずに、資格証明書をもって発熱外来を受診

する場合は、通常の被保険者とみなして取り扱

うことが、厚生労働省の通知によりまして全国

に徹底されました。 

 現在も、その通知は有効とのことでございま

すが、先ほどの新型インフルエンザが弱毒性の

ウイルス、いわゆる季節性のインフルエンザと

そう変わりないということが判明したことを機

会にして、全国的にそうでございますが、高知

県においても、７月末をもって発熱外来が閉鎖

されております。 

 先ほど申しました発熱外来を受診する場合は、

通常の被保険者と。今回、７月末にもって発熱

外来が閉鎖されて、一般の医療機関でこういっ

たウイルス関係の、インフルエンザ関係の受診

ができるようになりまして、実質的には、さき

の通知の効力がなくなったんではないか。発熱

外来に行くから、そこで一般の資格証明書を持

ってても、通常の被保険者とみなされてたとい

うことでございます。 

 当市におきましても、唯一、発熱外来を設置

しておりましたのが幡多けんみん病院でござい

ますが、現在はこれを閉鎖しております。 

 現在の状況としましては、資格証明書の被保

険者が新型インフルエンザの疑いで病院にかか

っても、一度は１０割負担をしていただくこと

になるということでございます。 

 ただし、新型インフルエンザの疑いのある資

格証明書の被保険者については、市民課に問い

合わせていただきたいと思います。そうしても

らえれば、緊急の措置としまして、短期の保険

証を発行することは、我々保険者の裁量という

ことで、可能であります。そういうことを申し

上げておきたいと思います。 

 それから、資格証明書の対象者への周知方法

で、こういったことの周知方法でございまして

は、つきましては、市広報への掲載等で周知を

検討してまいりたいと、このように考えており

ます。 

 次に、県道宿毛城辺線の冠水対策でございま

す。これはもう、私どももずっと重要事項、課

題の１つとして、管理者である県の方へ、幾度

となく行っております。 

 この間、８月にも行ってまいりました。土木

部長が会っていただきまして、これを早く、早

期に解消していただきたいということで、我々

としては、県管理河川、毎年、洪水出るんです

よということも申し上げておりまして、先ほど

もそういう被害が出ました。 

 そういうことで、決して、我々さぼっている

わけではなくて、また、県も少し、ちょっと手

をこまねいている部分があるということです。 

 与市明川の護岸を整備しますと、護岸を高く

しなきゃいけない。そうすると、脇から入って

くる水がまた入って来れなくなる。そしてまた、

あそこの河口の付近については、フラップゲー

トになっておりますから、干潮のときしか水が

出て行かない。満潮になりましたら、一切出て

行かないということでございまして、現在、あ

れはポンプ、５トンのポンプしかありません。

それは湛水防除のポンプですから、我々として

も、８０トンのポンプが全体の流量の中では要

るけど、やはりこれ、２０トンでもいい、３０

トンでもいいから、お金がそれほどかからない

ポンプで、５トンではもたないんだということ

をずっと言ってきておりまして、できるだけ早

く、２０トンでもいいからやってくれというふ

うなことを申し上げてきておるわけでございま

すけど、なかなか県の方の動きが、まだまだ悪
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い状況でございまして、改修計画も立案すると

言いながらも、我々に、まだそういう改修計画

の示しが、提示がございません。 

 そういう状況でございまして、私どもとして

は、土木の所長がかわるたび、また県の方の土

木にも毎年行っておりまして、そういう、本当

に住民の生活を脅かされているんだということ

を申し上げてきております。 

 そういう状況でございますので、我々、市と

して与市明川への、与市明川の改修計画、これ

を早く提示していただきたいと。決して財政的

な問題を、県の方も言っているわけではござい

ませんで、少し工法的にどうやったらいいか、

悩んでいる部分があったりして、それで土木部

長が人事でかわったりすると、そういうふうな

状況が続いているというふうに、私は見ている

わけでございます。 

 知事にも、この面では会ってきまして、具体

的なことはまだ決定しておりませんが、今まで

と違って、知事も非常に乗り気と言いますか、

積極的なお答えをいただいておりますので、少

しは展望が開けてくるかなというふうなことを

思っておるわけでございます。 

 今後につきましても、粘り強くこれは陳情要

請活動をしてまいりたいというふうに思ってお

るところでございます。 

 それから、先だって、ボックスカルバートの

ところで、路面冠水の安全対策でございます。

これも県道であり、河川管理者は県でございま

すので、建設課の方で県の土木事務所と言いま

すか、宿毛事務所ですね、ここに確認したとこ

ろによりますと、冠水時においての通行どめを

する基準。例えば、路面から何センチ水が上が

ったとかいうのは定めていないそうでございま

す。 

 近々の気象情報とか、県が定めた水防計画書

の異常気象時の緊急連絡方法によって、職員が

現場に急行しまして、その状況を適宜判断して、

通行止めなんかの措置をとっているということ

を聞いております。 

 それから、ゲリラ豪雨なんかにおける夜間休

日の対応としては、道路の管理を委託している

業者がおるそうでございまして、ここと連携し

ながら、交通安全対策に努めるということでご

ざいます。 

 それから、錦川にかかっていますのは、先ほ

ど申しました、橋梁ではなくて、ボックスカル

バートということで、丸いコンクリート、丸い

じゃくて四角いコンクリートの抜けるようなや

つですが、これ、下流側にはガードレールもな

くて、本当に危険でございます。 

 そんなところで、こういったところには防護

柵の設置については、県の宿毛事務所には申し

入れをしております。 

 車が、この間ぶつかって、水道の方も噴き出

したということの被害が、こちらも被害者にな

っておりますので、その時も、住民の方に水道

の水がちょっと濁って、ご迷惑をおかけしたと

いうことでございますから、我々としても、ぜ

ひこの災害時の対応というものを、県も本当に

親身になってやっていただきたいということを、

ずっと申し上げてきておりますし、本当に実行

していただきたいというふうなことを思ってい

るわけでございます。 

 今後も、そういった形で、安全を守りたいと

いうことで対処してまいりたいと、このように

思います。 

 以上です。 

○議長（寺田公一君） 選挙管理委員会委員

長。 

○選挙管理委員会委員長（西尾 諭君） 選挙

管理委員会委員長、５番、浅木議員の一般質問

にお答えする前に、８月３０日の選挙の執行に

つきまして、有権者を初め、多くの皆様にご迷
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惑をおかけいたしました。この場をお借りいた

しまして、おわびを申し上げます。 

 申しわけありませんでした。 

 それでは、議員のご質問にお答えをいたしま

す。 

衆議院議員総選挙で起こりました選挙事務のミ

スの原因につきましてでございます。 

 この原因につきましては、チェックが十分に

果たせていなかったこと。チェックリストが不

備であったことが、大きな要因であったと、深

く反省をしております。 

 具体的には、１点目の今回の問題となりまし

た不在者投票用紙の送付でありますが、滞在地

の有権者からの請求に対し、投票用紙を滞在地

へ送付すべきところ、現住所へ送付したミスで

あります。 

 事務の手順といたしましては、まず、受付と

送付準備を１人の職員が行い、他の職員２名で

郵送前のチェックをした後、送付したものであ

ります。 

 二重のチェックをしていたにもかかわらず、

機能しなかったために起こったものであります。 

 ２点目の期日前投票の投票箱の送致ミスにつ

きましては、前日の２９日に期日前投票が終了

し、選挙委員会事務局で保管し、投票日当日、

開票所へ送致すべきところを、基本的なミスで

送致忘れとなったものであります。 

 また、開票所での受領のチェック表に期日前

の欄がなく、チェックができなかったものであ

ります。 

 今後の対応、防止策でありますが、不在者投

票の件につきましては、チェックの重要性を再

認識させ、確実にチェックを行い、再発防止に

取り組んでまいります。 

 期日前投票の件につきましては、送致責任者

を決め、また、開票所でのチェックリストに期

日前投票箱の欄を設け、チェックを確実に行い、

二度と同じ過ちを行わないよう、再発防止に取

り組んでまいります。 

 次に、ポスター掲示場への番号表示はできな

いかとのご質問であります。 

 これまで、ポスター掲示場の設置に当たって、

掲示板自体に番号をつけたことはなく、関係者

の皆さんにはポスター掲示場、設置場所一覧表

の中で示し、設置場所の地図もお渡ししている

のが現状であります。 

 メリット、デメリットや、また近隣の市町村

の設置状況も調査してみたいと考えております。 

 次に、選挙公報の配布についてのご質問であ

りますが、当市の場合は、地区長さんにお世話

になり、配布をしていただいております。 

 しかし、地区に加入をされていない方もおら

れ、一部に選挙公報が有権者のお宅に届かない

という苦情があるのも事実であります。 

 選挙公報は、候補者や政党などが選挙に当た

っての政策等を伝える大事なものでありますの

で、可能な限り、全家庭に選挙公報が配布でき

るよう、努めていかなければならないと考えて

おります。 

 今後において、どのような方法が一番よいの

か。郵便での配布も含め、検討をさせていただ

きたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（寺田公一君） 教育長。 

○教育長（岡松 泰君） 教育長、浅木議員の

一般質問にお答えをいたします。 

 まず、１点目の学校給食センター施設を民間

業者が使用することについては、問題があるの

ではないかとのご質問でありますけれども、今

回につきましては、施設を民間業者に貸し付け

をするものではありません。委託をする内容に

つきましては、議員もご指摘もありましたよう

に、調理業務についてのみの委託でございます

ので、したがって、調理師の資格を持った民間
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の方が、給食センターにおいて調理業務を行う

ことについては、問題はないものと考えており

ます。 

 ２点目、委託した後に、Ｏ１５７等の食中毒

が発生した場合、責任はどのようになるかとの

ご質問でございますけれども、このことにつき

ましては、故意または重大な過失がある場合を

除き、基本的には施設の設置者である宿毛市が

責任を負うものと考えております。 

 委託業者につきましては、文部科学省の学校

給食衛生基準に沿った調理活動をして、給食を

つくっていただき、Ｏ１５７等の食中毒が発生

をしないように、指導してまいりたいと考えて

おります。 

 第３点目の、学校給食センターの調理業務を

委託する時に、労働条件として、社会保険の加

入と、労働者をいかに守っていくかについての

ご質問がありましたが、労働者が不当な取り扱

いを受けることのないように、労働基準法等の

関係法令につきましては、使用者として厳守す

るように指導してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） ５番浅木 敏君。 

○５番（浅木 敏君） ５番、再質問をいたし

ます 

 先ほど、市長から答弁いただきましたインフ

ルエンザの件ですが、これについては、病院に

入院できない事態が発生しないように、県と綿

密な協議を行うということでございますので、

ぜひそういう面で取り組んでいただきたい。 

 けさの新聞を見ましても、やはり、各県とも、

高知県だけではないかもわからんですが、まだ

まだ受入態勢が確認されていないというふうに

聞いております。 

 多くの患者が発生したら行き先ない、これで

はどうもならんと思いますので、行政の責任あ

る対応、これを今後、確立していただきたい、

このように思います。 

 これは再答弁を求めません。 

 それから、けんみん病院の対応の問題でござ

いますが、これ、市の方からも問い合わせをし

ていただいたようでありますが、やはり、今、

こういう非常に重大な事態という中で、けんみ

ん病院の対応は、非常に不十分だったと。 

 病院事務局の方でも、不手際であったという

ことで、ミスは認めてもらっておりますので、

多くを何するつもりもありませんが、やはりこ

ういった事態については、早期に解決していく。

今、お話のありました方向で、マニュアルを改

正するということですので、それで了解します。 

 なお、私はこの問題、別にけんみん病院、職

員の皆さんがけしからんということで言うたわ

けではないわけです。 

 今、この間の新聞にもありましたように、県

の方からけんみん病院に対して、黒字にせえ、

収入を上げ、いろんな形で圧力がかかっていま

す。 

 この問題について、医者の方は、それほど言

われるならやめるというようなことを言ったと

かいうような記事もあったわけです。それぞれ

医師、看護師を初め、医療スタッフの方は頑張

っている。 

 私も４年前に入院いたしまして、これほど勤

務して大変だなと、実感したわけでございます。 

 そういう面で、皆さんは頑張っていると思い

ますが、県の方は、収入を上げるために、いろ

んな形で圧力をかけているように、私には見え

るわけです。今度の場合も、一番大事な受付、

来た人の状況を聞いて判断せないかんところを、

委託にしているわけです。民間会社にしている

わけです。 

 こういったところから、委託と病院側との連

携が十分でなかった。また、不慣れな人がやっ

ていたというようなことも考えられるわけでご
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ざいます。 

 こういった面から、けんみん病院の市民要望

にこたえる経営というのは大事なわけでありま

すので、市としても、今後、もの言う機会があ

れば、それぞれ申し出てもらいたい、このよう

に思います。 

 それから、国保証の問題ですが、これについ

ては、市長、先ほどお話ありましたが、発熱外

来はやまったきに、この厚生省通達は白紙だよ

という話でありました。 

 私は、これからふえていくと。まだまだふえ

ていく。場合によっては、現在よりも毒性の強

いものになっていくという可能性も指摘されて

いるわけです。 

 それから、先ほど１回目の質問で言いました

ように、季節性のものと比べてですね。私の見

た資料では、５倍の危険性があるというふうに

見ているわけでございます。 

 そういったところから、発熱外来へ保険証の

ない人が行ったときに診る、せっかくこういう

通達を出したのに、それを白紙にしてしまって

いるとしたら、これは重大な問題ですので、１

６日以降に発生するだろう新政権が、これを改

善するような方向で求めていくなり、何しても

らいたい、このように思うわけでございます。 

 それと、資格証明書につきましては、宿毛市

は国の指示に基づいてこうやっているんだとい

うことですが、他の地方自治体では、もう資格

証明書は出さないといううふうにしているとこ

ろもあるわけです。それでも厚生労働省から、

けしからんというふうに何されているわけでは

ないわけです。 

 自治体の裁量で資格証明書を発行しないとい

うふうに決めているところもあるわけです。 

 こういった面から、それぞれの自治体が市民

に対して、どういう前向きな姿勢で取り組んで

いるかのあらわれでもあるわけです。 

 基本的には、国のやり方を、厚生労働省のや

り方を考えるべきでありますが、地方自治体は

独立した機関でございますので、それぞれ地方

自治体の判断でやっていけるようにしてもらい

たい。これについては、再度答弁をいただきた

い。 

 それから、インフルエンザの問題については、

以上にします。 

 それから、道路の問題についてですが、これ

については、先ほど、市長も努力しているとい

うことでありますが、結果として、何年たって

もできないということでございます。 

 先ほどの話の中で、知事もある一定、前向き

に考えているような答弁がございましたが、そ

ういうところを足がかりにして、早期に実施さ

れるように、さらに取り組んでいただきたい。 

 それともう１つ、当面の対策の中で、緊急連

絡先、市長の先ほどの説明いただいた中でも、

ちょっとまだ、私にはわかりにくいのは、あの

あたりの皆さんが、もう水が出てどうもならん

というときに、どこへ連絡していいのかわから

んという話も聞くわけです。 

 市の場合やったら、こういう災害等が起こる

ときには、市の方へ連絡すれば、どこかへつな

がると。ちゃんと連絡ができるわけですが、県

の道路でございますので、県のどこへ連絡した

らいいのか。また、そういう道路が冠水した、

こういう状況の中で、そういうパトロールをす

るのに、そういう対策、事故が発生しない前に

そういう対策をする、こういうことを県道の管

理として、きちっと求めてもらいたい、こう思

うわけです。 

 それから、もう１つ、冒頭の話には出してな

かったですが、平成１８年の中平議員の質問に

対して、市長は、道路のかさ上げですね、これ

も含めて検討すると。それも１つの方法だと答

弁されているわけですが、地域の皆さんの中に
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も、そういう道路をかさ上げしてもらいたいと

いう意見もあるわけです。 

 それとともに、かさ上げすることによって、

逆に問題のある人もあるというふうに聞きます

ので、こういった意見調整が、関係者の意見調

整も必要かと思いますが、こういうかさ上げ問

題について、市長は今後、どのようにしていく

のかお聞きします。 

 それから、選挙管理委員会の業務について、

答弁をいただきました。 

 私も開票立会人でございましたが、あの場で

私も、投票箱の数までチェックするべきだった

と、そういう責任いうか、ことを感じているわ

けですが、今のお話では、チェックリストの中

にもなかったと。その番号の中に、期日前投票

の箱が持ち込まれているかどうかのチェックす

るリストからも抜けておったということで、こ

れはどうなっているのかというふうに思うわけ

です。 

 こういった面は、今度、改善するということ

ですが、やはり、前にも県議選のときにミスが

ありました。 

 余りミスが続くので、ここら当たりは、今後、

引き締めて取り組んでいただきたい。 

 それから、掲示板への番号表示については、

これから調査してみるということですので、そ

れを待ちたいと思います。 

 それから、選挙公報については、先ほどお話

のありました方向で、やはり全体に届くように

する方向で検討をされると思いますので、それ

を待ちたいと思います。 

 学校給食について、教育長の方から答弁をい

ただきました。 

 その中で、やはり学校給食の目標、これはど

うかということをお話、私は提起したわけです

が、学校給食は、ただ子どもに、おなかがすく

きに御飯を食べさせといたらええという問題で

はないわけです。これは、教育の一環として、

実施しているわけです。 

 文部省の通達でも、これは今の文部科学省に

なる前の名称でございますので、栄養士がどの

ような考えで献立を作成したか、その栄養側面

について、栄養月報等を活用し、直ちに児童生

徒に伝えなさい。給食調理員が、どのように給

食をしたか、その方法、技能、苦労等を、子ど

もたちへの思いを伝えなさい。 

 給食は食教育の生きた教材であると明示した

わけです。 

 この後、食育基本法等もつくられたわけです

が、今日も給食に対するこの考え方は、変わっ

てないと思うわけです。 

 そういった面から、調理を、給食を次から次

へ委託にしていく、こういうものについては、

この本来の意味から薄れていくんじゃないかと。

遠のいていくというふうに思うわけです。 

 特に、調理委託をした場合に、栄養士と調理

場との間にはっきりした線が入るわけです。栄

養士は、それぞれの調理に、今は、場合によっ

たら、おりていってでも、こういうふうにして

ください、こう切ってくださいということまで

含めてやっているかもわからんわけですね。 

 これから先は、栄養士はそういう指導、直接

指導はできないということになってくるわけで

す。それをすると、法令にも違反するわけでご

ざいます。 

 そういった面で、栄養士は献立を立て、指示

する人。そしてまた、調理人はその指示を聞い

てつくる人、こういうふうに分断される。 

 それで果たして、子どもへの対策がとれるの

か。本当の意味での対策がとれるのか、この点

についてお示しいただきたい。 

 それともう１つ、先ほど、調理場での事故の

問題について、食中毒の問題は、きのう、松浦

議員の答弁にもありましたが、私は、例えばあ
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の中で、施設上の問題で、何か事故が発生した

という場合に、どういう責任があるのか。 

 例えば、ガスが漏れたとか、そういう施設の

問題で事故が発生した場合、どうなるのかとい

うことをお聞きしたので、その責任を、それは

一例で、ガスの問題は一例でございますが、そ

ういったときにどうするのかということを、責

任を明らかにしていただきたい。 

 それと、さっきの話では、全面的委託でない

から、施設の使用料は取らないということです

が、私の知るところでは、建物を業者に貸して、

そして調理用品ですね、台とか、そういうもの

を無償貸与してすること自体に、非常に問題が

あるという指摘を受けているというところもあ

るわけです。 

 そういうこともあって、この調理部門の委託

は、足踏み状態であって、現在も、全国でも２

２パーセント程度しか実施されてない。計画し

てはやめて、いうようなとこもあるというふう

に聞いているわけです。 

 この点で、慎重な対応が必要だと思うので、

そこらも含めて、これの実施については、そこ

らを見定めてやるべきだと。 

 私としては、こういう問題あるものについて

は、実施すべきではないと思うわけです。 

 それからもう１つ、労働条件の問題で、さっ

き提起しました官製ワーキングプア、これはも

う全国的に発生しております。 

 こういう、今の、今度の、きのうの松浦議員

への答弁でもありましたが、ほとんどの部分は

人件費を削減しなければできない、安くはなら

ないというふうに、私は考えるわけです。ほと

んどはもう、手作業の部分でございますので。 

 そういうふうな部分を引き下げると、現在の

調理員が受けているような賃金、労働条件は保

障されないんじゃないかということは、大いに

考えられるわけです。 

 そういった面から、官庁自身がこういった官

製ワーキングプア、こういうものをつくること

には問題あると。 

 なお、大阪市では、清掃作業員、こういった

方が地下鉄で、市の委託労働についているとい

うことですが、極めて低賃金のため、この人も

週７時間。１日７時間、週６日働くと、こうい

う勤務状態の中で、生活保護を申請せないかん

ようになってます。 

 実際、生活保護を申請して、生活保護は認可

されたということで、官庁の仕事を年じゅうや

りながら、生活保護も申請して受けとらないか

ん、こういう雇用状況になっているというとこ

ろもあるわけです。 

 そういった事態を、全般的につくらない。宿

毛市内でもつくらない、こういった面で、先ほ

ど、教育長が、話がありましたが、指導という

ものには限界があると思います。委託内容の中

に、こういうことを明確に書いて、労働者の労

働条件を保障さす、こういうふうにしていただ

きたい。 

 このことについての答弁を求めます。 

 以上です。 

○議長（寺田公一君） 市長。 

○市長（中西清二君） 市長、浅木議員の再質

問にお答えをいたします。 

 まず、１つありましたのは、資格証明書の発

行をやめなさいということでございますけれど

も、今、やめる考えはございません。 

 そもそも、その国民保険法によりまして、や

っぱり保険料をきちんと納めていただいた方が、

被保険者として保険証を発行しているわけでご

ざいまして、この保険税を納めていただけてな

い方に、資格証、短期の保険証を交付とか、そ

の次のステップとして、資格証明書を発行して

いるわけでございます。 

 そういったことで、資格証明書を廃止してし
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まうと、恐らく、だれもこれ払ってくれなくな

るんじゃないか。国民健康保険が成り立たない

んじゃないかなと、そういうふうなことを思っ

ておりますので。 

 だから、資格証明書を発行するまでには、市

としましては、ご本人にいろいろ通知しまして、

いろんな事情があるでしょうと。そういう事情

もお伺いしながら、払えない、所得もないとい

うふうな方々に対しては、便宜的なものをきち

っと図っておるわけでございますから、この払

えない人については、やっぱり面談をしまして、

いろんなことも聞いてみたいというふうなこと

が、我々の意図としてもあるわけでございます。 

 その上で、どうしてもこれ、緊急に病院にか

からなきゃいけないというふうな状況が判明す

れば、これは納税によらずに、保険証の使用を

求める措置もしているわけでございますので、

やはりこういった手順を踏んだ形でやっていか

ないと、なかなか保険税も払ってくれなくなる

んじゃ、だれも払わなくなるんじゃないかな、

そういうふうな危惧もございますので、よその

自治体がやっているからといって、我々として

は、資格証明書なしでやっていくというわけに

は、なかなかいけませんので、これはご容赦願

いたいと思います。ご理解も願いたいと思いま

す。 

 それから、宿毛城辺線の冠水対策でございま

すけれども、我々、県といろんな話もしてきて

おります。緊急連絡先も、県がわからないんで

あれば、市の方にも連絡していただければ、市

からも、それは県の事務所につないでおります。 

 この間もつないでおりますし、そういった形

を、県の管理だから、市の管理だとか言わない

で、市の市域でございますから、わからなけれ

ば市の方にご一報をいただければ、それで県の

事務所へ、我々としてはつなぐ予定があります

し、宿直もおりますから、土日におります。そ

ういったことで、つないでいきますので、ぜひ、

わからなければ市の方へ連絡していただければ

ありがたいというふうに思います。 

 それから、この冠水対策の１つとしての道路

のかさ上げも、私も言わせてもらいました。 

 ただ、そのかさ上げもありますけれども、今

度、道路ばっかりかさ上げしたときに、その所

有しておられる沿線の土地の方が、反対に低く

なったら、そこへなだれ込むんじゃないか、そ

ういう心配もございます。 

 だから、その場所、場所によって、どういっ

た対策が打てるのか、それも検討しなきゃいけ

ない。 

 それから、中筋川の例で、我々、発案した分

がありまして。 

 中筋川も、ゆるい勾配でございますから、あ

そこに水がたくさんたまらないのは何でかとい

うと、いわゆる河床が上がると。いわゆる土砂

が堆積し、ヨシが堆積して、それで水の入る分

量が少なくなるから、その溢れた分が、また道

路に冠水するというふうなことも考えられるん

じゃないかということで、県の土木にも言って

いきました。 

 そうすることで、最初は、そんなものはって

相手にされませんでした。 

 例えば、皆さん、頭に浮かんでほしいのは、

プールの中に土砂を半分入れてみてください。

水は溢れあがります。でも、その土砂を取り除

けば、今度は水は減ります。その分、水が底に

たまれるわけですね。 

 そういったことをしていけば、溢れるものが

少なくなるんじゃないか。だから、与市明川も

そうですし、それから支川の川の河床掘削であ

るとか、そういった方法もとれるんじゃないか

というふうなことも、我々、提案もしておりま

す。 

 だから、いろんな対応、対策もあると思いま
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す。ただ、護岸をかさ上げするのが、本当は一

番いいんでしょうけど、支川からのものがどう

やってはけやすいかということが、なかなか妙

案が浮かばない。 

 だから、それなら我々はポンプをやってくれ

と。ポンプで、２０トンなら十分いけるはずだ

からと。今までの洪水の量ではというふうなこ

とを言ってます。 

 ただ、計算の流量では、８０トンのポンプが

要るというから、そこまで計算しなくても、今

までの冠水の状況から見れば、ポンプを事前か

ら回して、そして河口付近のため池みたいなと

ころの水を最初にかき出しとけば、そこに水が

たまってくるでしょうと。だから、洪水が予測

される、大雨が予測される場合には、そこの、

あそこの片島中学校の前のあの水を全部くみ出

しておけば、だから幾ら入っても大丈夫です、

そういうふうな対策も言っているわけです。 

 だから、護岸ができなければ、ポンプをやっ

てくれないかということも言ってきているわけ

ですけれども、なかなかまだ動いていないとい

うのが実情でございます。 

 これからも、そんなこともずっと、やっぱり

言っていかなきゃいけないし、冠水すること自

体を、もうふらふらでもいいですから、冠水し

ないようにしていただきたい、そういうのが

我々の気持ちでございます。 

 皆さんも同じ気持ちだろうと思いますし、中

平議員からも、西の人たち、あそこ道路通るん

ですから、通れなきゃこっちへ来られないんで

す。病院にも行けない。そういった状況が起こ

りますから、ぜひ早くやっていただきたいとい

うことを、我々、ずっと申しているわけです。 

 引き続き、皆様方からも声をたくさん出して

いただければ、我々の方も力強い声援になって

くると思います。ぜひお願いしたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） 教育長。 

○教育長（岡松 泰君） 教育長、浅木議員の

再質問にお答えをいたします。 

 何点かあったと思いますが、まず、給食の実

施をすることについての目的、食育等を考えて、

そういうことを考えると、民間、調理部門だけ

でも、民間委託をするのは好ましいことではな

いのではないか。目標が守れないのではないか。

給食をする意味の目標が守れないかというご指

摘でありますけれども。 

 昨日もお話をいたしましたけれども、栄養職

員も、しっかりと県から配置をされております。

管理栄養士もおりますし、市の職員も、所長以

下、それから補佐おりますので、食材について

は、安心・安全なものを購入して、指導してい

くということになっておりますし、いろいろと、

その学校給食についての目標については、昨日

も申し上げましたけれども、教育の一環として

位置づけられていることは当然のことでありま

して、心身ともにたくましい、知・徳・体、調

和のとれた子どもの育成を目指すために、大変

重要な役割を担っている。 

 そのために、何点か、ここでずっと挙げるわ

けにはいきませんけれども、松浦議員のきのう

の質問の中でも話をさせていただきましたけれ

ども、そのことが給食部門を、民間に委託する

ことによって、守れないということにはならな

いと、教育委員会では判断をいたしましたので、

その部門について、民間委託をするというもの

でありますので、よろしくお願いいたします。 

 ご理解をお願いします。 

 それから、事業所の中で事故があった場合の

対応につきましては、いろいろな事故があると

思います。 

 設置者でありますので、機械が不具合で事故

が起こった場合だとか、それから、けがをした

場合だとか、不可抗力でとか、いろいろあると
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思いますけれども、機械が不遇で事故が起こっ

た場合については、教育委員会が設置者として、

それは責任を持って対応しなければならないと、

こんなふうに考えております。 

 それから、事故につきましては、人身のけが

等につきましては、事業所の方で労災をかけて

いただくようになると思いますので、その方で

対応していただけるものと考えております。 

 それから、もう１点、管理栄養士の方から、

調理師さんの方へ、直接指導ができない。そう

することは、法律違反になるのではないかとい

うご指摘がありました。そのとおりでございま

す。 

 しかし、そこの中の責任者を通じて、管理栄

養士の方からこうこうこういうふうなことで指

導したいと思うので、よろしくお願いしますと

いうことで指導することについては、管理責任

者を通じて指導することは可能ということであ

りますので、ご理解をお願いいたしたいと思い

ます。 

 それから、労働者を守るという観点でご質問

がありましたけれども、労働者を守ることにつ

いては、国の労働基準局の方から、やっぱり使

用者の方へご指導があると思います。 

 それから、給料のことについて、市の方から

定める。こういうふうにしてくれというのは、

ちょっと難しいかなと。ワーキングプア等の問

題もありますので、我々が民間委託の業者を選

定する際に、いろいろなお願いをすることはあ

っても、その給料はどのくらいであってもらい

たいだとかいうことを、具体的な話をするのは、

ちょっと難しいかなと、そういうふうに考えて

おります。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） ５番浅木 敏君。 

○５番（浅木 敏君） ５番、再質問をいたし

ます 

 先ほど、市長答弁いただいた中で、資格証明

書の問題について、私は廃止すべきだと。市長

は、今のところ、宿毛市としては廃止できない

と。それは、ここの市の考え方であると思いま

すが。 

 その中で、言葉じりつかまえてというて言わ

れるかもわからんですが、資格証明書を発行し

なかったら、だれも払わないじゃいう、こうい

う発言は修正してもらいたい。事実そうなるん

でしょうか。 

 ほな、今、資格証明書を発行してない自治体

もあるんです。そこの自治体の皆さんは、全員

払ってないんでしょうか。そういう矛盾にもな

るわけです。 

 そういった面から、確かにそれは、保険料を

払ってもらうための１つの手段、ちょっとでも

向上させようという面での何だとは思いますが、

さっきのような、極端な考え方いうのは、宿毛

市が資格証明書を廃止したくないという市長の

気持ちはわかるけんど、こういう、ここの市の

長が、こういう極端な表現いうのは適当でない

と。他の市町村に対しても、どうなのよと。や

っている市町村に対して、資格証明書発行して

ない自治体でも、ちゃんと集めているわけです

ので、そういった自治体のやることと、行政の

アンバランスというものがあるので、ここはひ

とつ修正していただきたい、こういうふうに思

うわけです。 

 それと、先ほど、何のありました。実際、資

格証明書を持ってない人は、にされちゅう人、

保険証のない人は、持っている人の比率に比べ

て、２パーセントぐらいしか受診してないと、

病気になっても。全国平均で。 

 高知県の場合は、３．９パーセント。つまり、

保険証を持ってないから、悪くても病院へ行か

ないという人が圧倒的に多いという統計が出て

いるわけです。 
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 このことが、インフルエンザ拡大にもつなが

っていくので、先ほど市長、窓口に来ればとい

うこともありましたが、そういう認識は持って

おってもらいたい。 

 市長に求めるのは、もう時間もないので、先

ほどの発言について、市長が妥当と思うんなら、

それは訂正することもないと思うが、私は不適

当だと思うので、ひとつ考えてもらいたいと思

います。 

 それから、道路の冠水問題については、現時

点での取り組みはこういう状況だということで

ございますので、今後、さらに努力していただ

きたい、このように思います。 

 それから、教育委員会からお話ありました問

題については、委託内容ですね。これの中に労

働条件、こういうものまできちっと書き込んで

やらすことは難しいというお話がありましたが、

それはもうちょっと勉強してみていただきたい

と。 

 他の市町村では、そういうものをきちっと、

委託の中へ、ところによったら、賃金は何ぼ以

上にしなさいよということさえ書き込んで、委

託をしている、そういうところもあるわけです。 

 そこらあたりもひとつ研究して、官庁はワー

キングプア、低賃金労働者、生活保護を受けな

いかんような労働者を、公契約の場につくると

いうことについては問題あるので、そういった

面も含めて、さらに調査してもらいたいと思い

ます。 

 以上です。 

○議長（寺田公一君） 市長。 

○市長（中西清二君） 市長、浅木議員の先ほ

どのご発言について、お答え申し上げます。 

 発言を訂正するつもりはございません。 

 私は、ただそれを強調して言っただけであっ

て、他の自治体のことはわかりませんし、ここ

は宿毛市議会でございますから、他の自治体の

ことを想定しながら、そういう言葉を使った覚

えはございませんので、それは、私どもは資格

証明書を発行しませんよと。発行しないという

ことは、ないですよということを強調して言っ

ただけでございます。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） 教育長。 

○教育長（岡松 泰君） 教育長、浅木議員の

再質問にお答えをいたします。 

 民間の業者と委託業者と契約をする場合に、

いろいろ交わす条件があると思いますけれども、

法律に守っていただく。例えば、雇用保険に入

って、いろいろな保険に入ってもらうとかがあ

りますよね。 

 そんなことについては、お願い、国からの、

これは義務でございますから、そういうことは、

もうこっちからお願いできますけれども、給料

のことについて、我々がお願いするというのが

どうかについては、ちょっと研究をさせて、よ

その地域の方、勉強させていただきたいと、こ

んなふうに思います。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） ５番浅木 敏君。 

○５番（浅木 敏君） ５番、再質問はいたし

ませんが、やっぱり先ほどの市長の、だれも払

わないという言葉は、私は非常に引っかかるわ

けですが。 

 市長はそれで、私はこの発言は私の考え方や

ということでして、これを、私は求めましたが

撤回しなかったということで、これ以上、議論

しても仕方ないと思います。 

 それから、教育長の方の答弁ですが、これに

ついても、今後、研究検討するということです

ので、なおいろいろ調べてもらいたいと。 

 なお、法律に規定されたことについては、委

託内容に含めて厳守してもらいたいということ

でございますので、それを受けて、私の一般質
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問を終わります。 

○議長（寺田公一君） １１番濵田陸紀君。 

○１１番（濵田陸紀君） １１番、通告に従い

まして、一般質問を行います。 

 大相撲宿毛場所について、市の対応について

お伺いします。 

 １番として、チケットの販売状況について。 

 郷土出身力士豊ノ島を初め、両親がともに小

筑紫町出身の大関琴光喜関、また安芸市出身の

土佐ノ海関、栃煌山関、さらには土佐市出身で

豊ノ島と同部屋の土佐豊関が、まさに故郷に錦

を飾る、凱旋する場所であります。 

 平成２１年度、大相撲宿毛場所が、宿毛市総

合公園で開催されることは、地元住民として、

特に高齢者にとっては大きな思い出として、心

に残る一大イベントであると、地域をあげて盛

り上がりながら、大成功になるよう取り組まな

ければならないと思っております。 

 このような中で、主催は大相撲宿毛場所実行

委員会、共催に宿毛市教育委員会、宿毛商工会

議所、豊ノ島宿毛後援会が名を連ね、実質中心

となって取り組んでいるのは宿毛市商工観光課

内で、臨時スタッフをおき、チケットを販売し

ていますが、９月３日現在におけるたまり席、

升席、升席Ａ、いす席、いす席２階の全席数を、

その販売状況について説明をお願いしたい。 

 ２番目といたしまして、チケット販売の一層

の促進について。 

 次に、先にも若干触れましたが、せっかく宿

毛場所というのに、高齢者を初め、近隣市町村

の住民にとっては、またとない大相撲力士を間

近で見学できる最大のチャンスである。本場所

を、テレビ座敷で観戦している大相撲ファンに

とっては、心躍る気持ちで、早くこの日が来る

ことを一日千秋の思いで待っている方も多いと

思いますが、一方で、移動手段の問題や、経済

的に厳しく、大相撲の観戦よりも、先に生活費

や病院代に回さざるを得ない方もいるのではな

いか。 

 このような大相撲観戦のせっかくの機会があ

るにもかかわらず、離れたところで、寂しい思

いで、指をくわえて、この日が早く過ぎるのを

じっと待っている方もいるのではないかと認識

します。 

 俗に言うところの、経済的弱者に対して、こ

の日が早く過ぎるのをじっと待っている方も、

皆さん、どれだけ認識しているでしょうか。 

 俗に言うところの経済的弱者に対して、負担

軽減化により、観戦することができる手だてが

ないものか。あるいは、検討されたことがある

か、お聞きしたい。 

 ３番目に、次に、病院等のデイケアに通う高

齢者、障害者に対する積極的な観戦への働きか

けを行い、宿毛市総合運動公園内市民体育館が、

内外の人で埋もれるように、取り組みが必要で

はないか。 

 例えば、デイケア参加者を組織的に、大相撲

場所を観戦させるためには、月間行事の中に取

り入れ、その日は施設におけるデイケアの行事

として取り組んでいただくことができないか。 

 その参加者は、大相撲観戦に充実した一日を

おくることができるのではないか。 

 その場合、全額無料にしなくても、規定の金

額、あるいは金額を見直し、安くすることで該

当する施設の了解が得られ、観戦することがで

きるのではないかとも思います。 

 ４番目に、施設慰問の実現について。 

 前日に宿毛に入り、その日のうちに施設に慰

問をされ、新聞、テレビ等で報道されれば、当

日行われる宿毛場所の宣伝効果は大きく、時間

的な制約がある中で計画されているものと思う

が、現状について、計画はあるのかないのかを

お聞きします。 

 ５番目といたしまして、小中学生の見学につ
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いて。 

 子ども心に、昔、宿毛で見た照国や吉葉山、

栃錦や若乃花、あるいは初っ切り相撲はおぼろ

げながら記憶として残っております。 

 １０月２９日は木曜日であるが、できれば宿

毛市内の小中学生の児童を直接触れる機会をつ

くる手立てはないものか、教育長にお願いしま

す。 

 時間的な制約の中であると思うが、少しでも

多くの慰問の実現と、大相撲宿毛場所の成功を

期待して、１回目の質問を終わります。 

○議長（寺田公一君） 市長。 

○市長（中西清二君） 市長、濵田議員の質問

にお答えをいたします。 

 ご存じのとおり、大相撲宿毛場所が、ようや

く１０月２９日に開催の運びとなりました。ご

存じのとおり、豊ノ島、地元の豊ノ島関も勝ち

越しを、先場所しまして、次の秋場所に、また

これも勝ち越しいただいて、この１０月２９日

に臨んでもらうと、また、もっと一層、その大

相撲の宿毛場所が盛り上がるんじゃないかなと、

そんな期待感も込めておりまして、豊ノ島関に

は、ぜひ故郷に錦を飾ると申しますか、そうい

うことをしていただいて、ひとりでも多くの皆

さんが大相撲実況の実物を見ていただきたいな

というのが、私の気持ちでございます。 

 現在、大相撲宿毛場所が１０月２９日という

ことで決定をされまして、商工会議所、それか

ら市内各種団体の皆さん方にご協力をいただい

て、現地の実行委員会を５月に立ち上げており

ます。 

 この実行委員会の皆様が、いろんなお話をし

合いながら、きのう、実は松浦議員からも宿毛

花へんろマラソン、これも非常に大イベントで

ございます。そうした形で、宿毛市でも、この

大相撲宿毛場所というものを、１つの大イベン

トだと、私自身は認識をしているわけでござい

ます。 

 その中で、濵田議員から、チケットの販売状

況をということでご質問がございました。 

 現在の状況でございます。９月３日の販売状

況を申し上げますと、たまり席が４４８席ある

わけですが、販売実績としては、これは完売で

す。４４８席。それから、升席、枡Ｓ席という

のがあります。これが、３０４席のうち２０８

席売れております。それから、升席のＡという

のが９６席あるんですが、これがまだ３席だけ

でございます。 

 それから、１階のいす席が１９６席用意をし

ておりますが、販売が１０５席売れております。 

 それから、２階のいす席が１，０５８席、こ

れは１，０５８席あるんですが、１４７席分を

売れております。 

 合計で３，１９４席の観客席を準備しまして、

現在では１，５４４人分のチケットが販売され

ております。 

 まだ半分もいっていない状況でございます。

先ほど申しましたように、豊ノ島関の秋場所の

活躍次第で、またどんとこうふえるんじゃない

かなという期待感を持っておるところでござい

ます。 

 これの販売促進をしなきゃいけないところで

ございますけど、実行委員会といたしましては、

興業収益等も勘案しなきゃいけませんので、販

売目標を全体の７割、７０パーセント以上にし

ておりまして、近隣の四万十市とか、市町村、

四万十市、土佐清水市、それからお隣の県でご

ざいますけど、愛南町や宇和島市、こういった

ところにもチケットの販売協力を依頼する中で、

販売促進を図っているところでございます。 

 また、事務局の方が、本県出身の土佐ノ海関

とか、土佐豊関の激励会にも出っ張っていきま

して、ピーアールを実施しております。 

 そういったこととか、また、スポンサーの確
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保であるとか、チケットの販売に努めていると

ころでございます。 

 それから、経済的弱者というお話も出ました。

料金割引のことが、はっきり言っておっしゃら

れているんじゃないかなというふうに思います

が、現在のところ、料金割引の話は、実行委員

会でもまだ出ておりません。 

 高齢者とか、障害者へも、ぜひ見ていただき

たいという気持ちは、皆さん持っているようで

ございまして、販売目標を定めた中で、先ほど

申しましたチケット販売に取り組んでおります

が、より多くの地域住民の方に、大相撲を楽し

んでいただきたいというふうなことは、実行委

員会、先ほど申しましたように、皆さん、思い

として持っております。 

 それから、福祉施設の入所者の方々への招待

なんかも、これから検討されるんではなかろう

かというふうに思っているところでございます。 

 それから、大相撲関係者は、巡業の前々日に

来られるということでございます。 

 その中で、豊ノ島関等の福祉施設への慰問な

んかも、計画しているというふうに聞いておる

わけでございます。まだ、詳細ははっきりわか

っておりませんが、また、詳細がわかりました

ら、また広報なりをしてまいりたいと、このよ

うにも思っております。 

 いずれにしましても、一大イベント、大相撲

がこうやって来るということが、宿毛まで来て

いただけるということは、非常にありがたいこ

とでございまして、満員の中で大相撲観戦が成

功裡に終わることを、市民の皆様、たくさんの

ご協力をいただきたいと、このように考えてお

るわけでございます。 

 一応、市の中で商工観光課が事務局を務めて

おりますので、また切符等について、ご購入さ

れる方は、ぜひ言っていただければありがたい

と、このように考えております。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） 教育長。 

○教育長（岡松 泰君） 濵田議員の一般質問

にお答えをいたします。 

 濵田議員のお話もありましたように、あんな

大きな人間がいるのかと、子どもたちにびっく

りさせるような、将来にわたっていい思い出に

なる。それから、子どもが感動するだろうと思

います。 

 テレビで観戦をしているあんな有名な人を、

間近で見れるというのは、大変すばらしい触れ

合い、そんな触れ合いができたら、とてもすば

らしいことだろうと思っております。 

 宿毛市、小中学校合わせて２，０００人の児

童生徒がおるわけですけれども、その児童生徒

が一堂に、あの相撲場へ見学に行くということ

については、なかなか費用、経費、それからど

のようにして輸送するかとか、いろいろ問題が

ありましょうし、それから、すべての学校で訪

問が可能なものかということになっても、今現

在、各部屋の日程も把握をしておりませんので、

なかなか具体的に、どんな取り組みをしていい

かわかりませんけれども、近いうちに実行委員

会がありますので、実行委員会の方にお願いし

て、子どもたちに、触れ合いがどのような形で

できるかを相談をしてまいりたいと思います。 

 可能であれば、抽出して、どこかの学校へ訪

問していただく。 

 例えば、例えばですが、片島中学校は相撲部

がありますものですから、そこの学校へ訪問し

ていただくとか、そこの相撲部の生徒が、その

稽古を見させてもらうだとか、何かの形で、全

員ではなくても、触れ合いができればどうかな

と、そんなふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） １１番濵田陸紀君。 

○１１番（濵田陸紀君） 市長の説明で、大体
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のことはわかりました。 

 しかし、まだ半数のチケットが売れてない。

そしてまあ、大体、お金持ちの人なんかが見る

升席とか、たまり席、そういうものは完売のよ

うな状態でございますが、やはり２階の席なん

かのあれが、大部分があいているなら、できる

限り、そういうような、割引制度がいかんもん

なら、市の方と、また施設の方と掛け合いして、

何としてでも、その弱者の立場の人を余分に収

容して、一生の思い出にしていただきたい、こ

のようにまた考えておりますが。 

 できる限り、相撲協会の方で、そういう試み

を行っていただきたいと思います。 

 再度、そういう弱者のためのあれができない

か、それを質問させていただきます。 

○議長（寺田公一君） 市長。 

○市長（中西清二君） 市長、濵田議員の再質

問にお答えを、できるかどうかわかりませんが、

経済的弱者、身体的もありましょうが、協会の

方、それから実行委員会の方と、これは話して

みないと、いろんな興業的なものがございます

ので、きょうの質問は、事務局にも伝えまして、

こういった配慮はできるものかどうか、その辺

については検討させていただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） １１番濵田陸紀君。 

○１１番（濵田陸紀君） それじゃあ、これで

質問を終わります。 

 ありがとうございました。 

○議長（寺田公一君） この際、午後１時まで

休憩いたします。 

午前１１時３８分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後 １時００分 再開 

○副議長（中平富宏君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

 ７番有田都子君。 

○７番（有田都子君） 着席７番、質問者最後

の７番目に一般質問をいたします。 

 きょうは、つかの間ながら、７７歳の喜寿を

迎えたような心境です。今夜は祝宴をと考えて

おりますので、皆様のご出席をお待ちいたしま

す。 

 笑いは元気のもとという点において、健康に

寄与する前段に続き、質問に入ります。 

 ７番、一般質問をいたします。 

 今回の４点にわたる質問は、過去、提案させ

ていただきました質問を受けとめていただいて

の取り組みの経過、いただきましたお答えの検

証というものが大半でありますが、意図すると

ころをお汲み取りくださいまして、よろしくご

答弁のほどをお願いいたします。 

 質問内容に入ります。 

 １点目、宿毛市の伝承芸能等の収録と、活用

について、市長へお伺いいたします。 

 平成１５年の９月議会において、前山下市長

のもと、宿毛市内の各地域に生まれ、大切に地

区民によって守られ、継承されている御輿行事、

獅子舞等を含む種々の祭り、盆踊り等の伝統的

郷土芸能を、映像化等の方法により収録し、形

ある記録として残しておくこと。また活用して

いくことは、今後、非常に重要になってくると

の思いにて、ぜひお取り組みいただきたいと、

市民の思いも受ける中で、提案させていただき

ました。 

 市長よりは、収録保存の必要性に及ぶ前向き

のご答弁をいただき、翌１６年早々より、市職

員の皆様により、収録作業に入っていただくと

いう幸いを得ました。 

 以後６年、収録への理解は中西市長もしっか

りと引き継いでくださり、そのご理解のもとで、

職員、市民手を携えての努力の日々が流れてま

いりました。 

 映像化するためには、諸条件もあり、諸事情
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も起こってまいることより、一、二年の短期で

は数ある地域地域の収録は難しい点も考えられ、

時間の経過を待ちました。 

 現在、収録がどのようになっているものか、

集大成の時期を迎えていることを漏れ聞いては

おりますが、今日までの収録の歩み、可能な範

囲お伝えいただければと思います。 

 また、せっかく収録しました宿毛の宝とも、

文化財産ともいえるこの収録集を、どう市民へ

周知を図り、どう活用していこうとなさるのか、

お示しいただけたらと思います。 

 続きまして２点目、民有地、つまり私有地で

ある空き家、空き地の環境美化について、お尋

ねいたします。 

 道を中心とするまちのたたずまいに、清掃の

文化を根づかせたい。市民が快適に日常を過ご

すことはもちろん、いつ、どなたが、どこから、

この宿毛の地を訪れても、ごみの散乱、草の繁

茂に目を背けることなき景観を呈したい。その

思いにて、過去させていただきました種々の一

般質問の中にも、このテーマを回数多く出させ

ていただきました。 

 今、行政、市民ともに手を取り合い、この課

題、環境美化という課題に向かい合っている。

一人ひとりの努力という点を、市全体の美化へ、

つまり面へとつなげる方向性が少しずつでもう

かがえる昨今ではあると思います。 

 しかし、その中にあって、住む人なき家や、

その周囲、管理者、所有者が遠く離れている等

の空き地のごみや、背丈近くにもなった草群団

等の課題は、法律的くくりがあるがゆえに、安

易に、簡単に解決できない環境美化の視点にお

ける重い課題となっていることも事実です。 

 しかし、仕方がないこととして放置すること

はできない。道を見つけていくことです。小さ

な部分からでも、取り組みを始めることです。 

 他市町村も、この課題は頭の痛い課題である

ことは、種々の資料からも伺えますが、決して

放り出してはいないのです。 

 佐渡島では、市が中心となり、全島の徹底し

た空き家調査に取り組むところから初めており、

大阪府の枚方市は、枚方市住みよい環境に関す

る条例に基づいて、空き地、空き家が周辺の環

境を損ねている場合、所有者または管理者に、

適正管理をするよう、指導をしております。 

 また、空き地の草刈りをする場合は、草刈り

機や草刈りがまを無償で貸し出すという方法も

とっているようです。 

 宿毛市としましても、ぜひとも宿毛市廃棄物

の処理及び清掃に関する条例第７条にのっとり、

区長、各機関の方々と連携をとりながら、宿毛

市の空き家、空き地、調査を可能な限り、真摯

に始めていただき、ともに空き家、空き地の環

境悪化解消のため、管理者、所有者への適正管

理指導をしていくという作業をしていただけれ

ばと思います。 

 民有の空き地、空き家という小さなくくりの

中ながら、宿毛市全域を美しくという遠大な最

終目的に向かうためには、避けては通れない課

題であると思い強く、質問とさせていただきま

した。お考えをお聞かせください。 

 ３点目、市庁舎ロビーの文化化について、市

長へお尋ねいたします。 

 市庁舎は宿毛市民にとっての温かい、文化的

住まいであるという面と、間違いなき、真摯な

る事務処理を実行する事務所であるという厳し

い面とが、合わせ鏡のように、しっかり寄り添

った存在でなくてはならないと、私は思ってお

ります。 

 その１つの価値観に照らして、市庁舎ロビー、

つまり玄関周りを見つめたとき、今のロビーの

状態を否定したり、悪く言う思いは決してあり

ませんが、その合わせ鏡がピッタリと合わされ

ていないようなもどかしさを覚えることも事実
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です。 

 住まいの気遣いは玄関からと言われます。市

庁舎に一歩足を踏み入れたとき、ホッと安らぐ、

美を感じる、楽しさを感じる。さやけき感動の

風を感じたならば、そこには確実に文化が存在

するのです。 

 その文化的雰囲気を誕生させるために、はげ

た壁を塗り直したり、絵画や写真、書などの掲

示、展示等々に心をくだくことは大切な要素に

なってくるのではないでしょうか。 

 過去の質問でも触れましたが、市の花・カン

ラン、鳥・メジロ、魚・イシダイなどのレプリ

カ展示も一考かと思います。 

 市庁舎を展覧会会場になるとの幼稚な発想で

はありません。歴史的、文化的逸材を輩出した

宿毛市、歴史と文化の香るまち宿毛として、市

庁舎のロビーのデザインを、アレンジを少しお

考えいただけたらと提案させていただきます。 

 今のロビーのディスプレイを全部変えるとい

うことではなく、今少し文化的色彩を沿わせて

いただきたいとの思いから、全国の各自治体の

文化事業に関する施策集、行政の文化化の語句

を引用させていただいての質問とさせていただ

きました。 

 市長のお考えをお聞かせください。 

 ４点目、運動会の時期と熱中症対策について、

教育長へお聞きいたします。 

 走れ、走られへん。走る気あるんか、あるけ

ど走られへん。もうろうとする意識の中で、ふ

らふらしながら走り出した。先生、足が痛い。

けいれんしている足先を指で示した。しんどい

ふりするな、演技は通用せん。その直後、意識

を失った中学１年生になったばかりの、心優し

き少年は、翌日、空の星となってしまいました。 

 大阪の某中学校のクラブ活動中に起きた、熱

中症死亡事件の、死亡事件という余りにも悲し

き現実です。 

 記録的な猛暑に見舞われた２００７年、私は

地球温暖化による猛暑の長期化をかんがみ、児

童生徒の体調を案じる思いにて、全員参加の体

育行事である、運動会の時期の見直しを、つま

り教育課程の組みかえ等をお考えいただけない

かとの質問をさせていただきました。 

 そして、その質問に対しての教育長のお答え

としては、１０年も前より９月実施という形を

とってきたその時期をかえるということは、つ

まりカリキュラム、教育課程をかえるというこ

とは、他の種々の行事、授業との調整上、大変

難しいことではあるが、子どもの生命が確保で

きるか、保健衛生の面からの思いを提案し、校

長会、学校とも話し合いを持つことをお約束す

るというものでした。 

 カリキュラムの、つまり時間割、または教育

課程の組みかえに時を要するということを、全

く理解しないものではありませんが、ことしも

ほとんどの小中学校の運動会は、また９月中に

実施される状況にあることを知るとき、教育長

のお答えから、今日までの歩みを、ご協議の内

容等をお伝えいただきたい思い強く、他質問項

目に添わせていただきました。 

 教育長のご答弁を求めます。 

 以上で、４点にわたる１回目の私の質問を終

わります。 

○副議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（中西清二君） 市長、有田議員の一般

質問にお答えをいたします。 

 まず、最初に、有田議員の質問の中には、全

体にわたって、文化であるとか、美意識である

とか、そういった環境に配慮したご質問という

ふうに承りました。 

 まず最初に、伝承・伝統芸能の収録と活用の

関係でございますが、平成１６年度に緊急地域

雇用創出基金事業によります祭事映像デジタル

化事業では、収録した映像、計画どおりビデオ
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であるとか、歴史館のホームページで、ダイジ

ェスト版の動画を、今、紹介しているところで

ございます。 

 市内の祭りごとの映像保存につきましては、

まだ不足するところがありますが、豊かな地域

性をはぐくんできた宿毛の伝承文化を、後世に

伝えるために、私自身も、これが人口減少の中

で、万一できなくなったときに、間がおいて、

次の機会に再興するときに要るんではないかと

いう思いからも、再興用資料とすることとか、

それから、宿毛市のピーアールについても、こ

れは活用できるということで、改めて１９年度

から祭りごとの収録事業に積極的に取り組んで

きたところでございます。 

 ただ、余り財政的な余裕がないものですから、

職員が出向いていって祭りの現場であるとか、

盆踊りの現場であるとか、そういう形で、プロ

でない、アマチュアカメラマンのような感じで

いっております。 

 アマチュアカメラマンとうちの職員比べると、

アマチュアカメラマンの人に悪いような感じが

しますが、なかなか素人がビデオを撮るという

ことは、非常に、次に再録したときに、非常に

見づらい部分もあったりしております。 

 そういった苦労もしながら、手ブレがあった

り、いろんなものがあります。 

 市内１７カ所、３０件の行事を撮影している

ところでございます。 

 この、今年度でおおむね、全部撮影できると

いうふうに考えておるわけでございますが、私

も、庁内で、以前に全箇所の映像を撮れという

指示をいたしまして、この、その撮った結果と

いうものを、私自身もまだ見ておりませんので、

だから、これをやはり、ただ撮っただけではだ

めで、これをいかに活用するか。そしてまた、

いかに編集していくか。そして、だれかが宿毛

のことを見たいという方に対して、これをやっ

ぱり、ちゃんと見せてあげられる、そういう体

制が整わなきゃならないんじゃないか。これが

やっぱり、ただ撮るだけではだめだというふう

なことに、いうふうに私自身思っておりまして、

庁内でも、今年度に入っても、指示もしまして、

そういう形に早くもっていきたいと。 

 これ、ぐずぐずしていると、時期を失ってし

まうというふうなことも指示してまいったわけ

でございます。 

 幸い、今年度、地域経済対策の関係で、地域

活性化経済危機対策臨時交付金事業というのが

ありまして、先日、ご承認を議会でもいただい

たわけでございますが、ここで博物館展示装置

リニューアル事業の一環の中に、これを取り入

れて、検索装置の主要番組に取り入れるという

ことで、広く来館者に見ていただけるというこ

との端緒になりました。 

 また、今回の映像とか情報をもとにしまして、

さまざまな方法、そしてさまざまな場面で、宿

毛の伝統芸能を皆さんにごらんいただきたいと。 

 やはり、宿毛に住んでても、自分の地域のこ

とはよくわかるけど、よその地域のことがわか

らないというふうな方が非常に多うございます。 

 それから、もう１つつけ加えますと、この映

像ではございませんが、宿毛から非常にすばら

しい偉人が、明治以降出ております。その方々

のことも、ほとんど知っていない方、市民の方

もたくさんございます。 

 そういう関係で、教育長とはかりまして、い

わゆる小学校、中学校でもいいんですが、学校

の副読本として、やはり宿毛の人物紹介、この

副読本を今、つくっておりまして、それを学校

でやっぱり、何らかの時間をとっていただいて、

その宿毛の偉人なんかも紹介していただきたい

と、こういう事業にも取り組んでおるところで

ございます。 

 素人撮影で、ちょっと見にくいところがある
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にしては、これはやっぱり、もうちょっときち

んとした映像を撮らなきゃいけないなというふ

うなところもあるようでございますので、そう

いったところにつきましては、もう一度、やっ

ぱり時間をかけて、きちんと撮ったものを収録

して、皆さんに見ていただける、そういうふう

な作業をやらなきゃいけないというふうに思っ

ております。 

 ほかの自治体見ましても、いろんな歴史館と

かで、大型映像で、いろんな、その地域の祭り

ごとと申しますか、そういったものを大々的に、

珍しいものを見させております。 

 テレビでは、時々、先だっても四万十の大文

字の送り火とか、ああいったものも映したりし

ております。 

 だから、宿毛にはこういうものがあるんだと

いうことを、やっぱりきちんと映しておきたい。 

 先ほど私、申し上げましたように、これを、

一度休止したものを再興する場合に、非常にこ

の映像が大切になってくると思います。 

 １例申し上げますと、先だって、鵜来島の方

がお見えになりまして、今、鵜来島の祭りが、

秋祭りが、今、頓挫しております。ことしはぜ

ひ、五、六年ぶりですか、再興したいというこ

とを仰せられまして、おっしゃられまして、ぜ

ひ鵜来島の人たちだけでは、何とも人が足りな

い。非常に勇壮な祭りでございますから、ぜひ、

ボランティアを募りたいというふうなこともあ

って、市役所にも協力依頼がまいりました。 

 やはり、こういったときのために、前の映像

を見ていると、あっ、これだなと。こういう映

像の祭りをやっているんだから、そこに行って、

我々も協力しようというふうな気持ちになって

もらいたいなというふうなことを、自分でも思

っている。そんな状況でございます。 

 次に、空き家、空き地の環境美化でございま

す。これ、有田議員がおっしゃったこと、よそ

がああいうことをやっているということもおっ

しゃられてました。 

 私どもも、宿毛市の廃棄物の処理及び清掃に

関する条例によりまして、そういった環境的に、

草ぼうぼうのところ、これいろんな法律ござい

まして、行政だから、何でもかんでも立ち入っ

てできるというもんじゃございませんので、草

ぼうぼうのところには、やっぱり所有者、それ

から管理者、そういった方々に指導はしている

ところでございます。 

 有田議員の思いは、非常に今のご質問の中で

理解をできるわけでございますが、土地であれ、

建物であれ、おのおのの所有者がおるわけでご

ざいますので、承諾、許可なく立ち入ることが

できない。 

 これ、刑法の不法侵入というふうな条文もご

ざいます。空き地の管理が不適正になりますと、

人間の心理というものはおもしろいものでして、

雑草が生えている。ちょっと雑草という言葉は、

恐れ多くも天皇陛下に言わせると、雑草という

ものはないんだ。名前が全部、草にもあるんだ

というふうなことをおっしゃられたそうでござ

いますので。ここでは雑草と言わせていただき

ますけど、やっぱり雑草がめちゃくちゃ生えて

いるところについては、すぐごみを捨てたがる

と。捨ててもいいんだみたいな心理状況が働く

んじゃないかなと、そういうふうなことを私も

思っておりますので、ごみを不法投棄に当たる

とか、景観上の問題が出るとか、そういうこと

は、我々も十分承知しているわけでございます。 

 住民の安全とか、環境に悪影響を与えるとい

うことでございます。 

 こういった形での市民の、これ、行政が全部

それ見て回るということに、なかなか人手が足

りません。だから、ご近所の方々とかが、こう

なっているぞというふうな苦情とか、相談があ

った場合には、そういった土地の所有者を調べ
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まして、それからまた管理者、そういった方々

へ改善を求めるということをしておりますし、

また、地区の地区長さんとも協議しながら、対

応してきているわけでございます。 

 幹線道路沿いにつきましては、年２回、宿毛

市クリーンデー、市民の皆様、たくさんの参加

をいただいて、清掃活動をしていただいており

ますし、そういったことでの環境美化には取り

組んでおるわけでございますが、なかなか年に

２回ということでは、なかなか、毎回毎回、ク

リーンな状態になってないというのが実情かと

思います。 

 特に、平成１３年度からのことを申し上げま

すと、家電リサイクル法の施行であるとか、自

動車リサイクル法の施行後に、循環型社会を構

築する関係法令が整備されたことに伴いまして、

さらに不法投棄の増加が懸念されるということ

から、不法投棄対策といたしまして、環境指導

員による不法投棄の調査も実施しています。 

 それから、不法投棄箇所の把握調査及び回収

指導を実施しながら、不法投棄防止看板の設置、

そういったものにも努めております。 

 国レベルでは、空き地の適正管理に関する法

律は制定されておりませんが、全国の自治体で

は、昭和４０年代から空き地の適正管理に関す

る条例を制定しまして、この問題に対応してい

るということで、先ほど申し上げました宿毛市

廃棄物の処理及び清掃に関する条例も、我々、

つくって、制定しまして、先ほど申しました苦

情が来れば、所有者等に対して指導をしている

というふうなことで、推移をしているわけでご

ざいます。 

 これからもそういう苦情、我々も見た感じで、

ここをだれかという、環境的におかしいところ

があれば、みずから、市としても、所有者とか

管理者に対して、適正な指導をしてまいりたい

と、このように考えております。 

 それから、市庁舎ロビーへの展示物による文

化化と申します。 

 ご存じのとおり、市の庁舎、この建物も古く

て、地震が来れば、最初につぶれるんじゃない

かというふうなところではございますけど、だ

からといってほったらかしにするということは、

なかなかならないと思いますし、美化に努める

というのは、この庁舎で仕事をするものにとっ

て、みずからやっていかなきゃいけない、そう

いうことの感じは持っております。 

 ただ、あそこのロビーにいろいろな物が、ま

だあります。 

 それから、ポスター等もございます。ただ、

非常に皆さんに広報を出したり、いろんな周知

をお願いする部分がございまして、やはり張り

紙であるとか、ポスターとかいうものも、一定、

広報的には必要な措置かなということはありま

す。 

 ただ、いろいろな人が、いろいろな形でいき

ます。あそこのロビーで休んでいる方もおられ

ますし、ちょっと休憩ということも利用してい

ただいて、それはそれで構わないわけでござい

ますけど、なかなか文化に触れる機会という観

点から申しますと、ちょいと辛い部分があるか

なという思いはしております。 

 ただ、ご提案のあった、以前も宿毛の魚であ

るとか、レプリカをという話は、今回に限らず、

前回もあったわけでございます。 

 そんなことで、以前もランの花を置いたりは

しておったわけでございますけど、なかなかう

まくそのレプリカ展示ということは、なかなか

ちょっと、スペース上から常設できていないの

が現状でございます。 

 我々としましては、文化的な作品展示は、ち

ょっと困難かなとは思っておりますけど、少し

工夫もしてみたいなという感じはしております。 

 それから、なお、我々としましては、職員の
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あいさつとか、笑顔、これもやっぱり市民の方、

市外の方を迎える上でも、必要なことだと。笑

顔で接遇をするというふうなことも、徹底する

ことで、役所の固いイメージを少しほぐしてい

きたいし、市民の方が来庁しやすいというふう

な、親しみの持てるような雰囲気づくりには努

めておるところでございます。 

 そういった形で、現状は、有田議員がおっし

ゃるような形のものができていないのは実際で

ございます。 

 ただ、いずれにしましても、市民がやすらげ

るような空間が提供できるような、みんなでち

ょっと工夫もしてまいりたいということは、十

分思っております。 

 私の方からは、以上でございます。 

○副議長（中平富宏君） 教育長。 

○教育長（岡松 泰君） 教育長、有田議員の

一般質問、運動会の時期と熱中症対策について、

お答えをいたします。 

 まず、時期でありますけれども、ことしも市

内の小中学校で運動会、体育祭は９月中に開催

をする予定となっております。 

 早い学校におきましては、９月１３日に、小

筑紫中学校、宿毛中学校、片島中学校、東中学

校の４校が開催をする予定であり、遅い学校で

は、９月２７日に、大島、宿毛、松田川、山奈、

平田小学校の５校が開催する予定です。 

 平成１９年第３回の定例会の答弁後の取り組

みについてでございますけれども、まず、毎月

行っております校長会において、子どもの身体

的な安全の確保、保健衛生の面からも、時期の

検討について、話もさせていただきました。 

 話し合いの結果につきましては、しかしなが

ら２学期には対外的、文化的な行事が多数予定

をされており、時期を変更することは大変困難

であるということになりました。 

 体育的な行事としては、陸上大会、駅伝大会、

マラソン大会など、それから文化的行事として

は、教育文化展、郡展、県展、文化祭、音楽祭

などが予定をされており、郡、県に続く大会に

なっているものも多くて、運動会の開催時期を

変更することができずに９月開催となっており

ます。 

 熱中症事故防止につきましては、県の教育委

員会からも、毎年、予防に対する通知が出され

ております。宿毛市の教育委員会からも、子ど

もの熱中症を守る対策についての通知を行う中

で、各校で取り組みを講じております。 

 また、６月から１０月まで期限を切りまして、

熱中症の状況調査をしております。児童生徒の

調査を、毎月実施する中で、各校の取り組み状

況や発生状況を把握し、対応して、助言指導も

実施をしております。 

 熱中症につきましては、その時の気温である

とか、湿度であるだけではなくて、児童生徒の

体調などによっても発生をしますので、養護教

諭、担任を中心に運動会の練習だけではなくて、

体育の授業、部活動でも留意をするように指導

しております。 

 事故等が起こった場合の対応につきましては、

日ごろから、氷であるとかアイスパックなど、

使用できるものを学校に準備をしておりますの

で、子どもの状態によって、保健室であるとか、

涼しい場所で横にさせて、衣服をゆるめて、ア

イスパックなどで冷やしながら経過観察をする

など、養護教諭が中心になって、子どもの状況

を把握する中で、適切な対応に取り組んでおり

ます。 

 以上でございます。 

○副議長（中平富宏君） ７番有田都子君。 

○７番（有田都子君） ７番、再質問をいたし

ます。 

 ４点にわたります私の質問に対してのご答弁、

ありがとうございました。 
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 まず、１点目、伝承芸能等の収録と活用につ

いてでございますが、本当に敬意と感謝の思い

を持って市長のご答弁をお聞かせいただきまし

た。 

 長き日々、職員の皆様が暑さ寒さの中、そし

て時間との戦いの中で、本当に宿毛市に生まれ

た文化、伝承芸能、それを本当に真摯な思いで

収録していただきましたこと、本当に感謝いた

しております。 

 今、市長も申されましたように、これは収録

するだけに意味があるのではなく、本当にそれ

を今後、どう活用していくか、どう市民みんな

に周知させていくかということにも大きな意味

があると思います。 

 その点の前に、まずこの伝承芸能の収録が、

まだ今後も続けられていくとは思いますけれど

も、一応の集大成の形を、今、見ておるものと

して、例えば第１巻という形で市民への貸し出

しや、ある文化歴史のもろもろの団体や、もち

ろん市民全体に、いろいろな行事を通じて、例

えば成人式とか、慶事、お祝い事、市政功労の

場であるとか、または宿毛まつりに大きな画面

で流すとか、もろもろの活用の方法はあると思

いますけれども、そういった一応の集大成の形

として、今、そういった貸し出しや、もろもろ

のところで見せる、見ていくという形をおとり

になるという形にもっておられて、そして、続

いて第２巻というような形ですか、今まで休ん

でいた芸能が、または、例えば山田の流鏑馬な

んかもありますけれども、そうした見事な祭り

行事というものが、また復活したとき、そのと

きには、またそういう収録に当たられる。 

 そういう形で、一応、今日までの収録された

ものを１つの形として、皆様に貸し出し、もろ

もろ始めていくか、そこのところの１つの区切

りとするものなのかという件を、１点お聞きし

たいことと、なお、例えば盆踊りに「口説き

節」という、収録の場合は、その歌ですね。歌

いながら、太鼓を叩きながら踊る、それが一緒

になって映像になっておりますけれども、その

歌の文句とか、その歌の節とかいうものを、別

にテープ化していくという、そういうことも、

そのセリフいうか、言葉を伝えて、後の子ども

たちに伝えていく意味でも、意味があると思い

ますが、その「口説き節」の収録というものに

対して、どう取り組みになられたか、小さいこ

とながら、少しお聞かせいただきたいと思いま

す。 

 その２点、それで本当に生活そのものである、

その心のほとばしりであるその文化というもの

を、本当にこれからも、しっかりこれで終わり

ではなくて、しっかりと見つめていきたいとい

う市長のお言葉、それを信じ、またその方向に

進んでいきたいと、心から願っております。 

 ２点目、空き地、空き家の環境美化について

でございます。 

 そのかなり放置された空き地、空き家に対し

ては、法律的くくりもあるので、簡単には済む、

即座に解決は難しい。しかし、そのことに対し

て、放置するのではなく、見て見ぬ振りをする

のではなく、しっかりとそちらの方にも目を注

いでいくというお答えをいただきました。 

 そういうお取り組みに対して、うれしく思っ

ておりますが、この地におる方には、区長さん

を通じ、またもろもろの方を通じ、指導や助言

もできるわけですけれども、遠く離れた方、そ

の方には、お手紙、文書でや、またお電話や、

またもろもろの職員の中のご縁者、ご親戚など

をたどって連絡をして、そして美化的管理を、

美的管理をしてくださいとお伝えすることにも

なると思いますが、そのとき、遠くにある方に

とっては、ふるさとは本当に心のよりどころの

場です。どうか、小さなことかもしれませんが、

威圧的であったり、罰則的見解であったり、そ
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ういうものでなく、温かい思い、温かい心を込

めての助言というものを、そういうものを求め

たいと、これは釈迦に説法かもしれませんが、

お願いしておきたいと思います。 

 この点については、お取り組みに時間も必要

ということもありますし、今、そういった面に

目の注ぎをしていただくということのご答弁に

おいて、再質問はいたしません。 

 ご答弁は、この点については求めません。 

 ３点目、市庁舎ロビーへの展示物による文化

化でございますけれども、今、少しロビー周り

を目をやる時に、ポスター、確かに市民への周

知、ポスター、たくさん張られております。 

 確かに、市民への周知、これがどれだけ大切

なことか、その意味がわからないものでもあり

ませんが、少し工夫をしたり、そしてディスプ

レーやアレンジという視点から考えたときには、

ポスターの張る位置とか、張り方のやり方とい

うものにご検討の余地があるように思えてなり

ません。 

 また、壁面を見ましても、何も張られていな

い空間がございます。 

 宿毛市には、宿毛市市民の尊い浄財で、奥谷

博先生の、画伯の絵が集められております。も

ちろん、購入いただいた面もございますが、２

０点以上ございます。 

 それが、皆の目に触れることなく、もちろん

歴史館の一部に飾られるとき、かけかえで飾ら

れてはおりますけれども、本当に宿毛が生んだ

奥谷氏のその芸術的なもの、それをしまいこむ

ということ、市民の皆様に目を触れることなく、

しまいこむということ、私はどうしても心の納

得を得ることができません。 

 アクリル板でケースをつくり、もちろん絵に

は湿度とか、もろもろの条件が大切な絵には、

大切な絵とは、いいかたありませんが、絵には、

そういう芸術には湿気が大事であることもわか

りますけれども、アクリル板の、アクリルでの

カバーというものの利用なども考える中で、壁

面にそれほど大きな判の、何号じゃなくて結構

だと思いますが、奥谷氏の絵も市民に、市民の

目に、一応、見ていただける場、市の皆さんが

訪れる市庁舎の玄関に、１枚の絵を飾ってみて

はという、そういう思いをどうしても消すこと

ができないこのごろでございます。 

 あえて奥谷氏の絵にこだわるわけではありま

せんけれども、宿毛市にも絵画、書道、すべて

の面で非常に学ばれ、また作品を生み出されて

いる方もおられます。そういった絵画を、書道、

写真を、それをすべてということではなくて、

かけかえる形をとる中で、そういった芸術作品

も、どこかに、壁面にかける、そういうことも

お考えいただけたらと思います。 

 レプリカについては、以前も出させていただ

きましたこと、市長、ご記憶いただきまして、

お取り組みの方向ということでございますけれ

ども、一度、市の女性職員などもお加わりいた

だきまして、そこのディスプレー、ぜひご検討

いただきたいと思います。 

 市庁舎の南側に緑のカーテン、ゴーヤの緑の

カーテン、そしてこの議場の東窓には、緑の壁

面の緑化、そういった、本当に風薫る文化がそ

こにも生まれております。 

 どうか、いま一度、市役所玄関を、家の玄関

のたたずまいと考えて、ご配慮いただきたいと

思います。 

 この件についても、お取り組みのお願いの形

にて、ご答弁は求めません。 

 ４番、運動会の時期と熱中症対策について、

教育長に再質問させていただきます。 

 あのとき、以前、私が質問させていただきま

したときに、命の重さ、命にかわるものはない、

その視点において、校長会、また学校の先生、

学校側と真剣なる話をしていきたいという、重
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いお言葉をいただいたと記憶しております。い

ただきました。 

 その教育長のご覚悟に対して、そのご覚悟に

対して、その厚みに匹敵するご検討、そして先

生方の真摯なるご協議がなされたものか、まだ

私、今、お話をお聞かせいただく中で、その深

さの把握がどうしても心の中にストンと落ちる

ことができません。 

 もちろん、運動会の時期を動かしたから、ど

うしたからと、それだけで熱中症対策をどうこ

うというものではございませんし、熱中症対策

というものは、この地球温暖化が全、この地球

にかかって、ふりかかっている以上、老若男女、

幼い子どもからご高齢者まで、すべてにかかわ

る大切な、非常に大切な問題であることは、い

まさら言うまでもないわけですが。 

 過去１０年前に、このカリキュラムを組むと

きに、産業革命以後の１００年のつけが、今、

きているわけですけれども、そのカリキュラム

は１０年前から決めて、この９月になったとい

う、そのカリキュラムを組むときに、そのカリ

キュラムを組む方たちの頭の中に、地球温暖化

による、そういった問題を、先にどこか考えて

考慮したことがあったのか。そういった熱中症

的な、これから気温が上がっていく、そういっ

た子どもたちに、温暖化による暗い影がかかっ

ていくのかもしれないということ、恐らくその

１０年ほど前、カリキュラムをお決めになった

ときにはなかったと思います。 

 私は、その、今、教育長もおっしゃいました

ように、そのときの状況を見ながら、例えばこ

としはちょっと冷たい夏の状況だとか、そうい

うことを見ながら、また、子どもたちの身体的

状況を見ながら対応するというお言葉がありま

したけれども、これはそういった小さな部分で

考えるべきことでは、私はないと思うんです。 

 １０年前に、そういうことを、カリキュラム

の編成をしたときの観点と、今、ノーリターン

ポイントというんですか、もう地球の温度が２

度上がれば、雪崩的現象で、もろもろの、ウイ

ルスとかもろもろ、それから洪水とか氷河が溶

ける、もろもろの、取り返しのきかない、返る

ということのできないポイントというものがあ

るらしいんですが、そういった産業革命から便

利さを求めてきた、そのつけが、もろもろに、

これからずっと温度の上昇となって上がってく

るという、それはもう世界の学者が口をすっぱ

くして言っている現実なんです。 

 そういうときに、今、本当に酷暑がある、起

こっている状態の中で、今、改めて温暖化をか

んがみた、運動会にしろクラブ活動のあり方に

しろ、そういうものを考えてみてはという、私

の思いなのです。 

 そういった意味において、その時間割を変え

ないとするならば、それ以上の、相当のステッ

プを上げた熱中症対策をしなければ、非常に子

どもの命に、本当、かげりが起こってくると思

います。 

 それで、今の段階で、今日の段階においては、

教育長のご答弁が、今の形で、どうしてももろ

もろのカリキュラムの形の中で、変えてしまう

ことは大きなる混乱が起きる。カリキュラムを

変えるということは、児童生徒に、学校側に大

きな混乱が起きると判断ゆえに、カリキュラム

の変更はできないということにつながると思う

んですけれども、今の段階ではなく、将来的、

将来というか、そういうご協議の中で、この熱

中症に対して、また地球温暖化に対して、教職

員の中から、このカリキュラムの組みかえに対

しての、どれだけのご意見や内容が提示された

か、示されたか。 

 恐らく、こうしてきちっとご協議されるとい

うお話を、お答えをいただいている以上、きっ

ときょうまでの日々の中で、徹底したご協議が
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なされたと、私は把握しております。 

 その中で、先生方の中に、その時期に対して

憂う思い、どうあるべきかというご意見がどう

出られたものか、それをまずお聞きしたいと思

います。 

 それで、その後、特に教育委員会は、これで、

事実、ことしは９月にまたなるわけですけれど

も、またこれからもご協議がなされると思いま

すけれども、まず、次に教育委員会にお願いし

たいことは、市教育委員会が明確な指針を作成

して、すべての学校で徹底して、実行していっ

てくれるような、そういった１つの指針の作成、

熱中症対策に対して。そして、各学校がその熱

中症予防に対しての知識をきちっと身につけて

いただき、それから、指導教諭が人間尊重の視

点に立って、本当に子どもの訴えを真剣に受け

とめ、適切な措置をとれるもろもろの緻密な対

策を講じ、考えていただきたい。 

 上滑り、流してほしくないのです。そういっ

た意味で、今、その中の質問事項としては、今

日までの過程の中で、熱中症対策について教職

員の中から、校長会のみならず、教職員、先生

方、直接、子どもたちの授業、そして運動会の

指導に当たられる先生方の思いというもの、考

えというもの、意見というものをお示しいただ

ければと思います。 

 その２点について、１点目、４点目について

の再質問、よろしく、対してのお答え求めます。 

○副議長（中平富宏君） 市長。 

○市長（中西清二君） 市長、有田議員の再質

問にお答えをいたします。 

 伝承芸能、文化芸能の収録の関係でございま

す。 

 盆踊りの口説き、それから祭りには神様がつ

きものでございますから、やっぱり神主様の祝

詞奏上です。ああいったものを、一応、全体の

中では入っていると思います。私も、先ほど申

しましたように、全部、ちょっと確認をしてま

せんので、恐らく、口説きは盆踊りにはつきも

のでございますから、そのヤーサイなんか、特

にありますよね。 

 それの、この口説きにつきましては、その全

体の中で入ってますが、それがきちんとした言

葉で理解できるように入っているかどうかにつ

いては、ちょっとまだ確認できておりません。

もしできてなければ、また、やっぱりマイクだ

けを、例えば口説きの方にお願いして、これか

らとる場合に、それに映像をくっつけていくと

か、そういう方法も、やっぱりやっていくべき

かなと。 

 やはり、太鼓踊りをしても、三番叟とかいろ

いろありますが、ああいう形でも、やっぱり口

説きがないと、なかなかのっていかない。太鼓

と口説きがあるとか。 

 祭りには、やっぱり先ほど申しました神主さ

んの祝詞奏上があって、いろんな手順がある。

御輿が出るのも、やっぱり神様を拝んで、それ

から出るというふうなところがございますので、

そういった全体の中で撮ってきたものの中で、

不明瞭なものについては、やっぱり口説きをも

う一度、マイクをつけて収録するとか、そうい

うことでもやってまいりたいと思います。必要

なことでございますので。 

 それから、収録したものを、どこで、いつご

ろ皆さんに公開できるか、これちょっと事務的

に、事務局と打ち合わせしておりませんが、準

備でき次第、皆さんにも事前に通知をしまして、

こういうところでこういうことをしてますとい

うことを予告して、例えば、歴史館でできるの

であれば、そこでいついつからこういうことを

やってますということを予告して、公開したい

と、こんなに考えます。 

 そういったことで、やっぱり皆さんに早く見

ていただきたいなと思います。 
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 それから、答弁は要らないということでござ

いましたんですが、奥谷先生は、今、名誉市民

になっていただいております。 

 奥谷先生の絵画をそのまま寝かしてると言っ

たら悪いんですけど、これすごく高価なもので、

しょっちゅう、しょっちゅう出して、空気に触

れるというのも、なかなか大変ですが、やはり

これはお宝、宿毛市のお宝でございますから、

皆さんに見ていただきたいという気持ちは、す

ごくありまして。 

 やはり２年前ぐらいですかね、奥谷先生のご

了解をいただいて、文教センターで公開したと。 

 やっぱり、こういった形で２年に１回である

とか、１年に１回であるとか、先生のご了解い

ただいた上で、ほかの作品も含めた形で、奥谷

博展というものをやって、常設的にやっていく

のが、我々に課せられた使命でもあるのかなと

いう感じは、私自身は思っております。 

 準備状況とか、先生がお忙しい部分があった

り、そこの日程とか、それがマッチングしない

と、なかなかできづらい部分がございます。そ

ういったものについては、先生のご了解、日程

調整、そういったものも合わせた形で、できる

ところを公開してまいりたいと、こんなふうに

考えておりますし、もう１つは、市展で入選さ

れた作品、特選になった作品が、その期間だけ

しかあそこにはない。だから、あれももったい

なくて、今、写真の部門で、私、市長室も飾っ

てくれて、今、飾っております。 

 だから、そういった市主催でやった、せっか

く特選もらった作品なんかも、その期間だけで

すので、何かこう、どこかで人の目に触れる形

をとっていきたい。 

 １年中じゃなくてもいいと思うんですけど、

例えば特選集をやるとか、そういったもので、

皆さんに見ていただく、市民の皆さんに目に触

れるところに展示するということも、やっぱり

大切なことかなというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○副議長（中平富宏君） 教育長。 

○教育長（岡松 泰君） 教育長、有田議員の

再質問にお答えをいたします。 

 まず、有田議員の熱中症に対する思いもよく

わかりますし、私も子どもの命を守る、学校を

指導する責任者として、そのことはしっかりと

受けとめておることでございますけれども、い

ろいろ、総合的に判断をした結果、９月になっ

たということは、ご了解を願いたいと思うので

す。 

 まず、学校のカリキュラムというのは、１０

年ではなしに、毎年、学校行事、教育のカリキ

ュラムというのは、学習指導要領に合わせて、

毎年つくっていくわけです。 

 それから、学校行事も、毎年、いろいろなこ

とがあって変えていくわけです。ことしはこう

いう学校行事を入れる、きょうは、ことしは体

験学習として、田植えを入れていこうとかいう

ことで、毎年変えていきますし、授業の教育課

程、カリキュラムについては、指導要領が変わ

るたびに、毎年、その学校で学習指導要領に合

ったものにしていくと、そういう取り組みをし

ているので、毎年変わっているわけです。 

 それから、その熱中症、それから運動会の時

期について、学校の取り組みと先生の思いはど

うであったかということですけれども、学校の

思いについては、校長先生との話し合いの中で、

いろいろ教員と話し合った結果、どうしても、

先ほど申しましたように、いろいろな対外的な

行事があるので、１０月であるとか、１１月に

する方が、子どもの体のためにはいいかもしれ

ないけれども、どうしてもこの時期をずらすこ

とはできないという判断で、学校は話し合いの

結果、そういうことになったということであり

ます。 
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 春にやっていた小学校もあったそうです。実

は。何年か前に。けれども、いろいろな都合で、

応援の体制であるとか、１年生がまだ学校生活

に慣れていないのに、そういう大きな行事はで

きないんだとかいうことがありまして、それも

いろいろな話し合いの中で、春はやまったとい

うことであります。 

 それから、先ほど申しましたように、１０月、

１１月にこかすいうことについては、いろいろ

な行事とぶつかって、子どもたちがずうっと、

文化的な絵もかかなくてはいけない、英語の発

表もしなくてはいけない、それから、とにかく

いっぱいありますので、それはできないという

学校の判断で、９月ではないと実施が不可能で

あるという判断です。 

 それから、教職員の思いはどうかということ

ですけれども、残念ですけれども、教職員の思

いは、僕は、把握をしておりません。 

 それから、教育委員会として、しっかりした

指導はどうであるかということでありますけれ

ども、熱中症事故等の防止についてということ

で、学校に文書も出しておりますし、校長会等

でもお願いをしております。 

 それから、毎月、先ほど申しましたように、

熱中症事例、月別の報告書というのがありまし

て、何人、どんなところでかかって、どんな対

応をしていたかということ、各学校から出すよ

うにしております。 

 ですから、教育委員会としては、どこそこの

学校でバレー中に、バレーの練習中に熱中症に

なって、この程度であった。対策はこうしてや

ったということを報告さすようにしております

し、養護教諭を中心にして、指導をしっかりし

ておると、そういう取り組みをしております。 

 以上でございます。 

○副議長（中平富宏君） ７番有田都子君。 

○７番（有田都子君） ７番、再質問をいたし

ます。 

 １点目の伝承芸能の件につきましては、ご説

明、ご答弁いただきまして、再度の収録はいた

しませんが、やはり、口説き、今、お伝えいた

だきました祝詞とかいったものは、全体的な映

像の中で、たとえその音量が大きくても、非常

にその文言の一語一句が、なかなか把握できな

いものもございますので、一応、文字でその言

葉を書き残すとか、またはきちっとしたテープ

などにとるということは、お考えいただいたら

と思います。 

 それで、一応、１つの形として、これから市

民に伝えていくということを、まずでき上がっ

た、こういう取り組みをしてでき上がったんだ

ということの内容を、広報などでも、またいろ

いろ回覧ででもお伝えいただきたい、それをお

願いしたいと思います。 

 その運動会時期の熱中症対策を、カリキュラ

ムを考える上の根底的なお考えが、どうも私、

ちょっと教育長のお考えというか、私の望む思

いと、私の思いとがちょっとずれるというよう

な思いが、前のときもそうでございましたけれ

ども。 

 結局、私は教育委員会の長として、教育、子

どもたちの命、もちろん学力的なもろもろのす

べてを見守る長として、この温暖化という問題

を、あなたの、教育長の心にどれだけ深くとど

めているか。その拠点に立った、根底的な根拠

に立って、土台に立って、そしてどうそのカリ

キュラムを立てていくかということを、そこの、

何か私はその報告を受けた、そして学校でこう

いう話し合いで決まったと、そういうふうな、

今の報告があったと、総括的な１つの方向性は

こうであったというお答えをいただいたわけで

すけれども、教育長みずからが、その、本当に

この問題を真摯に、大変な問題として考えてい

るものであるならば、直接、教職員の方たちと
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じかに、腹を割ったお話もしてほしいなと、そ

ういう思いもしたわけでございます。 

 事実、今の段階において、今ここで押し問答

でどうこう、結論的なものを出していくことも

できないとは思いますが、どうかその熱中症対

策に対しての、運動会の時期を変えないという

ことの根拠に立ったならば、ワンステップもツ

ーステップも上の対策に心くだいてほしい、つ

くづくそれをお願いしたいと思います。 

 例えば、冷やす、ジェル状の冷やす備品など

の設置も、今以上に増加さすとか、それから、

本当にタオルを皆から持ってきてもらって、そ

してそれを冷やして、常に気をつけるとか、今

よりか、もっとステップを上げた熱中症対策へ

取り組んでいただくということが、今の段階で、

事業の、酷暑の９月を、組みかえができないと

いうことに対しては、それにかわるステップア

ップを図っていただきたい、つくづくそれは思

います。 

 以前、今もおっしゃいましたように、我々、

昔、小運動会という形で初夏、５月ごろによく

運動会をしておりましたけれども、そういうこ

とのご検討というものはなされたことがなかっ

たのかどうか、ちょっとその点を、まず１点聞

かせていただきたいことと、その熱中症に対し

ての、何かが起こったときのその救急体制、そ

ういうものに対してのきちっとした医療機関と

の連携的なものへの配慮もされておるものなの

か、もろもろ、ちょっとその２点について、聞

きたいと思います。 

 初夏に持ってくるという形は、よくあったん

ですが。その点のご検討はされていないのか。

１１月、１０月にされるのではなくて。 

 その点を、再質問とさせていただきます。 

○副議長（中平富宏君） 教育長。 

○教育長（岡松 泰君） 教育長、有田議員の

質問にお答えをいたします。 

 確かに、熱中症、そういう被害に遭われたら

大変なことですので、心して、子どもと、命を

守っていかないかん、そういう責任のある立場

であるという自覚はしております。 

 しておりますけれども、学校の中で、さっき

議員、カリキュラムと申されましたけれども、

学校行事だと思いますけれども、学校行事につ

いては、いろいろな考えがあって、ＰＴＡの中

であるだとか、それから教職員の中で話し合い

をして、学校行事は決めていくわけですけれど

も。 

 もちろん、学校が主体になってやるというこ

とです。教育カリキュラムというのは、授業の

編成ですので、その行事とはちょっと違うわけ

ですけれども。 

 その学校行事をやるときに、いつの時期がい

いかということについて、私どもの方から、校

長会においては、熱中症対策をしっかりと対応

できるような時期でやってください。子どもた

ちに不安のないような形で実施してくださいと、

お願いをしておりますけれども、何月にやって

くださいとかいうお願いは、しておりません。 

 それで、先ほど申しましたように、ある学校

では、春先にやった学校もあります。それから、

随分昔は、こいのぼり運動会ということで、小

学校で小運動会といった取り扱いもしたところ

もあると思いますけれども、そんな形で実施し

たところもありますけれども、２遍の運動会に

ついては、こういう教育課程が、大変難しい、

組むのが難しい時代ですので、授業時間の確保、

難しい時代でございますので、それはならなく

なりましたけれども、それにかわって、時期を

秋ごろにという取り組みをしたこともある学校

もあるがですけれども、それについても、いろ

いろと保護者の方や教職員の方から問題が出て、

難しいということになったと、こういうことは

あります。 
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 私の方から、何月にやってくださいというこ

とで指導したことはありません。 

 議員おっしゃいますように、このことについ

て、私も確かに、もう少し学校の先生の方に、

今後、その暑い時期に運動会を実施するのであ

れば、今よりももっともっと、熱中症に対する

取り組みを、真剣に取り組みをしてくださいと

いうお願いもできますし、教育委員会の方から、

いろいろな手立てもできる、そのことはできま

すけれども、時期について、どうしても学校が、

学校行事は、この時期にやらなくては、ほかの

行事とうまくいかん、うまくいかないというと

ちょっと語弊がありますけれども、ほかの行事

を対応することができないので、ここの時期を

はずすことができないと言われた場合に、私の

方から、それは相ならん、１０月にしてくださ

いというようなことは、ちょっとできないと思

われます。 

 以上です。 

○副議長（中平富宏君） ７番有田都子君。 

○７番（有田都子君） 今の段階において、こ

れ以上の質問は控えますけれども、私は、教育

長の存在、教育長の位置づけというものは、教

育、子どもの教育を、もちろん授業における教

育はもちろん、その子どもの心身の健全なる発

達のためのかじ取りのトップであると。 

 そういう、１つの指針を示すべきかなめであ

るというとらえ方を、私はさせていただいてお

りますゆえに、今後とも、この熱中症対策、熱

中症、地球温暖化というものは、環境問題、環

境学習にも、すべてつながってまいりますが、

そういった視点で、今、本日の結論的過程にお

いては、時期の変更はなし、しかし、それにか

わり、真摯なる熱中症対策に努めると、そのご

答弁として受け取らせていただきますけれども、

どうか今後、熱中、地球温暖化は加速してまい

ります。非常に、このインフルエンザも地球温

暖化に起因するということを言う学者が多々お

られます。いろんな意味で、地球温暖化は、こ

れは我々が予測しない事態をもたらすことは間

違いないわけでありまして、我々が生を得ても、

その後に続く子どもや孫という、子どもたちや

孫を守らなければならないという視点で、私は

申させていただく心があるわけですけれども。 

 どうか、教育委員会におかれましても、１つ

の指針をしっかりお立ていただいて、子どもた

ちの命を守るという点において、お考えを進め

ていただきたい。施策を、教育をしていだきた

いと思います。 

 以上で終わります。 

○副議長（中平富宏君） これにて一般質問を

終結いたします。 

 日程第２、「議案第３０号」を議題といたし

ます。 

 この際、提案理由の説明を求めます。 

 市長。 

○市長（中西清二君） 市長、追加提案いたし

ました議案につき、提案理由の説明を申し上げ

ます。 

 議案第３０号は、平成２１年度宿毛市一般会

計補正予算でございます。 

 総額で１４億８，５７７万８，０００円を増

額するものでございます。 

 内容につきましては、情報化関連事業の実施

に伴うものでございます。 

 国は、平成２２年度までにブロードバンドゼ

ロ地域、これは光ファイバー等の高速大容量回

線が整備されていない地域を解消することを目

的としまして、平成１８年度から、次世代ブロ

ードバンド戦略２０１０という事業を進めてい

ますが、平成２１年度の経済危機対策の一環と

して、本事業の取り組みに公共投資臨時交付金

を充てることが可能となっておりまして、国に

対して、要望をあげていましたところ、このた
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び、内示額の提示がありました。 

 このため、本臨時交付金を充当して、情報基

盤未整備地域への光ファイバー網の敷設や、無

線インターネットの整備及び携帯電話のアンテ

ナ整備など、地域の実情に応じたブロードバン

ド環境を整備しようとするものでございます。 

 よろしくご審議の上、適切なご決定を賜りま

すよう、お願いを申し上げます。 

 以上でございます。 

○副議長（中平富宏君） これにて、提案理由

の説明は終わりました。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。 

午後 ２時０９分 散会 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時００分 開議 

○議長（寺田公一君） これより本日の会議を

開きます。 

 日程第１「議案第１号から議案第３０号ま

で」の３０議案を一括議題といたします。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑の通告がありますので、順次発言を許し

ます。 

 ４番松浦英夫君。 

○４番（松浦英夫君） おはようございます。

通告に従いまして、質疑をさせていただきます。 

 それでは、まず初めは、議案第１７号別冊、

平成２１年度宿毛市一般会計補正予算（第４

号）についてであります。 

 まず、初めは、ページ１５ページ、第２款総

務費の第１項総務管理費、８目電算管理費、２

１節貸付金についてであります。 

 ケーブルテレビ事業安定化支援貸付金といた

しまして、２，０８２万円が計上されておりま

すけれども、この問題につきましては、昨年も

質疑を行った経緯がありますが、その中で、企

画課長の答弁によりますと、四万十市での事業

展開により、２２年度には３，９００万円、２

３年度には５，４００万円の収入が見込まれて

いるとのことでありましたが、その経営実態は

どのようになっておるのか。 

 見込みどおりとすると、貸し付けは今回限り

と思いますが、お示しをいただきたいと思いま

す。 

 宿毛市からの貸し付けに当たっては、議会は

保証人に当たるものと考えます。今回の貸し付

けについても、事前に資料の提出や説明も議会

では全くありませんでした。会社の経営状況も

熟知していない中での貸し付けにつきまして、

甚だ疑問に思いますが、そのことにつきまして

のご説明をお願いいたします。 

 次は、ページ１８ページ、第３款民生費の第

１項社会福祉費、６目介護保険費、８節報償費

及び１３節委託料についてでありますが、まず

初めは、８節の報償費についてであります。講

師報償費といたしまして、８０万円が計上され

ておりますが、内容につきましては、ある程度

は理解できますが、講師に対し、報償は１回幾

らであり、何回ぐらい実施をしようと予定して

いるのかお伺いいたします。 

 次に、１３節委託料であります。システム開

発・設計等委託料といたしまして、９，７２０

万円が計上されております。市長の提案理由の

説明の中で触れておりましたけれども、なお詳

しいご説明をいただきたいと思います。 

 次は、ページ３３ページ、第１０款教育費、

第４項社会教育費、１目社会教育総務費、８節

報償費及び１３節委託料についてであります。 

 ８節の放課後子ども教室推進事業報償費とい

たしまして、２６万８，０００円が計上されて

おり、１３節の放課後子ども教室推進事業委託

料といたしまして４８万２，０００円が計上さ

れております。 

 この事業につきましては、当初予算において、

報償費では２４万８，０００円、委託料では９

２万７，０００円が計上されておりますけれど

も、増額をされた理由について、ご説明をいた

だきたいと思います。 

 そして、同じく１３節放課後学び場応援事業

委託料といたしまして、今回、初めて３１８万

円が計上されておりますが、その内容につきま

して、どのような事業であるのか、委託先を含

めてご説明をいただきたいと思います。 

 次は、議案第２３号別冊、平成２１年度宿毛

市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）に

ついてであります。 

 ページ８ページ、第８款諸収入の第２項雑入、

２目返納金、１節介護保険料返納金についてで
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あります。 

 返納金といたしまして、８１万５，０００円

が計上されております。これにつきましては、

昨年の８月１日に新聞報道されました、市内の

介護保険サービス事業所によります、介護給付

費等の不正受給に関する事案での返納金と思わ

れます。 

 昨年の新聞報道によりますと、２つの介護施

設での不正受給額は合計２０３件で、１４９万

円とのことでありましたが、最終的に全体では

幾らくらいの不正受給があったのか。そして、

８１万５，０００円と合わせて、その内容につ

いてご説明をいただきたいと思います。 

 あわせて、今回、この事業所だけではなく、

宿毛市にあります他の事業所を含めまして、再

発防止対策と言いますか、宿毛市としての監査

の実施並びにその体制はどのようになっておる

のか、ご説明をいただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（寺田公一君） 企画課長。 

○企画課長（岡崎匡介君） 企画課長、松浦議

員の質疑にお答えをいたします。 

 議案第１７号別冊、宿毛市一般会計補正予算

（第４号）、第２款総務費、第１項総務管理費、

第８目電算管理費、２１節貸付金２，０８２万

円についてのご質問でございます。 

 ＳＷＡＮテレビの経営状況について、現在の

状況を報告させていただきます。 

 前回の第２回定例会におきまして、平成２０

年度西南地域ネットワーク株式会社の第８期決

算資料を提出させていただき、常任委員会にお

きまして、決算内容についての概要説明をさせ

ていただいた経過がございますが、平成１９年

度決算では、約４９０万円、平成２０年度決算

で約２，２００万円の単年度黒字となっており

ます。 

 しかしながら、これは政策投資銀行返済金に

対する貸付及び金融機関への償還金の減免措置

によるものでございまして、決して本来の黒字

とはいえないものであります。 

 昨年の議案質疑におきまして、四万十市西土

佐地区へのケーブルテレビ事業の実施による収

入見込みにつきましての数字を申し上げ、経営

改善に向けた明るい要因もあると報告した経過

がございます。 

 四万十市は、公設民営方式による運営を計画

しておりまして、施設整備は四万十市が、現在

実施しているところでございます。 

 現在の工事の進捗状況につきまして確認いた

しましたところ、平成２１年度中に完成する見

込みは、幹線ケーブルの敷設のみとなる見込み

で、平成２２年度当初からのＳＷＡＮテレビへ

の収入見込みは、昨年報告いたしました数字か

ら大幅に下回ることが予想されるとお聞きして

おります。 

 また、金融機関への償還金の減免につきまし

ても、平成１９年から３カ年の期限つきであっ

たことから、平成２２年度からは償還金の増額

も予想されるところでございます。 

 政策投資銀行からの借入に対しましては、宿

毛市が債務保証していることから、ＳＷＡＮの

返済が滞ると宿毛市は遅延利子付で返済する義

務が発生することとなります。したがいまして、

貸付の回数につきましては、四万十市の動向等、

不確定要素があるため、はっきりとしたことは

申し上げることができない現状でございます。 

 いずれにいたしましても、現在では宿毛市及

び四万十市にとって、なくてはならない存在と

なっておりますので、地域の皆様方におかれま

しては、経営の安定化に向け、できる限りの支

援をお願いいたしたいと思います。 

 以上でございます。 

 失礼しました。訂正をさせていただきます。 

 市中銀行への償還金の減免とありましたが、
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繰り延べの償還でございました。失礼いたしま

した。 

 議会への説明につきましては、今の決算資料

をもって、資金が不足するからということで、

ＳＷＡＮテレビの方から報告がありまして、議

会の方への事前報告についてできなかったこと、

申しわけなく思っております。 

○議長（寺田公一君） 保健介護課長。 

○保健介護課長（三本義男君） 保健介護課長、

４番、松浦議員の質疑にお答えいたします。 

 議案第１７号別冊、平成２１年度宿毛市一般

会計補正予算（第４号）、１８ページ、第３款

民生費、第１項社会福祉費、６目介護保険費、

８節報償費及び１３節委託費、合わせて９，８

００万円の増額補正でございますが、介護予防

の強化、認知症徘徊高齢者の安全確保、市民の

健康、介護意識の向上を目的とした宿毛高齢者

支援ネットワーク構築事業を実施するため、講

師報償費８０万円、及びシステム開発設計等委

託料９，７２０万円を計上するものです。 

 講師の報償費につきましては、１人１回４万

円で、２人１組で１０回、本事業に参加してい

ただくため、地域の介護事業関係者を集めての

システム勉強や、ＩＴ講習会を開催するための

ものでございます。 

 １３節の委託料、宿毛高齢者支援ネットワー

ク構築事業システム開発設計等委託料について

ですが、まず、介護予防ネットワークシステム

の構築であります。 

 これは、地域包括支援センターと居宅介護支

援事業者をネットワークで結び、介護カルテシ

ステムを導入するもので、介護関係事業者等の

業務負担が軽減されるだけでなく、効果的な介

護予防プログラムを共有することができるため、

介護関係者のスキルアップも図られ、介護度の

改善維持につなげていけるものと考えます。 

 次に、ＳＯＳネットワークシステムの構築で

すが、このシステムは、認知症があり、徘徊の

おそれがある方などの台帳を登録するものです。 

 台帳は家族の要請に応じて、顔写真、身体的

特徴、服装等を登録し、万一のときは、公的機

関やネットワークに登録している事業所に対し

てＳＯＳ情報を配信することで対象者の早期発

見、安全確保につなげるものでございます。 

 今後、ネットワーク登録事業所となっていた

だくため、コンビニエンスストア、タクシー会

社等に参加協力を要請してまいります。 

 地域介護ポータルサイト構築については、住

民向けに介護保険施設の空き情報や、健康づく

り等の情報提供を行うとともに、介護関係者向

けに介護に関するノウハウや、事例等を提供す

るもので、このサイトを通じて高齢者を抱える

家族だけでなく、広く一般市民にも、また全国

的にも有益な情報を提供し、介護予防の推進及

び介護サービスのレベルの向上を図るものでご

ざいます。 

 その歳出予算に基づく財源内訳といたしまし

ては、総務省の地域情報通信技術利活用推進交

付金を活用するもので、歳入予算１０ページの

第１３款国庫支出金、第２項国庫補助金、第２

目民生費国庫補助金、第１節社会福祉費補助金

に増額の９，８００万円を予算計上しておりま

す。 

 続きまして、議案第２３号別冊、平成２１年

度宿毛市介護保険事業特別会計補正予算（第３

号）、８ページの歳入の第８款諸収入、第２項

雑入、２目返納金、１節返納金の介護保険料返

納金８１万５，０００円の増額補正の内容につ

いてでありますが、有限会社岸本グループの訪

問介護事業所すくもと、居宅介護支援事業所す

くもの２事業所に対し、県の監査があり、その

中で事業所の所在地が介護保険事業所として指

定を受けたときの住所と違っていたが、事務的

に訂正の届出を出していなかったもの、また、
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事務上のミスによる請求誤りなどを指摘され、

平成２０年８月１日付で指定取り消しとなった

ものであります。 

 新聞報道では、松浦議員が言われますように、

２０３件で１４９万円となっておりましたが、

１つの請求誤りが２つ、３つの市町村で重複す

る部分があり、本市で詳細に調査した結果、６

市町村で延べ件数４３４件とふえましたが、額

では１４７万８，３４１円と、少しですが減と

なっています。 

 そのうち、本市の分としましては、訪問介護

事業所分が１８８件の５３万８，９２０円、居

宅介護支援事業所分が８件の４万４，２００円

でございます。合わせて件数は１９６件、金額

は５８万３，１２０円となっております。これ

に４０パーセントの加算金を加えて８１万６，

３６８円となりますので、今回、補正予算とし

て８１万５，０００円を計上したものでござい

ます。 

 続きまして、再発防止対策としての当市の監

査の状況とその体制はとの質疑でございますが、

当市が管轄する地域密着型サービス事業所、こ

れは認知症対応型の５つの事業所となりますが、

地域密着型サービスが始まった平成１８年度か

ら、介護保険法第２３条及び２４条に基づき、

保健介護課職員が事業所へ出向いての実施指導

を、２年に１度実施しております。 

 また、平成２０年度に出された国の指針によ

り、平成２４年度までに営利法人の運営するす

べての介護サービス事業所に対して、指導監査

を実施することとなり、本年度からは年次計画

に基づいた指導監査も実施する予定です。 

 このように、個別に行う指導だけでなく、介

護保険制度改正と、円滑な事業の実施、また本

市の指導内容等の周知のため、年に１度、市役

所へ来ていただいての集団指導も実施している

ところです。今後も、利用者の自立支援及び尊

厳の保持を念頭に置き、事業者の法令遵守、質

の向上を目指す指導に取り組んでまいります。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） 生涯学習課長兼宿毛文

教センター所長。 

○生涯学習課長兼宿毛文教センター所長（有田

修大君） 生涯学習課長兼文教センター所長、

４番、松浦議員の質疑にお答えをいたします。 

 議案第１７号別冊、平成２１年度宿毛市一般

会計補正予算（第４号）、３３ページの第１０

款教育費、第４項社会教育費、１目社会教育総

務費の８節報償費、放課後子ども教室推進事業

報償費２６万８，０００円及び、１３節委託料

の放課後子ども教室推進事業委託料４８万２，

０００円の増額の理由について、ご説明いたし

ます。 

 増額しようとする放課後子ども教室事業関係

の経費は、このほど、中学校においても放課後

子ども教室が開設できることになりましたので、

希望のあった東中学校と宿毛中学校の２校の経

費について、予算化をするものです。 

 中学校における放課後子ども教室の内容は、

基礎学力の定着と学力の向上に取り組むもので、

具体的には放課後に民間の学習アドバイザーに

お願いしまして、教職員とともに学習指導にあ

たってもらうものです。 

 報償費は、運営委員会やコーディネーターの

経費に、そして委託費は学習アドバイザーの謝

金や消耗品等の運営経費に使用することになっ

ております。 

 なお、学習アドバイザーは、教員免許を有し

ています学習塾の講師、そして高校の時間講師

等にお願いすることにしています。 

 なお、放課後子ども教室の経費は、通常は３

分の２を県が補助し、３分の１を市が負担する

ことになっておりますが、このたびの事業につ

きましては、初年度のみ高知県が全額を補助し
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てくれることになっております。 

 次に、同じ１３節委託料の放課後学び場応援

事業委託料３１８万円の内容についてでござい

ますが、放課後学び場応援事業は、放課後子ど

も教室及び放課後児童クラブにおいて、宿題等

の家庭学習の習慣を着実に身につけるとともに、

子どもたちの学ぶ意欲を育む取り組みを支援す

ることを目的として、このほど、新たに制度化

された高知県の補助事業であります。 

 この事業は、全額が県費で、３年間実施され

る予定になっております。対象となりますのは、

既に子ども教室、及び児童クラブを開設してい

ます橋上小学校、それから宿毛小学校、及び新

たに子ども教室を開設する東中学校と宿毛中学

校が対象になります。 

 委託費の内訳は、橋上小学校と宿毛小学校が

ともに５０万円、そして東中学校、宿毛中学校

がともに１０９万円の委託費を予算化をしてお

ります。 

 そして、使途でございますけれども、学習環

境を充実するための備品等の環境整備費、そし

て指導員の配置、図書の購入、学習教材の購入

等が予定されています。 

 なお、委託先につきましては、それぞれの学

校に開設します運営委員会に支出することにな

っております。 

 なお、運営委員会の構成は、学校の代表、そ

れからコーディネーター、保護者代表、地域の

学識経験者、学習アドバイザー等となっており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） ４番松浦英夫君。 

○４番（松浦英夫君） ４番、松浦です。 

 一応、それぞれ担当の課長の皆さんからご説

明をいただきました。 

 まず、１点目のケーブルテレビの関係、依然

として経営状況厳しいという状況でありますけ

れども、課長の説明の中にありましたように、

なくてはならないという部分についての確認は、

私もいたします。そういう面で、継続していく

ためには、積極的な営業活動、経営努力をして

いただきますよう、当市といたしましても意見

をしていただきたいというふうに思います。 

 それで、民生費の関係ですけれども、これに

ついても詳しくご説明いただきました。老人福

祉、いわゆる認知症の問題とか、いろいろ、

多々活用できるようでございますので、なお、

事業所だけではなしに、市民の皆さんもインタ

ーネット等で、いろいろ利用できるようでござ

いますので、そこらあたりについても、何らか

の方法で周知をし、せっかくこういう１億に近

い経費を投入するわけですので、周知等、よろ

しくお願いをいたします。 

 教育費の関係であります。 

 いろいろ高知県の学力の問題、いろいろ言わ

れております。そういった面で、学力の向上が

１つは主眼であろうというふうに思いますので、

所期の目的が達成できるように、教育委員会、

生涯学習課の立場でいろいろ指導していただき

たいというふうに思います。 

 最後の返納金の関係です。私自身も福祉施設

の役員等している中で、コンプライアンスの遵

守と言いますか、そこらあたりについては、一

般質問の中でも発言をしてまいりました。ぜひ、

コンプライアンスの遵守を最大限努めて、二度

とこういう形が宿毛市から発生しないよう、監

査の方もいろいろ、指導の方も取り組んでまい

るという課長の説明でございますので、そこら

あたりも、言うた限りは遵守をして、再発防止

に努めていただきたいというふうに思います。 

 以上で質疑を終わります。 

○議長（寺田公一君） ６番中平富宏君。 

○６番（中平富宏君） おはようございます。

６番、質疑を行います。 
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 私が行いますのは、議案第１７号別冊、平成

２１年度宿毛市一般会計補正予算（第４号）、

及び議案第３０号別冊、平成２１年度宿毛市一

般会計補正予算（第５号）の２議案であります。 

 まず、議案第１７号別冊の２６ページ、６款

３項２目水産振興費の９節旅費の宿毛市環境・

生態系保全活動支援推進交付金事業、この旅費

７万１，０００円、同じくその下の１１節需用

費の宿毛市環境・生態系保全活動支援推進交付

金事業消耗品費、燃料費１万円、また、同じく

その下の１３節委託料の、宿毛市環境・生態系

保全活動支援推進交付金事業現地確認委託料１

１万１，０００円につきまして、その内容のご

説明を願いたいと思います。 

 続きまして、３４ページ、１０款５項１目学

校保健費の１３節委託料のイリコ加工・配送委

託料１０５万円につきまして、その内容のご説

明を願いたいと思います。 

 続きまして、議案第３０号別冊の８ページ、

２款１項２４目地域情報通信基盤推進費の１３

節委託料の地域情報通信基盤整備実施設計委託

料１億４，８５０万円、そしてその同じく下の

１５節工事請負費の地域情報通信基盤整備事業

工事費１３億３，７３３万８，０００円につき

まして。こちらについては、昨日、追加議案と

して、提案理由の説明を市長からいただきまし

たが、大変大きな金額でもございますので、そ

の内容について、再度、詳しいご説明を願いた

いと思います。 

 以上で、１回目の質疑を終わります。 

○議長（寺田公一君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（頼田達彦君） 産業振興課長、

６番、中平議員の質疑にお答えいたします。 

 議案第１７号別冊、平成２１年度宿毛市一般

会計補正予算（第４号）、ページ２６ページ、

第６款農林水産業費、第３項水産業費、２目水

産業振興費の９節の旅費、１１節需用費、１３

節委託料の内容についてでございます。 

 この事業は、宿毛市と大月町とで行う事業で

ありまして、宿毛湾周辺海域のサンゴの移植や、

オニヒトデ駆除によるサンゴの保護保全活動と

漁業関係者を中心としたウニの駆除による藻場

再生の取り組みに対して、交付金を交付するも

のです。 

 それで、事業費につきましては、当初予算で

全体金額が３００万円で、そのうち国が２分の

１の１５０万、県が４分の１の７５万円、市も

４分の１の７５万円、これについては、当初予

算で既決させていただいております。 

 それで、今回の補正の内容でございますけれ

ども、今回、地域協議会を設立するに当たりま

して、国より交付金としまして、事務費ですけ

れども、２０万円が交付されることになりまし

た。このため、今回、旅費７万円、需用費２万

円、委託料１１万円、それぞれ１，０００円ず

つについては、単費で調整費を計上させていた

だいております。 

 旅費につきましては、高知、沖の島の旅費を

計上させていただいております。 

 それから、需用費につきましては、消耗品、

燃料費等を計上させていただいております。 

 それから、委託料については、現地の状況を

確認するために、潜水作業を行わなければなり

ませんので、その委託料として１１万１，００

０円を計上させていただいております。 

 なお、宿毛湾の環境保全連絡協議会について

は、構成団体いいますか、については、宿毛市、

大月町、それからすくも湾漁協、藻津漁協など

を含めまして、１０団体で構成されております。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） 企画課長。 

○企画課長（岡崎匡介君） 企画課長、中平議

員の質疑にお答えいたします。 

 議案第３０号別冊、平成２１年度宿毛市一般
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会計補正予算（第５号）、ページ８ページ。 

 歳出、第２款総務費、第１項総務管理費、２

４目地域情報通信基盤推進費、１３節委託料及

び１５節工事請負費につきましての内容でござ

います。 

 これまで、情報基盤整備につきましては、国

策として要望してきた経過がございまして、宿

毛市においては、市内全域における情報基盤整

備についての総合計画というものが作成されて

いなかったという経過がございます。 

 また、平成１３年度に策定しておりますテレ

トピア計画がございまして、ケーブルテレビを

中心とした整備計画については、策定がござい

ました。 

 こういった経過を踏まえる中で、先日も提案

理由の中で申し上げましたとおり、国の経済危

機対策におきまして、ブロードバンドゼロ地域

の解消に向けた新たなる支援が出たことから、

今回、その施策にのっとって、今の地域情報通

信基盤整備、実施設計の委託料としまして、１

億４，８５０万円。１５節の工事請負費につき

ましては、現段階で、市内全域を対象とした整

備計画として、１３億３，７３３万８，０００

円を計上しております。 

 内容につきましては、先日も申しましたが、

今後、市民のニーズ等を把握する中で、整備計

画を策定させていただきたいと思います。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（寺田公一君） 教育次長兼学校教育課

長。 

○教育次長兼学校教育課長（出口君男君） 教

育次長兼学校教育課長、６番議員の質疑にお答

えを申し上げます。 

 議案第１７号別冊、平成２１年度宿毛市一般

会計補正予算（第４号）でございます。 

 ３４ページ、第１０款教育費、第５項保健体

育費、１目学校保健費の１３節委託料１０５万

円の内容についてのご質問でございますけれど

も、教育委員会におきましては、児童生徒の学

力の向上はもとより、健全育成を目指して、子

どもたち、児童生徒が家庭における生活習慣、

規律正しい生活習慣というものを確立していた

だくということを、学校を通じて要請をいたし

ておりますけれども、それと合わせまして、毎

朝、朝食をしっかりとっていただくというお願

いもいたしております。 

 しかしながら、諸事情によりまして、児童生

徒の中には、朝食をとれてない子どもさんたち

もいらっしゃいますので、そういった子どもさ

んたちが、学校に来て、イリコを気軽に、学校

給食ではなしに、学校に設置をしたイリコを気

軽に食べることによって、そしゃくをし、脳の

活性化を図って、授業への集中力も高めていく

と、そういったことを実施をしたいということ

で、今回、今年度２１年度はモデル事業といた

しまして、大島小学校、咸陽小学校、それから

片島中学校に約２０グラムから４０グラムのパ

ックにいたしました、真空にパックをいたしま

して、子どもたちが手軽に食べれるような形で、

衛生的にも問題がないようにということで、学

校に、各小学校には３０個、それから中学校に

は４０個を届けて、食べていただくということ

を考えております。 

 現在、委託先としては、すくも湾漁協にお願

いをしたいというふうに考えております。 

 １パック当たり２０から４０グラムと言いま

したけれども、内容はカタクチイワシであると

か、ウルメイワシ、あるいはキビナゴの小さな

ものもございます。それは、いわゆる漁のこと

でございますので、とれたものをジャコにして

届けていただくというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） ６番中平富宏君。 

○６番（中平富宏君） ６番、再質疑をいたし
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ます。 

 まず、宿毛市環境・生態系保全活動支援推進

関係の事業なんですが、１点だけ、その潜水作

業による現地調査ということですが、この現地

調査の現地とはどこのあたりなのか。 

 旅費の方で、沖の島が出てきてましたので、

沖の島かなとは思いましたが、そこのあたりを、

どのあたりを考えておられるのか。 

 それで、またわかればですが、宿毛湾、新港

と呼ばれている宿毛湾港のところの防波堤に藻

場の設置をしたはずですが、そちらの方の現在

の状況等がわかれば、またお示し願いたいと思

います。 

 そして、議案第３０号の方の地域情報通信基

盤推進費の関係になるんですが、ただいまの答

弁で、市内全域について行っていきたいと。そ

して、今後は、市民のニーズを聞きながら、計

画を行っていきたいというふうなお話がござい

ました。 

 昨日の提案理由の説明の中で、まず、ブロー

ドバンドゼロ地域の解消ということでございま

したが、現在、既に高速インターネットサービ

スを行っているＳＷＡＮテレビ、こちらの、既

にひいてある、そういった既存のケーブルとの

関係はどのように考えておられるのか。 

 また、この整備をすることによって、今後、

宿毛市として負担すべきランニングコストは、

年間、どの程度と試算されておるのか、この点

についてお聞きをいたします。 

 そして、イリコ加工配送委託料についてです

が、ただいまの答弁で、わかるようなわからな

いようなところもあるんですが、まず、モデル

事業として行うということで、それはそれでい

いと思うんですが、実際、その３０個とかいう

少ない量で、咸陽小学校２００名を超す児童が

おられる中で、実際、足るのか余るのかという

部分もありますし、また、これ食べ物です。そ

ういったことを考えると、通常は給食センター

がうちはありますので、そちらの方に一たん納

入して、そちらの方の配送関係を利用した方が

スムーズにいくし、衛生的ではないか。 

 また、朝ということで、もしできないとなれ

ば、イリコというのは、もともと保存食であり

ますので、温度さえ、若干管理すれば、前日に

イリコを配送してもいいというふうに考えるわ

けですけれども、そこのあたりを、どうしてす

くも湾漁協の方に配送まで委託しなくてはなら

ないのか、そこら辺のご説明をいただきたいと

思います。 

 以上です。 

○議長（寺田公一君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（頼田達彦君） 産業振興課長、

６番、中平議員の再質疑にお答えをいたします。 

 委託料の潜水の現地でありますけれども、宿

毛市分については、沖の島周辺の潜水調査を予

定しております。 

 それから、新港の藻場の現在の状況というこ

とでございますけれども、実際やったのはうち

でなくて、県の方が設置しておりますので、は

っきりと把握はしておりませんが、現在、県の

方がいろいろ調査はしているということは聞い

ております。 

 以上です。 

○議長（寺田公一君） 企画課長。 

○企画課長（岡崎匡介君） 企画課長、中平議

員の質疑にお答えをいたします。 

 ＳＷＡＮとの関連性、並びに維持管理経費に

ついてのご質問でございます。 

 ＳＷＡＮテレビの整備した地域との関連性で

ございますが、今回、整備しようとする区域に

つきましては、未整備地域を中心として、整備

を考えていきたいと思っております。 

 ただし、未整備地域に伸ばすための主線路に

つきまして、現在、敷設しております線芯数等
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が不足する場合があれば、当然、増設というこ

とも考えられますので、既設に増設という形で

計画がなされるものと思っております。 

 また、ＳＷＡＮテレビのカバーエリアとして

されているエリアにつきましても、未整備の地

域もございまして、そういった部分につきまし

ても、今後、補助内容、補助要綱の内容に合致

するような部分につきましては、あわせて整備

を考えていきたいと思っております。 

 それから、今後、発生するであろう維持管理

経費につきましては、その設計内容、それから

整備地域のエリアによっていろいろと変動があ

ろうかと思われますが、公設という形になりま

すので、維持管理につきましては、すべて市が

負担する必要性が出てまいります。 

 そのため、電柱の共架料であったりとか、そ

れから線路の断線等に関する分の維持管理等に

つく管理費用等が発生しておりますので、四万

十町の例等でいきますと、数千万円の費用がか

かるんではないかということを予想しておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） 教育次長兼学校教育課

長。 

○教育次長兼学校教育課長（出口君男君） 教

育次長兼学校教育課長、６番議員の再質疑にお

答えを申し上げます。 

 イリコ加工配送の委託料に関しまして、まず

１点、給食センターに届けて、給食センターか

ら学校の方へ配送したらどうかというご質問で

ございますけれども、先ほど申し上げましたよ

うに、朝食等を摂取できてない子ども、児童生

徒が、朝、学校に登校した際に、その時点で軽

く食べる、食することができるとか、あるいは、

１時限目の終了後の休み時間であるとか、そう

いったことを、我々としては想定をいたしてお

りますので、基本的に学校給食の配送時間まで

に届けていただくということから、漁協の方に

今回はお願いしていると。 

 あわせて、その漁協に今回委託することにな

りました理由でございますけれども、これも先

ほど申し上げましたように、モデル事業として、

すくも湾漁協の方のアドバイスもいただきなが

ら、できるだけ少ない経費でできないかという

方法を考えた結果、今回、モデル事業としてす

くも湾漁協に委託をさせていただくと。 

 来年度以降、本格実施、市内の各校に本格実

施するということになりますと、入札なり、そ

ういったことになりますでしょうし、いわゆる

１個当たりの単価も、今回の、提示を申し上げ

た単価では、なかなか難しいんではないかとい

うふうに考えておりますので、ご理解いただき

たいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） ６番中平富宏君。 

○６番（中平富宏君） ６番、再質疑を行いま

す。 

 まず、イリコの件なんですが、若干、ちょっ

と質問と答弁、かみ合っていなかったのかなと

いうところがあるんですが。 

 僕が言ったのは、前の日に運んでも別にイリ

コだったら大丈夫じゃないんかなという思いが

したので、そちらの方を質問させていただきま

した。 

 ただ、ただいまの答弁で、あくまでもモデル

事業なので、すくも湾漁協の方からアドバイス

もいただきながらやっていきたいということで、

今後はまた、全校に、市内全体に広がるときに

は考えるということなので、特にこの点につい

ては、これ以上の答弁は求めたいとは思いませ

ん、よろしくお願いをいたします。 

 若干、その地域情報通信基盤整備実施関係の

ことについて、再質疑をしたいと思いますが。 

 まず１点、これはあくまでも光ファイバーに
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なると思うんですが、そちらの方の整備という

ことで、こちらの方を今度、管理する業者等を

委託というか、また指定しないといけなくなる

とは思うんですが、その件については、どのよ

うに宿毛市として考えておられるのか、まずそ

の点についてお聞きをしたいと思います。 

○議長（寺田公一君） 企画課長。 

○企画課長（岡崎匡介君） 企画課長、中平議

員の質疑にお答えいたします。 

 管理主体はどうなのかというご質問でござい

ます。整備の主体は、提案理由にも述べました

とおり、光ケーブルの敷設と、それから無線Ｌ

ＡＮによるブロードバンド化という２点の整備

の目標を立てております。 

 その中で、光ケーブル等、現在、維持管理を

しておりますのが、西南地域ネットワーク、い

わゆるＳＷＡＮテレビの方が管理しております

ので、現在のところ、漠然とではありますが、

管理主体としてＳＷＡＮにというふうなことは

検討しておりますが、今後、いい手法等がござ

いましたら、無線ＬＡＮ等もございますので、

今後、委託に当たっては、検討をさせていただ

きたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） ６番中平富宏君。 

○６番（中平富宏君） ６番、再質疑を行いま

す。 

 仮にＳＷＡＮになった場合に、先ほど、松浦

議員の方からの質疑もございましたが、今議会

において、ケーブルテレビ事業経営安定化支援

貸付金として２，０８２万円が計上をされてお

ります。 

 そして、平成１８年度からの貸付金の合計が、

今回を含めますと８，３２８万円になろうとと

いうか、なります。 

 仮にＳＷＡＮテレビに委託をして、現在のケ

ーブルテレビの部分を全市内に配信していくの

かという問題もございますが、そういったこと

を行ったとして、経営上の営業成績が飛躍的に

伸びるとは、なかなか考えにくいと思います。 

 そういった結果、結局、ＳＷＡＮテレビの方

に委託料としてお渡しするお金というのが、結

局ふえて、今以上に宿毛市の持ち出し分がふえ

るのではないかというふうな、そういった思い

がいたしますが、そういった、今後、毎年、多

額の財源の持ち出しに宿毛市が耐えられるのか。

耐えられるかどうか、即答はなかなか難しいと

思いますが、そういったことが想定されている

にもかかわらず、市内全域にこういったブロー

ドバンド化を進めようとしている、そういった

主な目的と言いますか、これがメリットなんだ

よというものがあると思います。 

 そういったものをお示しを願いたいと思いま

す。 

○議長（寺田公一君） 企画課長。 

○企画課長（岡崎匡介君） 企画課長、中平議

員の質疑にお答えいたします。 

 質問の中で、市の負担がどんどんどんどんふ

えていくという中で、こういった情報化施策を

整備するに当たってのメリットは何かというこ

とでございます。 

 宿毛市には、数多くのブロードバンドのゼロ

地域等がございます。また、携帯電話の不感地

域もございます。その中で、計画の段階で説明

もさせていただきましたが、全地域を対象とし

た形で整備計画をつくって、今の市民ニーズに

合ったところから、順次、整備していくという

ことで、市内全域について、ブロードバンド並

びに携帯電話不感地域を解消していこうという

のがメリットと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） ６番中平富宏君。 

○６番（中平富宏君） ６番、ありがとうござ

いました。 
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 以上で質疑を終わります。 

○議長（寺田公一君） ５番浅木 敏君。 

○５番（浅木 敏君） ５番議員の浅木です。

質疑をいたします。 

 まず、議案第１７号別冊、平成２１年度宿毛

市一般会計補正予算（第４号）であります。 

 ページ１５ページ、第２款総務費、１項総務

管理費、８目電算管理費、２１節貸付金。この

問題については、先ほど、議論がされましたが、

私もこの問題については、非常に市民の中から

も声が出ておりますので、そのことも含めて、

やはり今後、どうなっていくのかということに

ついて、質疑をいたします。 

 先ほど、中平議員も話ありましたように、こ

れ、１回目を議論したときには、向こうの社長

も来てもらって、かなり真剣なというか、資料

も提供して議論したと。そして、この２，０８

２万円を、１回目を貸し付けするかどうか、か

なり討議したわけでございます。 

 その１回目を貸し付けしてから、今回の提案

で４回目になるわけです。この間、１回通過し

たら、毎回、２，０８２万円で計上されている

という面があるわけです。 

 この面での、この間、経営努力はされたとい

う面は説明もありましたが、なぜ毎年２，０８

２万なのかということについて、ご説明願いた

い。 

 経営がよくなれば２，０８２万のうち、よく

なった分、一部は充当して仮に２，０００万で

いい、１，８００万でいいという数字が出てき

ても構わんのじゃないかと思うんですが、毎年

２，０８２万という金額が出てくることについ

て、どうなのかと。 

 それから、大体、４，０００世帯を加入すれ

ば、安定するということですが、経営安定へ向

けて、加入促進、これをどうしてきたのかと。

加入世帯全体がふえれば、確かに黒字にはなる

わけですが、現在の状況と、今後、どういうふ

うに、この２，０８２万円が借らなくていいよ

うにしていけるのか、これについてお答え願い

たい。 

 それから、続きまして、ページ２４。第６款

農林水産業費、第１項農業費、３目農業振興費、

１９節負担金補助及び交付金。宿毛市地産地消

推進事業補助金３６万４，０００円です。これ

は、新たな計画ですが、この事業内容について、

ご説明お願いします。 

 それから、２７ページ。第７款商工費、第１

項商工費、５目観光費、１５節工事費、工事請

負費、公衆トイレ改修工事費として３３８万２，

０００円が計上されておりますが、どこのトイ

レをどのように改修するのかについて、説明お

願いします。 

 続いて、２９ページ。第８款土木費、第４項

都市計画費、４目公園費、１５節工事請負費、

防災施設整備工事費３９１万１，０００円、こ

れにつきましても、どこの施設を、どのように

整備するのか、ご説明をお願いいたしまして、

１回目の質疑を終わります。 

○議長（寺田公一君） 企画課長。 

○企画課長（岡崎匡介君） 企画課長、浅木議

員の質疑にお答えをいたします。 

 議案第１７号別冊、宿毛市一般会計補正予算

（第４号）、ページ１５ページ。 

 第２款総務費、第１項総務管理費、第８目電

算管理費、２１節貸付金につきまして、ご説明

をいたします。 

 先日の一般質問で、野々下議員にもお答えを

した経過がございますが、ＳＷＡＮテレビの経

営状況につきましては、非常に厳しい状態がず

っと続いておりまして、四万十市の加入を含め

ても、好転の要素はあるにしても、なかなか厳

しい状態が続いております。 

 したがいまして、宿毛市も支えていく必要が
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ございますので、貸し付けを行っているもので

ございます。 

 今後、ＳＷＡＮについての貸付金における償

還計画等につきましては、また議会の皆様にも

償還計画等作成して、ご報告させていただく中

で、またご支援をしていただきたいと思います。 

 また、先ほども申しましたが、市民の皆様の

加入が一番の支援となりますので、ぜひともご

協力をよろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（津野元三君） 商工観光課長、

５番、浅木議員の質疑にお答えをいたします。 

 議案第１７号別冊、平成２１年度宿毛市一般

会計補正予算（第４号）、２７ページの商工費、

７款１項５目の１５節工事請負費３３８万２，

０００円を計上しておりますが、その内容につ

いて説明いたします。 

 沖の島は、高知県で唯一の有人離島であり、

ダイビング、磯釣り、海水浴等で年間数千人の

観光客が訪れております。 

 しかし、古屋野、久保浦に設置しています公

衆便所は、いまだに非水洗式の便所であり、つ

まり「ぽっちゃん便所」という形のものながで

す。においもある上に、蚊も発生するなど、不

衛生な状況になっております。 

 そのため、島を訪れる観光客に気持ちよく便

所を利用していただくために、両地区の便所を

洋式の簡易水洗に取りかえするものであります。 

 また、鵜来島につきましては、施設の劣化等

が進み、危険な状況にありますので、修繕工事

をするとともに、洋式の便器に取りかえするも

のであります。 

 今回の事業につきましては、県の補助事業、

観光施設等緊急魅力向上事業費補助金、３分の

２の補助をいただきまして、それを活用するも

のです。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（頼田達彦君） 産業振興課長、

５番、浅木議員の質疑にお答えいたします。 

 議案第１７号別冊、平成２１年度宿毛市一般

会計補正予算（第４号）、ページ２４ページの

第６款農林水産業費、第１項農業費、３目農業

振興費、１９節負担金補助及び交付金の宿毛市

地産地消推進事業補助金３６万４，０００円の

事業内容について、説明させていただきます。 

 この事業は、平成１９年、２０年度は独立行

政法人日本スポーツ振興センターからの補助で、

給食センターが主体で食育事業を実施していま

した。 

 そのような中で、キビナゴがさばけるように

なったとか、カツオを３枚におろせるようにな

ったという子どもたちができました。 

 そのため、本年度、ぜひやってもらいたいと

いう意見がありまして、給食センター、すくも

湾漁協、ＪＡ宿毛支所などの協力を得て、市内

の小中学校を対象に、宿毛市地産地消推進協議

会で取り組みを行うために、今回、補正をお願

いするものです。 

 以上です。 

○議長（寺田公一君） 建設課長。 

○建設課長（安澤伸一君） 建設課長、５番、

浅木議員の質疑にお答えをいたします。 

 議案第１７号別冊、平成２１年度宿毛市一般

会計補正予算（第４号）、２９ページ。 

 第８款土木費、第４項都市計画費、４目公園

費、１５節工事請負費３９１万円についてでご

ざいます。 

 これは、防災施設整備工事費でございまして、

近い将来、起こると予測されております東南

海・南海地震に対する防災対策といたしまして、

市街化が進んでおります宿毛駅周辺地区の一時

避難場所、これについては、四季の丘２号団地
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公園を予定しておりますが、この公園及び二次

的復興防災場所として４カ所の公園へ、国の補

助事業を活用いたしまして２分の１の補助でご

ざいますが、本年度から２カ年事業によりまし

て、総事業費９００万円で防災施設の整備を行

おうとするものでございまして、本年度事業と

いたしましては、事業費４００万円で２カ所を

予定しておりまして、施工場所については、ま

だ流動的でありますが、現在のところ、コスモ

ス薬局の裏の公園と、高知新聞の前の公園の整

備を予定としております。 

 整備するものといたしましては、ベンチとか

照明とか、そういったもの、公園については単

独で整備をしなきゃならないわけですが、今回、

この事業を取り入れることによりまして、補助

となるわけでございますが、整備するものとい

たしましては、ソーラーの照明、電気なんかが

断線して照明も使えなくなるというようなこと

もある中で、ソーラー照明。 

 それから、簡易トイレ、そしてかまどベンチ。

ベンチも、あと二次の防災のことを考えまして、

復興のこと。ベンチの座のところをのけたら、

下から火もたけれるような、お湯を沸かしたり、

そういったこともできるベンチを据えるという

ようなことを予定をいたしております。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） 企画課長。 

○企画課長（岡崎匡介君） 企画課長、浅木議

員の質疑の中で、答弁ができてない部分がござ

いましたので、答弁させていただきます。 

 貸付金２，０８２万はなぜなのかと、金額が

変更してもいいんじゃないかというご質問でご

ざいますが、この貸し付けにつきましては、政

策投資銀行への償還金の一部分というふうなこ

とでご説明させていただきました経過がござい

ます。 

 償還金は年に４回、１回につきまして６９４

万円を４回払いで、２，７７６万という償還金

を１年で返還しておりますが、その３回分とし

て２，０８２万円という金額を計上しておりま

す。 

 これは、貸付目的を明確にするために、３回

分として２，０８２万ということの貸付でござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） ５番浅木 敏君。 

○５番（浅木 敏君） 再質疑をいたします。 

 先ほどお話のありましたＳＷＡＮテレビへの

貸付金の問題です。 

 答弁でわかる部分もありますが、先ほど、私

が質問した中で、経営努力の問題。特に、現在

の加入状況、これまで繰り返されてきた４，０

００名ぐらいを超過すれば安定していけるとい

うことですが、現在、どうなっているのかと。 

 それから、また今後、やっぱり加入者を拡大

しないと収入はふえないという面で、その面で

の答弁がなかったので、それをお聞きしたいと。 

 それと、もう１つ、その経営の関係で、今、

各家庭に加入しているところに、番組等送って

ますわね。全家庭に送っているんだと思います

が、封筒に入れて。これについて、皆さん、市

民の中で、十分見ているというとこと、ほとん

ど見ていないという意見は、私も聞くわけです。

そういった面から、どれくらい、この配布に、

製作費等配付にお金がかかっているのか。 

 それとともに、そういうことについて、ちょ

っとお聞きしたいんですがね。 

○議長（寺田公一君） 企画課長。 

○企画課長（岡崎匡介君） 企画課長、浅木議

員の質疑にお答えいたします。 

 経営状況等につきましては、一般質問でもお

答えいたしまして、経営努力といたしまして、

役員の交代等も含めて、経営努力に努めており

ますということを答弁いたしました。 



 

－ 104 － 

 現在の加入状況につきましては、約ではござ

いますが、３，３００世帯の加入状況でござい

ます。 

 それと、加入世帯、全戸に配布しております

番組表等に係る経費についてでございますが、

しばらくお時間をいただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） 企画課長。 

○企画課長（岡崎匡介君） 企画課長、浅木議

員の質疑にお答えいたします。 

 浅木議員の質問の中で、番組表等に対する経

費についてのお問い合わせがございましたが、

手元に資料がございませんので、後ほど、議員

の皆様に配付させていただきたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） ５番浅木 敏君。 

○５番（浅木 敏君） 今、課長の方から、数

字的なものは、今、押さえられてないというこ

とですので、後でということですので、そのこ

とを了解します。 

 なお、市民の中からそういう意見があるとい

うことで、今後、それがどう活用されていくか

ということも、調査も含めて、今後、１つの検

討材料にしてもらったらという面。 

 もし、それ答弁、そちらの方で答弁があれば

ですが、私はそういう要望をして、質疑を終わ

ります。 

 なお、ほかの皆さんの質疑につきましては、

詳しい説明をいただきましたので、了解いたし

ました。 

 そういうことでよろしいでしょうか。 

 以上で終わります。 

○議長（寺田公一君） 以上で、通告による質

疑は終了いたしました。 

 ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君） ほかに質疑がありませ

んので、これにて質疑を終結いたします。 

 おはかりいたします。 

 ただいま議題となっております議案のうち

「議案第１号及び議案第１７号から議案第２５

号まで並びに議案第３０号」の１１議案につい

ては、会議規則第３７条第３項の規定により、

委員会の付託を省略いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君） ご異議なしと認めます。 

 よって「議案第１号及び議案第１７号から議

案第２５号まで並びに議案第３０号」の１１議

案については、委員会の付託を省略することに

決しました。 

 ただいま議題となっております議案のうち、

「議案第２６号から議案第２９号まで」の４議

案は、お手元に配付してあります議案付託表の

とおり、所管の委員会に付託いたします。 

 おはかりいたします。 

 議案等審査のため、９月１０日及び９月１１

日は休会いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、９月１０日及び９月１１日は休会す

ることに決しました。 

 以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

 ９月１０日から９月１３日までの４日間は休

会し、９月１４日午前１０時より再開いたしま

す。 

 本日はこれにて散会いたします。 

午前１１時３７分 散会 
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議 案 付 託 表 

                             平成２１年第３回定例会  

付託委員会 議 案 番 号       件               名 

総 務 文 教 

常任委員会 

（ ４件） 

議案第２６号 

 

議案第２７号 

議案第２８号 

議案第２９号 

宿毛市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正

する条例について 

宿毛市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 
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平成２１年 

第３回宿毛市議会定例会会議録第５号 

 

１ 議事日程 

    第１３日（平成２１年９月１４日 月曜日） 

午前１０時 開議 

   第１ 議案第１号から議案第３０号まで 

      （議案第１号及び議案第１７号から議案第２５号まで並びに議案第３０号、討論、 

       表決） 

      （議案第２６号から議案第２９号まで、委員長報告、質疑、討論、表決） 

      （議案第２号から議案第１６号まで、特別委員会設置、付託） 

   第２ 陳情第２３号 

   第３ 委員会調査について 

   第４ 決議案第１号 議案第３０号に対する付帯決議について 

   第５ 後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

２ 本日の会議に付した事件 

   日程第１ 議案第１号から議案第３０号まで 

   日程第２ 陳情第２３号 

   日程第３ 委員会調査について 

   日程第４ 決議案第１号 

   日程第５ 後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

３ 出席議員（１６名） 

   １番 今 城 誠 司 君     ２番 岡 﨑 利 久 君 

   ３番 野々下 昌 文 君     ４番 松 浦 英 夫 君 

   ５番 浅 木   敏 君     ６番 中 平 富 宏 君 

   ７番 有 田 都 子 君     ８番 浦 尻 和 伸 君 

   ９番 寺 田 公 一 君    １０番 宮 本 有 二 君 

  １１番 濵 田 陸 紀 君    １２番 西 郷 典 生 君 

  １３番 山 本 幸 雄 君    １４番 中 川   貢 君 

  １５番 西 村 六 男 君    １６番 岡 崎   求 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

４ 欠席議員 

   な  し 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

５ 事務局職員出席者 
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   事 務 局 長        岩 本 昌 彦 君 

   次    長  小 島 美喜子 君 

   議 事 係 長        岩 村 研 治 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

６ 出席要求による出席者 

   市 長  中 西 清 二 君 

   副 市 長  岡 本 公 文 君 

   企 画 課 長  岡 崎 匡 介 君 

   総 務 課 長        弘 瀬 徳 宏 君 

   市 民 課 長  滝 本   節 君 

   税 務 課 長  山 下 哲 郎 君 

   会計管理者兼 

   会 計 課 長 
小 島 秀 夫 君 

   保健介護課長  三 本 義 男 君 

   環 境 課 長        岩 本 克 記 君 

   人権推進課長  乾     均 君 

   産業振興課長  頼 田 達 彦 君 

   商工観光課長  津 野 元 三 君 

   建 設 課 長  安 澤 伸 一 君 

   福祉事務所長  沢 田 清 隆 君 

   水 道 課 長  豊 島 裕 一 君 

   教 育 長  岡 松   泰 君 

   教 育 次 長 兼       

   学校教育課長 
出 口 君 男 君 

   生涯学習課長 

   兼 宿 毛 文 教       

   センター所長 

有 田 修 大 君 

   学 校 給 食 

   センター所長 
岡 村 好 知 君 

   千 寿 園 長        村 中   純 君 

   農 業 委 員 会 

   事 務 局 長 
小 野 正 二 君 

   選挙管理委員 

   会 事 務 局 長 
土 居 利 充 君 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後 １時００分 開議 

○議長（寺田公一君） これより本日の会議を

開きます。 

 この際「諸般の報告」をいたします。 

 地方自治法第１８０条第２項の規定により、

市長の専決処分事項の報告につきましては、お

手元に配付しているところであります。 

 日程第１「議案第１号から議案第３０号ま

で」の３０議案を一括議題といたします。 

 これより「議案第１号」について討論に入り

ます。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君） 討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

 おはかりいたします。 

 「議案第１号」は、これを承認することにご

異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、「議案第１号」は、これを承認する

ことに決しました。 

 これより「議案第１７号から議案第２５号ま

で及び議案第３０号」の１０議案について討論

に入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君） 討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

 これより、「議案第１７号から議案第２５号

まで及び議案第３０号」の１０議案を一括採決

いたします。 

 本案は、原案のとおり可決することに賛成の

諸君の起立を求めます。 

（賛 成 者 起 立） 

○議長（寺田公一君） 全員起立であります。 

 よって「議案第１７号から議案第２５号まで

及び議案第３０号」の１０議案は、原案のとお

り可決されました。 

 これより「議案第２６号から議案第２９号ま

で」の４議案について、委員長の報告を求めま

す。 

 総務文教常任委員長。 

○総務文教常任委員長（西郷典生君） 総務文

教常任委員長。本委員会に付託されました議案

の審査結果を報告いたします。 

 本委員会に付託されました議案は、議案第２

６号、２７号、２８号及び第２９号の４議案で

あります。 

 議案第２６号は、宿毛市職員の勤務時間、休

暇に関する条例の一部を改正する条例について

であります。 

 本案は、平成２０年８月の人事院勧告を受け、

平成２２年１月１日より職員の勤務時間を現在

の８時３０分から１７時３０分までの８時間を、

８時３０分から１７時１５分までの１日７時間

４５分に改めようとするものであります。 

 議案第２７号は、宿毛市国民健康保険条例の

一部を改正する条例についてであります。 

 本案は、国の緊急少子化対策として、平成２

１年１０月１日から平成２３年３月３１日まで

の間、出産一時金を現行の３５万円から４万円

を増額し、３９万円とするものであります。 

 議案第２８号は、辺地に係る公共的施設の総

合整備計画の策定についてであります。 

 本案は、山北地区内の消防施設の整備をする

ため、消防団に小型動力ポンプ付積載車を配備

するに当たり、辺地対策事業債の申請を行うた

め、計画を策定するものであります。 

 議案第２９号は、辺地に係る公共的施設の総

合整備計画の変更についてであります。 

 本案は、沖の島地区内の水道施設の改良、消

火施設の設置等を実施するに当たり、辺地対策
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事業債の変更を行うため、計画を変更するもの

であります。 

 以上、４議案について、担当課から詳しい説

明を受け、慎重に審査いたしました結果、いず

れも原案を適当と認め、全会一致をもって可決

すべきものと決しました。 

 以上、本委員会に付託されました議案審査に

ついて、報告を終わります。 

○議長（寺田公一君） 以上で、委員長の報告

は終わりました。 

 ただいまの委員長報告に対する質疑に入りま

す。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君） 格別質疑がありません

ので、これにて質疑を終結いたします。 

 これより「議案第２６号から議案第２９号ま

で」の４議案について、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君） 討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

 これより「議案第２６号から議案第２９号ま

で」の４議案を一括採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は、委員長報告のとおり決することに賛

成の諸君の起立を求めます。 

（賛 成 者 起 立） 

○議長（寺田公一君） 全員起立であります。 

 よって「議案第２６号から議案第２９号ま

で」の４議案は、原案のとおり可決されました。 

 おはかりいたします。 

 議案第２号から議案第１６号までの１５議案

については、すべて決算認定に係る議案であり

ますので、この際、８人の委員をもって構成す

る決算特別委員会を設置し、これに付託の上、

閉会中の継続審査とすることにいたしたいと思

います。 

 これにご異議ありません。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は８人の委員をもって構成する

決算特別委員会を設置し、これに付託の上、閉

会中の継続審査とすることに決しました。 

 ただいま設置されました決算特別委員会の委

員の選任については、委員会条例第８条第１項

の規定により、今城誠司君、野々下昌文君、松

浦英夫君、浅木 敏君、浦尻和伸君、山本幸雄

君、中川 貢君、岡崎 求君、以上８人を指名

いたします。 

 続いて、決算特別委員会の委員長及び副委員

長の互選をお願いいたします。 

 この際、暫時休憩いたします。 

午後 １時０９分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後 １時１０分 再開 

○議長（寺田公一君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 休憩中に決算特別委員会の委員長及び副委員

長が選任されましたので、この際、事務局長か

ら報告いたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（岩本昌彦君） 事務局長。 

 「決算特別委員会」の委員長及び副委員長を

報告いたします。 

 委員長、浦尻和伸君、副委員長、野々下昌文

君。 

 以上でございます。 

○議長（寺田公一君） 日程第２「陳情第２３

号」を議題といたします。 

 これより「陳情第２３号」について、委員長

の報告を求めます。 

 総務文教常任委員長。 

○総務文教常任委員長（西郷典生君） 総務文
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教常任委員長。 

 本委員会に付託されました陳情について、審

査の結果を報告いたします。 

 今回、審査いたしました陳情は、平成２１年

第２回定例会で継続審査となっていたものであ

ります。 

 陳情第２３号、海運・フェリー・旅客船の航

路存続と船員の雇用対策についての１件のみで

あります。 

 本市では、既にフェリー航路存続のための補

助金支援等を行っており、陳情者の願意は達せ

られているものとして継続調査としていたもの

でありますが、一層厳しくなっている海運業界

の現状から、陳情者の願意を考慮する中で慎重

に審査いたしました結果、全会一致をもって採

択すべきものと決しました。 

 以上、本委員会に付託されました陳情につい

ての報告を終わります。 

○議長（寺田公一君） 以上で、委員長の報告

を終わります。 

 ただいまの委員長報告に対する質疑に入りま

す。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君） 格別質疑がありません

ので、これにて質疑を終結いたします。 

 これより「陳情第２３号」について、討論に

入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君） 討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

 おはかりいたします。 

 「陳情第２３号」については、お手元に配付

いたしました「審査報告書」のとおりでありま

す。 

 本件は「審査報告書」のとおり決することに

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本件については「審査報告書」のと

おり決しました。 

 日程第３「委員会調査について」を議題とい

たします。 

 各常任委員長及び議会運営委員長から、目下

委員会において調査中の事件については、会議

規則第１０４条の規定により、お手元に配付い

たしました申出書のとおり、閉会中の継続調査

の申し出があります。 

 おはかりいたします。 

 委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調

査に付することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、委員長から申し出のとおり、閉会中

の継続調査に付することに決しました。 

 日程第４「決議案第１号 議案第３０号に対

する付帯決議について」を議題といたします。 

 この際、提案理由の説明を求めます。 

 １番今城誠司君。 

○１番（今城誠司君） １番、議案第３０号、

平成２１年度宿毛市一般会計補正予算（第５

号）に対する付帯決議について、提案理由の説

明をいたします。 

 本議案は、国が進めている次世代ブロードバ

ンド戦略２０１０の事業を受けて、平成２２年

度までにブロードバンドゼロ地域を解消するこ

とを目的に、宿毛市においても情報基盤未整備

地域への光ファイバー網の敷設や、無線インタ

ーネットの整備、及び携帯電話のアンテナ整備

など、ブロードバンド環境を整備しようとする

ものであります。 

 地方にとって、ブロードバンド整備による情

報のスピード化は、企業誘致や雇用の創設、交
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流人口の増大と、都市と地方の格差の是正に向

けた取り組みとして有意義な政策であり、国の

責任において整備される事業であります。 

 今回の議案は、経済危機対策による公共投資

臨時交付金という財政基盤の弱い地方行政にと

っては有利な事業となっておりますが、後年度

に施設の維持管理に多額の資金を必要とするリ

スクも秘めており、将来の市政への影響を大変

危惧するものであります。 

 議案第３０号は、先ほど可決されましたが、

事業の執行に当たりましては、慎重に実施され

るよう強く求めるものであります。 

 同僚議員の賛同を求め、提案理由の説明を終

わります。 

○議長（寺田公一君） これにて提案理由の説

明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君） 格別質疑がありません

ので、これにて質疑を終結いたします。 

 おはかりいたします。 

 本案は、会議規則第３７条第３項の規定によ

り、委員会の付託を省略いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は委員会の付託を省略すること

に決しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君） 討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

 おはかりいたします。 

 「決議案第１号」は、原案のとおり可決する

ことにご異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、「決議案第１号」は、原案のとおり

可決されました。 

 おはかりいたします。 

 ただいま、決議案が議決されましたが、その

条項、字句、数字その他の整理を要するものに

つきましては、その整理を議長に委任されたい

と思います。 

 これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君） ご異議なしと認めます。 

 よって、条項、字句、数字、その他の整理は

議長に委任することに決しました。 

 日程第５、「高知県後期高齢者医療広域連合

議会議員の選挙」を行います。 

 議場の閉鎖を命じます。 

（議場閉鎖） 

○議長（寺田公一君） ただいまの出席議員数

は１６人であります。 

 投票用紙を配付いたさせます。 

（投票用紙配付） 

○議長（寺田公一君） 投票用紙の配付漏れは

ありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君）） 配付漏れなしと認め

ます。 

 投票箱を改めさせます。 

（投票箱点検） 

○議長（寺田公一君） 異状なしと認めます。 

 念のため申し上げます。 

 投票は単記無記名であります。 

 投票用紙に被選挙人の氏名を記載のうえ、点

呼に応じて順次投票を願います。 

 点呼を命じます。 

 事務局長。 

○事務局長（岩本昌彦君） 点呼をいたします。 
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 今城誠司君、岡﨑利久君、野々下昌文君、松

浦英夫君、浅木 敏君、中平富宏君、有田都子

君、浦尻和伸君、寺田公一君、宮本有二君、濵

田陸紀君、西郷典生君、山本幸雄君、中川 貢

君、西村六男君、岡崎 求君。 

○議長（寺田公一君） 投票漏れはありません

か。 

（「なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君） 投票漏れなしと認めま

す。 

 投票を終了いたします。 

 議場の閉鎖を解きます。 

（議場開鎖） 

○議長（寺田公一君） 開票を行います。 

 会議規則第３１条第２項の規定により立会人

に今城誠司君及び岡﨑利久君を指名いたします。 

 よって、両君の立ち会いを願います。 

（開  票） 

○議長（寺田公一君） 選挙の結果を報告いた

します。 

 投票総数１６票。 

 これは先ほどの出席議員数に符合いたしてお

ります。 

 このうち 

  有効投票 １６票 

 有効投票中 

  三本富士夫君 １５票 

  大岸真弓君   １票 

 以上のとおりであります。 

 この選挙結果につきましては、高知県後期高

齢者医療広域連合選挙長に報告することにいた

します。 

 これにて、高知県後期高齢者医療広域連合議

会議員の選挙は終わりました。 

 以上で、今期定例会の日程はすべて議了いた

しました。 

 閉会にあたり、市長からあいさつがあります

ので、発言を許します。 

 市長。 

○市長（中西清二君） 市長。閉会のごあいさ

つを申し上げます。 

 去る９月２日に開会をいたしました今期定例

会、本日までの１３日間、議員の皆様方におか

れましては、連日ご熱心にご審議をいただきま

して、ご提案申し上げました３０議案のうち、

決算認定議案を除きまして、いずれも原案のと

おりご決定をいただき、まことにありがとうご

ざいます。 

 今議会を通じましてお寄せいただきました

数々の貴重なご意見やご提言につきましては、

今後、さらに検討をしながら、市政の執行に反

映させてまいりたいと考えております。 

 特に、先ほど付帯決議が採択されました議案

３０号でございます。私どもも、十分これは承

知して、慎重にやっていかなきゃいけない事案

であるというふうなことは心得ておるわけでご

ざいますが、なお、きょう議決を採択されまし

たいうことを重く受けとめまして、さらにいろ

んな関係方面とも話し合いもしながら、慎重に

進めてまいりたい。特に大きな事業費でござい

ますし、それから、後年度負担というものが、

国の方の負担が本当に入ってくるのかどうか、

市の大きな負担になるのではないか、そういっ

たことを、十分、私どもも心得ておるわけでご

ざいますが、きょう、さらに議員の皆様方から

こういった決議をいただきましたことを、本当

に心から重く受けとめて、執行については慎重

にやってまいりたいと、このように考えます。 

 １０月を迎えます、秋はいろんな行事がござ

います。開会のときに申し上げました１０月２

９日には、現在、大相撲をやっておりますが、

豊ノ島、残念ながらきのうは負けました。多分、

今場所、勝ち越ししてくれるんではないかと思

いますが、いろんな行事が秋にはめじろ押しで
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ございます。議員の皆様方には、これからも健

康にご留意をされまして、いろんな市の行事に

も、またご協力も願いたいというふうに考えて

おります。 

 どうか皆様方には、より一層のご活躍を祈念

を申し上げまして、閉会のごあいさつとさせて

いただきます。 

 どうもありがとうございました。 

○議長（寺田公一君） 以上で、市長のあいさ

つは終わりました。 

 これにて、平成２１年第３回宿毛市議会定例

会を閉会いたします。 

午後 １時３０分 閉会 
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地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名する。 

 

 

              宿  毛 市 議 会 議 長                  寺 田 公 一 

 

 

              宿 毛 市 議 会 副 議 長                  中 平 富 宏 

 

 

                          議 員   濵 田 陸 紀 

 

 

                          議 員   西 郷 典 生 
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                                平成２１年９月９日 

 宿毛市議会議長 寺 田 公 一 殿 

 

                     総務文教常任委員長 西 郷 典 生 

 

委員会審査報告書 

 

 本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したので、会議規則第１０３条の規

定により報告します。 

記 

 

事 件 の 番 号       件          名 審査結果 理 由 

議案第２６号 
宿毛市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部

を改正する条例について 
原案可決 適 当 

議案第２７号 
宿毛市国民健康保険条例の一部を改正する条例につ

いて 
原案可決 適 当 

議案第２８号 
辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定につい

て 
原案可決 適 当 

議案第２９号 
辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更につい

て 
原案可決 適 当 
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                                平成２１年９月９日 

 宿毛市議会議長 寺 田 公 一 殿 

 

                        総務文教常任委員長 西 郷 典 生 

 

陳情審査報告書 

 

  本委員会に付託の陳情は、審査の結果下記のとおり決定したので、会議規則第１３６条第 

 １項の規定により報告します。 

記 

 

受理番号 件            名 審査結果 意  見 

第２３号 
海運・フェリー・旅客船の航路存続と船員の雇用対策

について 
採  択 妥  当 
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                                平成２１年９月９日 

 宿毛市議会議長 寺 田 公 一 殿 

 

                        総務文教常任委員長 西 郷 典 生  

 

               閉会中の継続調査申出書 

 

  本委員会は、下記により閉会中もなお継続調査を要するものと決定したので、会議規則第 

 １０４条の規定により申し出ます。 

  

記 

１ 事 件 （１） 総合計画の策定状況について 

     （２） 行政機構の状況について 

     （３） 財政の運営状況について 

     （４） 公有財産の管理状況について 

     （５） 市税等の徴収体制について 

     （６） 地域防災計画について 

     （７） 教育問題について 

２ 理 由 議案審査の参考とするため 
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                                平成２１年９月９日 

 宿毛市議会議長 寺 田 公 一 殿 

 

                        産業厚生常任委員長 濵 田 陸 紀  

 

閉会中の継続調査申出書 

 

  本委員会は、下記により閉会中もなお継続調査を要するものと決定したので、会議規則第 

 １０４条の規定により申し出ます。 

 

記 

１ 事 件 （１） 農林水産業の振興対策状況について 

      （２） 商工業の活性化対策状況について 

      （３） 観光産業の振興対策状況について 

      （４） 市道の管理状況について 

      （５） 環境、保健衛生の整備状況について 

      （６） 下水道事業の運営管理状況について 

      （７） 保育施設の管理状況について 

      （８） 介護保険制度について 

２  理  由  議案審査の参考とするため 
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                               平成２１年９月１４日 

 宿毛市議会議長 寺 田 公 一 殿 

 

                          議会運営委員長 西 村 六 男 

 

閉会中の継続調査申出書 

 

  本委員会は、下記により閉会中もなお継続調査を要するものと決定したので、会議規則第 

 １０４条の規定により申し出ます。 

 

記 

１ 事 件 （１） 議会の運営に関する事項 

      （２） 議会の会議規則、委員会に関する条例等に関する事項 

      （３） 議長の諮問に関する事項 

      （４） 議会報に関する事項 

２ 理 由 議会運営を効率的かつ円滑に行うため 
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決議案第１号 

   議案第３０号に対する付帯決議について 

 議案第３０号に対し、別紙のとおり決議する。 

  平成２１年９月１４日 

                       提出者 宿毛市議会議員 今城誠司    

                       賛成者 宿毛市議会議員 岡﨑利久 

                        〃     〃    野々下昌文 

                        〃     〃    中平富宏 

 宿毛市議会議長 寺 田 公 一 殿 

説明 口頭 

 

   議案第３０号に対する付帯決議 

 １ 本議案は、国のブロードバンドゼロ地域を解消することを目的として進められている事

業ではあるが、地域の実情を十分に精査したうえで実施すること。 

 ２ 整備については、国の経済危機対策の一環として、公共投資臨時交付金が充当できると

はいえ、後年度に多額の維持管理に対する予算が必要とされることが懸念される。よって

十分に検討のうえ執行すること。 

 以上、決議する。 

   

  平成２１年９月１４日 

                              宿 毛 市 議 会    
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              一  般  質  問  通  告  表 

                           平成２１年第３回定例会    

質問 

順位 
質 問 議 員      質 問 の 要 旨                      

１ 
 ４番 

 松浦英夫君 

１ 学校給食問題について（教育長） 

 

２ すくも花へんろマラソン大会について（市長） 

２ 
 ３番 

野々下昌文君 

１ 宿毛市の情報化施策について（市長） 

 

２ 新型インフルエンザ本格流行と宿毛市の取り組みについて

（市長、教育長） 

 

３ 宿毛市の防災行政について（市長） 

３ 
 １番 

 今城誠司君 

１ 市長の政治姿勢について（市長） 

（１）振興計画・行政改革プランについて 

 

２ 教育行政について（教育長） 

（１）学力向上について 

４ 
２番 

 岡﨑利久君 

１ 健康診査の実施について（市長） 

 

２ Ｈｉｂ（ヒブ）ワクチンについて（市長） 

５ 
 ５番 

 浅木 敏君 

１ 市長の政治姿勢について（市長） 

（１）新型インフルエンザ対策について 

（２）県道宿毛城辺線の冠水対策について 

 

２ 選挙管理業務について（選挙管理委員会委員長） 

 

３ 教育行政について（教育長） 

（１）学校給食センター調理部門の民間委託について 

６ 
１１番 

 濵田陸紀君 

１ 大相撲宿毛場所における市の対応について（市長） 

（１）チケットの販売状況について 

（２）チケットの販売促進について 

（３）高齢者や障害者に対する積極的な観戦への働きかけにつ

いて 

（４）施設等の慰問について 



 

付 － 2 

７ 
 ７番 

 有田都子君 

１ 伝承芸能等の収録と活用について（市長） 

 

２ 空き家、空き地の環境美化について（市長） 

 

３ 市庁舎ロビーへの展示物等による文化化について（市

長） 

 

４ 運動会時期と熱中症対策について（教育長） 
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平成２１年第３回宿毛市議会定例会議決結果一覧表 

 

   議  案 

 

議案番号 件 名                議決月日 結  果 

第 １号 専決処分した事件の承認について ９月１４日 承  認 

第 ２号 
平成２０年度宿毛市一般会計歳入歳出決算認定につ

いて 
９月１４日 継続審査 

第 ３号 
平成２０年度宿毛市簡易水道事業特別会計歳入歳出

決算認定について 
９月１４日 継続審査 

第 ４号 
平成２０年度宿毛市国民健康保険事業特別会計歳入

歳出決算認定について 
９月１４日 継続審査 

第 ５号 
平成２０年度宿毛市へき地診療事業特別会計歳入歳

出決算認定について 
９月１４日 継続審査 

第 ６号 
平成２０年度宿毛市定期船事業特別会計歳入歳出決

算認定について 
９月１４日 継続審査 

第 ７号 
平成２０年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計歳

入歳出決算認定について 
９月１４日 継続審査 

第 ８号 
平成２０年度宿毛市老人保健特別会計歳入歳出決算

認定について 
９月１４日 継続審査 

第 ９号 
平成２０年度宿毛市学校給食事業特別会計歳入歳出

決算認定について 
９月１４日 継続審査 

第１０号 
平成２０年度宿毛市下水道事業特別会計歳入歳出決

算認定について 
９月１４日 継続審査 

第１１号 
平成２０年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計歳入

歳出決算認定について 
９月１４日 継続審査 

第１２号 
平成２０年度幡多西部介護認定審査会特別会計歳入

歳出決算認定について 
９月１４日 継続審査 

第１３号 
平成２０年度宿毛市介護保険事業特別会計歳入歳出

決算認定について 
９月１４日 継続審査 

第１４号 
平成２０年度宿毛市土地区画整理事業特別会計歳入

歳出決算認定について 
９月１４日 継続審査 

第１５号 
平成２０年度宿毛市後期高齢者医療特別会計歳入歳

出決算認定について 
９月１４日 継続審査 

第１６号 平成２０年度宿毛市水道事業会計決算認定について ９月１４日 継続審査 

第１７号 平成２１年度宿毛市一般会計補正予算について ９月１４日 原案可決 
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第１８号 
平成２１年度宿毛市国民健康保険事業特別会計補正

予算について 
９月１４日 原案可決 

第１９号 
平成２１年度宿毛市へき地診療事業特別会計補正予

算について 
９月１４日 原案可決 

第２０号 
平成２１年度宿毛市定期船事業特別会計補正予算に

ついて 
９月１４日 原案可決 

第２１号 
平成２１年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計補

正予算について 
９月１４日 原案可決 

第２２号 
平成２１年度宿毛市学校給食事業特別会計補正予算

について 
９月１４日 原案可決 

第２３号 
平成２１年度宿毛市介護保険事業特別会計補正予算

について 
９月１４日 原案可決 

第２４号 
平成２１年度宿毛市土地区画整理事業特別会計補正

予算について 
９月１４日 原案可決 

第２５号 
平成２１年度宿毛市後期高齢者医療特別会計補正予

算について 
９月１４日 原案可決 

第２６号 
宿毛市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部

を改正する条例について 
９月１４日 原案可決 

第２７号 
宿毛市国民健康保険条例の一部を改正する条例につ

いて 
９月１４日 原案可決 

第２８号 
辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定につい

て 
９月１４日 原案可決 

第２９号 
辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更につい

て 
９月１４日 原案可決 

第３０号 平成２１年度宿毛市一般会計補正予算について ９月１４日 原案可決 
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   陳  情 

 

受理番号 件 名                議決月日 結  果 

第２３号 
海運・フェリー・旅客船の航路存続と船員の雇用対

策について 
９月１４日 採  択 

 

 


